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　　　　１




「さくら荘そうは今年度限かぎりでなくなることが決まったわ」

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの学がく生せい寮りよう……さくら荘のダイニングには、珍めずらしく住人全員の顔が揃そろっていた。

　生徒が六人。教きよう師しがひとり。計七人が円えん卓たくを囲んでいる。

　奥おくから時計回りに、さくら荘の監かん督とく教きよう師しの千せん石ごく千ち尋ひろ。卒業を間近に控ひかえた三年生にして宇う宙ちゆう人じんの上かみ井い草ぐさ美み咲さき。その幼おさななじみの三み鷹たか仁じん。普ふ段だんは自室に引きこもってプログラム作業に没ぼつ頭とうしている赤あか坂さか龍りゆう之の介すけ。七匹ひきの猫ねこと暮くらしている神かん田だ空そら太た。隣となりは天才画家にして現げん在ざいは漫まん画が家かとして活動している椎しい名なましろ。最後は、声せい優ゆうを目指して大阪から単身上京してきている青あお山やま七なな海みだ。

「悪いけど、全員、春休み中に出て行けるよう、今から準じゆん備びを進めておいて」

　千尋からのいきなりの爆ばく弾だん発はつ言げんに、真っ先に反はん応のうしたのは空太だった。

　思わず、

「は？」

　と間の抜ぬけた声が口を出る。

　それに続いて、

「え？」

　という七海の驚おどろきが追いかけてきた。

　そして、今度はふたり同時に、

「なんで？」

「どうしてですか？」

　と、素す直なおな疑ぎ問もんを千尋にぶつけていた。

　まったくわけがわからない。

　どうして、突とつ然ぜん、こんな話になったのだろうか。

　この日……二月二十日の日曜日は、休日にもかかわらず、空太はましろ、七海と一いつ緒しよに学校に行っていた。妹である優ゆう子この合ごう格かく発はつ表ぴようを見に行くためだ。その結果は、見事に不合格。まあ、それはいい。

　その後、学校で合流した仁と美咲にひと悶もん着ちやくあって、お昼ひる過すぎになってさくら荘に帰ってきた。とても幸せな気分だった。長らく不ふ穏おんな空気に包まれていた仁と美咲だったけど、ようやくいい感じに落ち着いて、それが自分のことのようにうれしかった。ほっとしていた。

　そんな矢先に、さくら荘の玄げん関かんで、空太たちは神しん妙みような面持ちの千尋に捕つかまった。そして、制せい服ふくから着き替がえるヒマもなく、ダイニングに集められた空太たちを待っていたのが、先ほどの言葉だった。

　──さくら荘そうは今年度限かぎりでなくなることが決まったわ

　一体、何が起こっているんだ。

　日々、非ひ常じよう識しきのバーゲンセールを行っているさくら荘だけど、この事じ態たいは予想のはるか上を行っている。今日まで、一度だって考えたことはなかった。さくら荘がなくなるなんてことは……。

　だから、空そら太たが動どう揺ようするのも当然だ。目をぱちくりさせて、聞き間ま違ちがいだったんだろうかと考えるのも無理はない。

　千ち尋ひろの言葉が事実なら、今後の高校生活はどうなるのだろう。二年生の空太には、丸一年の期間が残っているというのに。

　頭の中で思い描えがいていた、スイコーで迎むかえる三年目の季節が、足元から崩くずれていく。居い場ば所しよがなくなると言われたことで、想そう像ぞうしていた未来はリセットされてしまった。

　そんな衝しよう撃げき的てきな事態にも、さすがさくら荘と言うべきか、真っ先に声をあげた空太と七なな海み以外の四人は、意外と落ち着いていた。

　美み咲さきはテーブルに飛び乗ってきたシャム猫ねこもどきのあおばとにらめっこをしているし、仁じんは眼鏡めがねの位置を直しただけで、大人しく千尋の次の言葉を待っている。空太の両りよう隣どなり……ましろと龍りゆう之の介すけに至いたっては、ノーリアクションだ。それどころか、ましろはテーブルの真ん中に置かれたお茶ちや菓が子しの中からバームクーヘンを選んで、小さな口で食べはじめた。なにやら、小声で「おいしい」とか呟つぶやいている。龍之介の方は、何事もなかったかのように、ノートパソコンをカタカタと操そう作さしていた。

　ほんと聞き間違いだったんじゃないかと疑うたがいたくなる状じよう況きようだ。いや、でも、確たしかにこの耳で聞いた。その証しよう拠こに、七海だって同じ反はん応のうをしたのだ。

「どういうことですか、先生」

　結局、答えは千尋に求めるしかない。そう思い、再さい度ど、空太は疑ぎ問もんをぶつけていた。

　視し線せんは一点に集中する。千尋の唇くちびる。それが小さく開かれた。

　けど、聞こえてきた声は、別人のものだった。

「やったね、こーはいくん！」

　美咲が元気よく立ち上がり、ガッツポーズをかましている。驚おどろいたあおばが逃にげていく。

「は？」

　ますます意味不明な展てん開かいに、空太は再び間の抜ぬけた声を出していた。ここまでの流れのどの辺に、ガッツポーズをかます要よう素そがあったのだろうか。

「それこそなんで!?」

　さくら荘がなくなるという話よりも、美咲の思考回路の方が難なん解かいかもしれない。

「こーはいくんは、千尋ちゃんの話を聞いてなかったのか！　先生の話はちゃんと聞くようにって、小学校で習ってこなかったのか！」

　びしっと美み咲さきが空そう太たを指差してくる。

「いや、聞いてたからこそ、先せん輩ぱいの反はん応のうが意味不明なんですけどぉ!?」

「さくら荘そうを建て直すのがうれしくないのか！　あたしは今から盛もり上がって大変だよ！　完成が待ち遠しくて、夜も眠ねむれないどころか、昼間も寝ねちゃいたいよ！　未来にタイムトラベルだよ！」

「え？　建て直すって……あ、あれ？　さくら荘がなくなるっていうのは、そういうポジティブな話なんですか？」

　恐おそる恐る疑ぎ問もんを千ち尋ひろにぶつけてみると、

「違ちがうわよ」

　という、短い返事があった。

　そりゃそうだろう。

「たとえ、そうだとしても、上かみ井い草ぐさは来月卒業するんだから、どの道、あんたは住めないでしょ」

「だったら、留りゆう年ねんだ！」

　美咲が恐ろしいことを高らかに宣せん言げんしている。

「あたしは、四年目の高校生活を愉ゆ快かいに楽しむことに決めたよ！　四月からはどーはいくんだね！　よろしく！」

　そんなことよろしくされている場合じゃない。

「無茶言うんじゃないわよ、上井草。あんた、素そ行こうには問題ありまくりだけど、書類上は皆かい勤きん賞しようだし、その上、成せい績せきもずっと学年トップなのよ？　あんたを留年させたら、今の三年は全員留年ってことになるでしょ」

「あたしはそれでもいいも〜ん」

「ま、なんにせよ、教きよう師し一いち同どう、あんたの卒業を心から歓かん迎げいしているんだから、留年なんて絶ぜつ対たいにさせてもらえないわよ」

　たぶん、千尋が言った『歓迎』というのは、早く出て行ってほしいという意味だ。これで肩かたの荷が下りる。宇う宙ちゆう人じんを大学に押し付けられる……とか、そんな感じだと思う。

「話を元に戻すけど……さくら荘が今年度限かぎりでなくなるというのは、言葉通りの意味よ。建物も取り壊こわされることになったから。当然、あんたらはもうさくら荘には住めなくなるわ」

「千尋ちゃん！　あたし、そんな話は聞いてないし、認みとめた覚えはないぞ！」

　美咲が隣となりの席から千尋の胸むな倉ぐらに食らいつく。容よう赦しやなく、ぐらんぐらんと千尋を前後左右に揺ゆすっている。

「そりゃあ、あんたは理事会の人間じゃないからね」

　千尋は険けわしい表ひよう情じようのまま、淡たん々たんとした様子で美咲を振ふり払はった。いつもなら、「まあ、あんたの場合、理事会の人間以前に、『人間』ですらないんだったわね」くらいのことは追加で言いそうなものなのに……。なんかちょっと今日の千ち尋ひろは変だ。表ひよう情じようは真しん剣けんそのもの。冗じよう談だんが通じる雰ふん囲い気きじゃない。いつもは面めん倒どうくさそうに垂たれて下がっている目元が、今は厳きびしさを宿している。だからこそ、さくら荘そうを取り壊こわすという話が、嘘うそ偽いつわりのない事実なのだと、空そら太たは受け止めていくしかなかった。

　じわじわと緊きん迫ぱく感かんがダイニングを侵しん食しよくしていく。言葉は途と切ぎれ、お互たがいにどこか出方を待つような居い心地ごこちの悪さが漂ただよっていた。

　美み咲さきは口を真ま一いち文もん字じに結んだ拗すねた顔で、千尋に取り壊しの撤てつ回かいを求めている。仁じんは目を瞑つぶって考え事をしていて、龍りゆう之の介すけは相変わらずノーパソの操そう作さをしていた。反はん応のうらしい反応と言えば、一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを上げて、一通りの状じよう況きようをその目で確かく認にんしたくらいだ。

　ましろは半分食べたバームクーヘンを袋ふくろに戻もどして、今は大人おとなしくしている。表情の変化が殆ほとんどないので、事態を把は握あくしているのかは判はん別べつ不ふ能のうだ。

　それとは対照的に、七なな海みはテーブルの上に置いた手をぎゅっと握にぎり締しめ、何かに耐たえるようにしていた。

　空太は納なつ得とくできない感情を視線に込こめて、千尋にぶつけていた。

　その千尋は、どこか諦あきらめたようなため息をゆっくりともらした。

「さくら荘は今年度限かぎりでなくなることが決まったわ」

　そして、再さい度ど同じ言葉を繰くり返した。

　今さらのように、本当なのだと思った。さくら荘がなくなるという話が……。

　事実を理り解かいした瞬しゆん間かん、感情は素直に反応した。静かに胸むねの奥おくが熱くなっていく。何かが爆ばく発はつ的てきな力を持って押おし寄よせてくる。全身に電気が走った。すると、反はん射しや的てきに、

「なんで？」

　と、低い声で、独ひとり言のようにまた聞き返していた。

「建物の老ろう朽きゆう化かが進んでいる状況で、生徒を置いておくのは危き険けんと判はん断だんされたのよ」

　千尋はあくまで冷静だ。

「だからって、なんでこんな急に!?」

　半分腰こしを浮うかせて、テーブルに身を乗り出す。

「誰だれがそんな判断をしたんですか！」

「専せん門もんの業者よ」

　素そっ気け無く千尋が答えた。

「いつ？」

　すぐさま切り返す。

「俺おれ、そんな業者が来るの見てないですよ」

　七海と美咲にも、見たかどうかを目で聞いてみる。

「私は見てない」

「あたしもだも〜ん」

　最後に隣となりで、ましろも見てないと言った。

「あんたらが見てないのも当然よ。老ろう朽きゆう化かの調ちよう査さは冬休みの間に頼たのんだんだからね」

「冬休みって、まさか……」

　今年の冬は、千ち尋ひろから全員に帰省命令が出ていた。あのときは、千尋が海外旅行に行くせいで、監かん督とく教きよう師し不ふ在ざいのさくら荘そうに生徒を残せないからだと聞いていたが、本当の理由は老朽化の調査を秘ひ密みつ裏りに進めるためだったとでも言うのか。

　実際、千尋はオーストラリアには行かず、ずっと日本にいたらしいし……。

「俺おれたちをだましたってことですか！」

　思わず大声になっていた。

　驚おどろいたのか、ましろが隣から視し線せんを向けてきたけど、今は構かまっていられない。

「結果的にはそうなるのかしらね」

　どこか、千尋は他ひ人と事ごとのようにそう言った。

「先生！」

「少し落ち着けよ、空そら太た」

　口を挟はさんできたのは、しばらく黙だまって考え事をしていた仁じんだ。

「なんかしっくりこないんだよな」

「なにがですか？」

「確たしかにさくら荘はボロいけど、今すぐ立ち退のかないといけないほどじゃない。そんなのは住んでいる俺らが一番よくわかってる」

「それは……」

　仁の言う通りだ。老朽化が進んで危あぶないからと言われても、しっくりこない。

「さくら荘はまだ住めるわ」

　ぽつりとましろが言葉を挟んだ。一いち応おう、話は聞いているようだ。

「取り壊こわすにしても、空太たちの卒業を待てばいいんじゃないの？　理事会を組そ織しきしているのっていい大人おとななんだろうから、一年くらい余よ裕ゆうで待てるでしょ。それで、住人がいなくなってから、好きなようにすれば揉もめ事もなくていいと思うけど？」

　天てん井じように泳がせていた視線を、仁が意い味み深しんに千尋に向ける。

「一方的に取り壊すなんて言えば、俺らが反発するってことくらい、千尋ちゃんもわかってるはずなのにさ」

「……」

　千尋は何も言わない。仁の視線にも取り合う気はないようで、テーブルの真ん中あたりをじっと見み据すえていた。

「そうなると、何か急ぎたい別の理由でもあるんじゃないかと、思わず勘かんぐりたくなるんだけど？」

　一いつ瞬しゆんだけ、千ち尋ひろがましろを見た気がした。いや、気のせいかもしれない。たとえ、そうであったとしても、空そら太たにその意味は測はかりかねた。

「話が急になったのは、理事会での決議が今日にずれ込こんだせいよ。他意はないわ」

　きっぱりと千尋がぶった切る。取りつく島もない態たい度どだ。とても聞き返せる雰ふん囲い気きじゃない。その目がもう聞くなと語っている。

　それなのに、仁じんは、

「ほんとに？」

　とわざとらしく明るい声で言ってのけた。ものすごい神しん経けいの図太さだ。

「下へ手たな詮せん索さくはやめなさい。満まん場じよう一いつ致ちで決まったことよ」

　けど、千尋も相当に手て強ごわい。空太から見ても、仁の言い分の方が、筋すじが通っているように思える。千尋が何かを隠している可か能のう性せいは高い。なのに、千尋は顔色どころか、声こわ色いろすら変えなかった。

「心配しなくても、神かん田だ、青あお山やま、赤あか坂さか、ましろの四人は、ちゃんと一いつ般ぱん寮りように移うつれることになっているから」

　あくまで事じ務む的てきに言い放つ。

「誰だれもそんな心配はしてません！」

　ばんっとテーブルに両手を叩たたきつけながら空太は立ち上がった。瞬間的に沸ふつ騰とうした感かん情じように、体が操あやつられている。

　苛いら立だちを通り越こした憤いきどおりを、空太は千尋に投げつけていた。

「……」

　千尋の沈ちん黙もくが、わずかな隙すき間まを作る。

「しばらくは猫ねこも飼かっていいという許きよ可かも出ているわ」

「だから、そんな話はしてないんですよ！」

「私からの話は以上よ。時間を取らせたわね。解かい散さんしていいわ」

　勝手に話をぶった切って千尋が席を立つ。

「先生！」

　空太の呼よびかけにも反はん応のうせず、千尋はダイニングを出て管理人室に戻もどっていった。

　残されたのは、六人の生徒。

「……」

　すぐには誰も話そうとしない。それぞれに、今の状じよう況きようについて考えている。そういう沈黙だった。

「さて、厄やつ介かいなことになったな」

　しばらくして、仁じんが誰だれにともなく呟つぶやいた。

「あたしが校長先生を説得してくるよ」

　美み咲さきが勢いきおいよく立ち上がる。駆かけ出そうとするその肩かたに、仁がすかさず手を置いて座すわらせた。

「やめとけ、美咲」

「なんでさ！」

「お前が出て行くと、校長が再さい起き不ふ能のうになる。この状じよう況きようでさくら荘そうの立場を悪くするのは得とく策さくじゃない。事じ情じようがはっきりするまでは大人おとなしくしておけ」

「え〜」

　美咲は不満そうではあったけど、とりあえず、今すぐ飛び出していくのはやめにしたらしい。口を尖とがらせたまま、椅い子すの上で体育座りをして、体を前後に揺ゆらしている。かと思ったら、すぐにぱっと笑顔を咲さかせた。

「じゃあ、さくら荘会議だよ！　第一次さくら荘防ぼう衛えい戦せん線せんの開かい幕まくだよ！」

「その前にひとつ確かく認にんなんだけどさ」

「なんすか？」

　仁と目が合ったので、空そら太たが代表して返事をした。

「卒業する俺おれと美咲はいいとして、空太たちはいいのか？　一いつ般ぱん寮りように戻もどれるまたとないチャンスなんだぞ？」

「そんなの……」

　いいに決まっていると言いかけたところで、仁が珍めずらしく言葉をかぶせてきた。

「一般寮は建物も綺き麗れいだし、隙すき間ま風かぜに悩なやまされることはない。部屋のドアだって取れたりはしない。食事は食堂のおばちゃんが用意してくれる。さくら荘と比くらべたら至いたれり尽つくせりだ。当然、その分だけ自分の時間を多く持てるだろ？　煩わずらわしい雑ざつ事じがなくなれば、空太の場合、浮ういた時間を企き画かくの立案とか、プログラムの勉強に使えるってことになる」

　もっともな意見だ。それに、今ではさほど気にしていないけど、一般寮に戻れば、他の生徒から後ろ指を差されることも減へるだろう。

「感情で突つっ走らないで、そういうことも考えた上で、決めた方がいいんじゃないのか？」

「俺は……」

　想いを口にしようとした空太だったけど、自分の気持ちを確認するために途と中ちゆうできつく唇くちびるを結んだ。今、仁に感情で突っ走るなと言われたばかりだ。

　目を閉とじて、一度深しん呼こ吸きゆうをする。

　胸むねの真ん中にある自分の考えと対たい峙じする。熱くなった感情も、冷静なふりをして冷ましていく。それが終わると、ゆっくりと目を開けた。

「俺は、それでもさくら荘にいたいと思ってます」

「どうして、そう思う？」

　試すように仁じんが聞いてくる。

「確たしかにさくら荘そうはボロいですよ。夏は暑いし、冬は寒い。廊ろう下かの床ゆかもぎしぎしやばそうな音を立ててるし、時々豪ごう快かいに抜ぬけ落ちます。俺おれの部屋のドアなんて、ほんとすぐ取れて、鍵かぎも使い物になってないです。プライバシーなんてあったもんじゃない」

「二階は雨あま漏もりもするしね……」

　そう七なな海みが付け足してきた。

　他にも不便を上げたらきりがない。真冬にお風ふ呂ろのお湯が出なくなったこともあった。夏休みには、バルコニーの下に、スズメバチが巣を作って大おお騒さわぎになったこともある。庭は手入れをしないと、すぐに雑ざつ草そうだらけになるし、一いつ般ぱん寮りようでは無む縁えんの苦労がさくら荘にはたくさんある。

　最初はそういうのが全部面めん倒どうだった。一般寮に帰りたいと思っていた。部屋の壁かべには『目標！　脱だつ・さくら荘!!』と書かき初ぞめで書いた紙を貼はっていたくらいだ。

　けど、今は違ちがう。みんなで近くの銭せん湯とうに行くのも、それはそれで趣おもむきがあって楽しかった。二度とやりたくはないけど、スズメバチとの激げき闘とうも思い出すと笑ってしまう。庭の雑草を除じよ去きよしたあとでやったバーベキューの味は、今も忘わすれられない。またやりたいと思う。

　美み咲さきと仁の卒業を意い識しきするようになってからだろうか。そこにあるのが当たり前だった日にち常じようが、本当はとても貴き重ちようで大切な時間だったんだと空そら太たは思うようになっていた。

「気が付くと……面倒だったことが全部思い出に変わってるんですよ。面倒だったことの方が、大変だったことの方が、よく覚えてるんです」

「うん、そうだね。私、さくら荘に来てからの方が、日記帳が埋うまるの早いもん」

　七海がやさしい声で同意してくれた。

「今、さくら荘がなくなったら、その大切なものがなくなるみたいで……俺は嫌いやです」

「なるほどね。空太と青あお山やまさんの気持ちはわかった。ましろちゃんは？」

　呼よばれたましろはというと……なにやら、ぼ〜っとしている。

「おい、椎しい名な」

「ん？」

「お前、状じよう況きようわかってるよな？」

「わかってるわ」

「本当かよ……」

　どうにも信用できない。

「選せん択たく問もん題だいなら正せい解かいできる」

「それ、ぼんやりとしかわかってないだろ！」

「バカにしないで」

「選択問題とか言ってきた時点でしたくなるよね！」

　少し不満そうなましろの目が、出題を要求してくる。

「四よん択たくでいいのか？」

「二択よ」

「運に任まかせる気満々じゃねえか！　もういい！」

「さくら荘そうがなくなるんでしょ」

　どうやら、そこそこには理り解かいしているらしい。

「そうだ。それがどういうことかわかってるな？」

「四月からは一いつ般ぱん寮りようでみんなと暮くらす」

「……あれ？　意外とわかってるのか？」

　でも、それにしては、平然としすぎてはいないだろうか。

「あのね、ましろ。一般寮は男女別々だから、毎朝神かん田だ君に起してもらったり、着き替がえを用意してもらったり、ご飯を作ってもらったりはできなくなるんだからね」

「そうなの？」

　ましろが真っ直ぐに視し線せんを向けてきた。

「そうなるだろうな。女子寮は男だん子し禁きん制せいだし、男子寮は女子禁制だ。建物だって別々だから、一般寮ではさくら荘のようにはいかなくなるぞ。殆ほとんどバラバラになるのと同じだ」

　でも、その場合、ましろの面めん倒どうは誰だれが見るんだろうか。七なな海みに任せるというのは、さすがに心苦しい。

「バラバラ……」

　珍めずらしく、ましろが考え込こんでいる。

「空太がいないのは困こまるわ」

　そして、導みちびき出された結けつ論ろんは、なにやら論点がずれていた。

「さくら荘がいい」

　けど、まあ、さくら荘がなくなってほしくないということは、ましろもわかってくれたようなので、とりあえずはよしとしよう。

「つまり、ましろちゃんも賛さん成せいと。あとは龍りゆう之の介すけだけど」

　その龍之介は、忙せわしなくノーパソで作業をしていて話なんて聞いちゃいない。

「今度こそ、第二次さくら荘防ぼう衛えい戦せん線せんの開かい幕まくだよ！」

　第一次はいつのまに終わったんだろうか。

「ま、龍之介はいいか。んじゃ、空太、さくら荘会議の仕切りよろしく」

　おまけに仁がぶん投げてきた。それに、龍之介のこともよくはないと思う。

「なんで俺おれ？」

「そりゃあ、ひとりだけ立ち上がってやる気満々だからだろ」

「そういうつもりで立ってるんじゃないんですけどね！」

　先ほど千ち尋ひろに食ってかかって、座すわるタイミングを逃のがしていただけだ。

「ま、別にいいですけど。え〜、では、さくら荘そうの取り壊こわしを阻そ止しするための作戦会議をはじめたいと思います。意見のある方は挙手を」

「さすがに理事会で決定されたとあっては厄やつ介かいだよな」

　早速、手をあげずに仁じんがそうもらす。

「そうですね」

　確たしかに、理事会が相手では、校長先生をひとり説得するというだけでは、問題は片かた付づかないだろう。そもそも、理事会ってどんな面めん子つが集まっているのかさえ、空そら太たはよく知らないのだ。

「あと、さっき三み鷹たか先せん輩ぱいが言っていた、何か裏うらがありそうという話も気になります。急すぎるというのは、ほんとにそう思うので。……それこそ本当の理由があるのなら、それを知っておきたいです」

　そう発言したのは七なな海みだ。

　感かん情じよう面めんからしてもそうだし、他の理由があってくれた方が、空太たちにとっては好都合だ。どんなに空太たちが危き険けんはないと言っても、建物の老ろう朽きゆう化かが問もん題だい視しされているのでは、話を覆くつがすのは難むずかしいように思える。あくまで、空太たちを心配しての決定なのだから。

「でも、どうだろうな」

　仁は頭の上で手を組んで、天てん井じようを見ている。

「どうだろうなって、どういう意味ですか？」

「別の理由があったとして、千ち尋ひろちゃんがそれを俺おれたちに言わないってことは、知らない方がいいって可か能のう性せいもあるんじゃないかと思ってね。普ふ通つうに考えて、言って問題がない内容なら、黙っている理由はないだろ？」

「それは……正当な理由なら、そうかもしれませんけど。どの道、このままっていうのは気持ちが悪すぎます」

　納なつ得とくのできる理由は聞いておきたい。

「ま、それは同感だな。となると、まずは龍りゆう之の介すけの出番かねえ」

　仁の発言に、空太は顔を顰しかめて疑ぎ問もんを返した。

「理事会の議事録を閲えつ覧らんすれば、俺たちの知りたい本当の理由くらい載のってるだろ」

　さらりと、とんでもないことを言ってくる。

「そ、それはダメですよ、三鷹先輩！　犯はん罪ざいです。さっき上かみ井い草ぐさ先輩に問題を起こさない方がいいって言ったばかりじゃないですか」

　慌あわてて七海が止めに入る。

「大だい丈じよう夫ぶだって、龍之介ならアクセスの痕こん跡せきを残すようなへまはしない」

「誰だれもそんなことを心配しているんじゃありません！」

「やれやれ、さくら荘に来て随ずい分ぶんと長いのに、青あお山やまさんの生き真ま面じ目めさは変わんないねえ」

「これくらい普通だと思います」

　話題の中心になっている龍りゆう之の介すけ当人はというと、無言で無線ＬＡＮ接せつ続ぞくされたノーパソを軽けい快かいに操そう作さしている。

「で、赤あか坂さかはさっきから何をしているんだ？」

　画面には見み間ま違ちがいでなければ、賃ちん貸たい物ぶつ件けんの情じよう報ほうが映うつし出されていた。

「引っ越こし先の検けん討とうをしている」

「なんでだよ……」

「一いつ般ぱん寮りようはふたり部屋で手て狭ぜまときている。今、僕ぼくの部屋にあるＰＣや開発機材、サーバーの類を運び込むのは百パーセント不ふ可か能のうだ。元々、僕がさくら荘そうに来た理由がそれだからな」

「それが、どうして引っ越し先の選定になるんだよ」

「神かん田だ、千せん石ごく先生の話を聞いていなかったのか？　それとも、聞いた上で、理り解かいできなかったのか？　難なん儀ぎなやつだな」

　かわいそうな人を見る目で見られてしまった。

「そりゃあ、お前の方だ！」

「失しつ敬けいだな」

「なんで、さくら荘がなくなることを前ぜん提ていにしてるんだよ！　いいのか？　さくら荘がなくなっても！」

「愚ぐ問もんだな。いいも悪いもない。今年度をもってなくなる。それがすべてだ」

「だから、今、みんなでそれをどうにかしようって話し合っているんだろ」

「時間の無む駄だだ。理事会の決定を覆くつがえす現げん実じつ的てきな手しゆ段だんがあるとは思えない」

「それは……」

　確たしかに、今のところ名案があるわけではない。

「……」

　重たい沈ちん黙もくがダイニングに落ちる。

「ひとつだけ……ないこともないと思うけど」

　言葉を選ぶようにそう口に出したのは七なな海みだった。ブレザーの内ポケットから生徒手帳を取り出すと、後ろの方のページを開き、みんなに見せるようにテーブルの中央に置いた。そして、校こう則そくのある一文を指で示しめした。

　そこには、

　──学校側の決定に対して、当校の生徒は三分の二以上の賛さん同どうをもって、意い義ぎを申し立てる権けん利りを有する

　と書かれていた。

「これって、つまり……」

「全校生徒の三分の二以上の署しよ名めいを集めれば、理事会の決定を覆して、さくら荘の取り壊こわしをやめさせることができるってことだな」

　空そら太たの疑問に仁じんが答えてくれた。

「これだよ、ななみん！」

　真横から放たれた美み咲さきのダイビングハグが、見事に七なな海みに決まった。受け止められなかった七海は、「きゃああ」と悲鳴を上げながら椅い子すから転げ落ち、床ゆかに押おし倒たおされている。

　テーブルの下から、

「ちょっと、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱい！　どうして、胸むねを触さわるんですか！」

「そこに山があるからだよ！」

「山なら、自分のを！　じゃなくて、い、いいから、離はなれてください！」

「いいなら、いいじゃ〜ん！」

「そういう意味じゃありません！　あ、やだっ……」

「おお、ななみん、エロいぞ！」

　という声だけが聞こえてきた。

「さすが、青あお山やまさんだな。よくそんな校こう則そく覚えてたね」

　若じやつ干かん、ピンク色に染そまった空気の中でも、仁は平然と本題を続行させる。

「入学当初、生徒手帳には全部目を通すように言われたはずです」

　なんとか美咲から逃のがれた七海が、テーブルの下から出てきた。台風の直ちよく撃げきを受けたあとのように、色々とくたびれている。

「そんな言いつけ守るのは、青山さんくらいじゃない？　あ、元生徒会長も守るか……」

　途と中ちゆうからは独ひとり言ごとで、仁がそんなことを言った。

「バカバカしい」

　そうもらしたのは、相変わらず賃ちん貸たい物ぶつ件けんを物色している龍りゆう之の介すけだ。

「なにがよ」

　身だしなみを整えた七海が、不ふ機き嫌げんな顔を龍之介に向けている。

「僕ぼくは『現げん実じつ的てきな手しゆ段だんがあるとは思えない』と言ったんだ。ポニーテールの意見のどこに現実的な要よう素そがある。スイコーの生徒総数は千人を超こすんだぞ。つまり、約七百名の署しよ名めいが必要な計算になる」

「可か能のう性せいはあるだろ」

　空太の発言に、七海が深く頷うなずいて賛さん同どうしてくれた。

　けど、龍之介はますます面めん倒どうくさそうにするだけだ。

「数を聞いても理解できていないのなら、比ひ率りつで言い換かえてやる。全校生徒の三分の二とは、一、二年の全員という意味だ」

「わかってる」

「三年が自由当校の今、それは学校にいるほぼ全員だと言ってもか？　冷静に考えろ」

「……それでも、可能性はゼロじゃないだろ」

　他に有ゆう効こうな方法がないなら、一いち縷るの望みを署しよ名めい活かつ動どうに託たくすしかない。困こん難なんだからと言って、簡かん単たんに諦あきらめるわけにはいかないのだ。

「神かん田だの言い分は、根こん拠きよのない根こん性じよう論ろんだ。そんな限かぎりなく可か能のう性せいの低い手しゆ段だんに無む駄だな時間を浪ろう費ひしていられるほど、僕ぼくはヒマじゃない」

「だからって、何もしないうちに諦めるのかよ」

「神田。頭を冷やせ。お前は僕以上に今時間が貴き重ちようなはずだ。タイトル審しん査さ会かいに向けた準じゆん備びはいいのか？」

「……」

　一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまった。痛いたいところを突ついてくる。

「……それは、もちろん、やらないといけない」

「余よ計けいな雑ざつ事じにかまけて、失敗しても知らないぞ」

「じゃあ、お前は、タイトル審査会が大事だからって、さくら荘そうがなくなることはさっさと受け入れて諦めろって言うのか」

「最初からそう言っている。決まったことに抗あらがうヒマがあれば、決まったことをよりよくすることに時間と労力を費やした方が効こう率りつ的てきだ。無駄を出さずに済すむ」

「なんだよ、それ！」

「これだけ言ってまだ理り解かいが及およばないとは驚おどろきだな。神田はあのメーカーのタイトル審査会を甘あまく見ている」

「そんなことはない」

「業界内でも、特に審議の追つい及きゆうが厳きびしいと有名だ。内部では通つう称しよう『ＤＡ会』などと言われているそうだからな」

「それは藤ふじ沢さわさんに聞いた」

「ならわかるだろう？　『Ｄ』は『デッド』、『Ａ』は『アライブ』を表しているのだということが」

　タイトル審査会とは、まさに企画の生死を判はん定ていする会議。通つう過かすれば、プロジェクト化が約束されるが、その逆ぎやくの結けつ論ろんが出たら……デッド。文字通り、企画はそれまでとなる。

　実じつ際さいに、タイトル審査会を通過して、プロジェクト化される企画は、全体の一割わりにも満たないらしい。

「神田が署名を集めている間に、他の企画立案者たちは、審査会を通過するための準備を進めている。時間と労力を割さいて。そうしたライバルたちを前に、神田は片かた手て間まで用意した企画で、プロジェクト化を目指すわけか。随ずい分ぶんと傲ごう慢まんだな」

「そんなつもりはない！」

　タイトル審査会に向けた準備だって全力やる。これまでと同様に……。

「本気なら、それ以外のことすべてを投げ打つ覚かく悟ごを持ったらどうだ？」

　龍りゆう之の介すけの目が、一いつ瞬しゆんだけ、ましろを見た気がした。

　その意味が、空そら太たにはよくわかった。そこに手本がいるだろと龍之介は言っているのだ。絵を描かくことだけを優ゆう先せんして生きてきたましろ。今はそれが絵画から漫まん画がに変わったけど、本ほん質しつ的てきなところは変わっていない。一番大事なことに全力を費やす。それこそ他のすべてを投げ打って。

　ましろの中心には漫画がある。揺ゆらぐことはない。筋すじの通ったましろの生き方は、龍之介の言った通りで、空太にとってはこの上ない手本だった。そうなりたいと思う気持ちをずっと持っていた。ましろのようになりたいと。だけど、今の空太はどうだ。たったひとつを選んで貫つらぬき通すことができているのだろうか。

　自分の将しよう来らいとさくら荘そうの未来……。そのふたつを天てん秤びんにかけて、ひとつを選ぶのは簡かん単たんじゃない。どっちも大切。どっちも一番に大切だった。

「僕ぼくの話は以上だ」

「……」

　何も言い返せない空太を置いて、龍之介は静かに立ち上がると、ノーパソを閉とじて部屋に戻っていった。

　ましろも七なな海みも、美み咲さきも仁じんも声をかけてはこない。

「俺おれだって、そんなことはわかってんだよ！」

　テーブルに拳こぶしを叩たたきつける。少し遅おくれて痛いたみがじわじわと迫せまってきた。

「あのさ、空太」

「なんすか」

　顔を上げると仁の真しん剣けんな眼まな差ざしが待っていた。

「お前、署しよ名めい活かつ動どうからは外れろ」

　予期していなかった仁の発言に、心しん臓ぞうが驚おどろきに大きく跳はねた。拒きよ絶ぜつされたような疎そ外がい感かんが体を締しめ付けてくる。

　けど、その圧あつ力りよくを跳はね除のけて、空太は次の瞬間には、

「いいえ、やります！」

　と力強い意思を仁にぶつけていた。

「いいのか？　空太の件けんに関して言えば、俺は龍之介の意見に賛さん成せいだぞ」

「こーはいくんの分もあたしが署名を集めるから安心しているがいいぞ！」

「いいえ、俺もやります。やりたいんです」

　もう一度、今度は一言ずつはっきりと宣せん言げんする。その場にいた全員……仁、美咲、七海、ましろの四人に想いを伝えるように。

「だって、このままじゃ悔くやしいじゃないですか」

「さくら荘がなくなることが？」

　そう確かく認にんしてきたのは七なな海みだ。

「半分はそれ」

「もう半分は？」

「赤あか坂さかの言っていることはたぶん正しい。正しいけど、その考え方は好きになれそうにないから、別のやり方で結果を出したいんだ」

「なら、タイトル審しん査さ会かいは必ず通つう過かしろよ？」

「はい」

「絶ぜつ対たい合ごう格かく！　断だん固こ阻そ止しだね、こーはいくん！」

　力強く、空そら太たは美み咲さきに頷うなずいた。

「んじゃ、決まりだな」

「うん、明日の朝から早速さくら荘そう防ぼう衛えい戦せんのはじまりだよ！　こーはいくん、早起きだよ！」

「お願いですから、三時とかに起こさないでくださいね」

「そっか、二時半がいいね！」

「ダメに決まってるでしょ！　もうそれ完全に夜です！」




　　　　２




　翌日、美咲によって五時に叩たたき起こされた空太は、その一時間後……六時にはスイコーの校門をくぐっていた。早朝の学校は殆ほとんど人の姿がなく、通い慣なれた学校なのに、まるで別の場所のように思えた。

　上うわ履ばきに履はき替かえて、空太は、ましろ、七海、仁じん、美咲と連れ立って、真っ先に校長室に向かった。

　毎朝、誰だれよりも早く学校に来ることにこだわりを持っている校長先生を捕つかまえて、まずは署しよ名めい活かつ動どうを行う許きよ可かを取り付けなければならないのだ。

　校長室に入るのは、さくら荘に島流しにされたとき以来だけど、記き憶おくの中よりも若じや干かん狭せまくなっているように感じた。

　空太が代表して用よう件けんを告げると、校長先生はわかりやすく渋しぶる顔をした。

「君たちが、署名活動を？」

「許可していただけますか？」

「……」

　校長が眉み間けんに皺しわを寄よせているのは、もちろん許可したくないからだろう。同時に、少し驚おどろいている風にも見えたのは、空そら太たたちが署しよ名めい活かつ動どうという正せい攻こう法ほうで抗こう議ぎしてくるとは思っていなかったからかもしれない。

「しかし、その件けんはすでに理事会で承しよう認にんをされているからね」

　穏おだやかな口調で、やんわりと校長が拒きよ否ひしてくる。

　すると、すかさず仁じんが、

「申しん請せいさえ出せば、誰だれでも署名活動はできると校こう則そくに書いてあるので、何も問題はないはずですよね？」

　と何食わぬ顔で言ってのけた。

　当然のように、校長先生が難むずかしい表ひよう情じようを浮かべた。空太たちを見る目は、「散々校則を破やぶってきた君たちが、校則を盾たてに取るのか」とでも言わんばかりだ。

　それでも、少し考えたあとで、署名活動の申請書に承認のハンコを押おしてくれた。色々と言いたいことはあるけど、どうせ全校生徒の三分の二の署名を集めるのは無理だと判断したのだろう。もしくは、下へ手たに反対して、もっと厄介な行動に出られるよりはましだと思ったのかもしれない。

　校長は、失礼しますと言って空太たちが部屋を出て行くときには、

「応おう援えんはできないが、がんばりたまえ」

　と言葉をかけてくる余よ裕ゆうを取り戻もどしていた。




　校長室をあとにした空太たちは、早速、登校時間を狙ねらって署名活動を開始した。

　昇しよう降こう口ぐちの前に立ち、

「さくら荘そうの取り壊こわしに反対する署名にご協力ください」

　と声を張はる。

　そんなことを、ＨＲ開始のチャイムが鳴るまでの約三十分間続けた。もうすぐ三月とは言え、朝はまだ冷える。吐はく息も白い。

　立っているだけだったので、終わったときにはすっかり体が冷え切っていた。手は悴かじかみ、耳の感覚はまるでなかった。

「ねえ、空太」

「なんだよ」

「わたしの耳、ついてる？」

「気持ちはわかるけど、怖こわいことを聞くな！」

　そんな辛つらい思いをして行った初回の署名活動は、惨ざん敗ぱいと言わざるを得ない結果だった。

　集まった署名はわずか三名分。ひとりは美み咲さきの友達である三年生の姫ひめ宮みや沙さ織おりで、残りのふたりは七海と仲がいいクラスメイトの高たか崎さき繭まゆと本ほん庄じようやよいだ。

　いわば身内票。

　厳きびしい現げん実じつを突つき付けられた気がした。

　問題として大きいのは、まず殆ほとんどの生徒がさくら荘そうの置かれた状じよう況きようをよく知らないことにある。署しよ名めい活かつ動どうの意味が、なんなのかが全然伝わっていないし、認にん知ちされない。説明をしても、危き機き感かんが伝わっていかない。当事者ではない一いつ般ぱん生せい徒とからすれば、さくら荘がどうなろうと関係ないのだ。そういう空気をまざまざと見せ付けられた気がした。

　それに加えて、問題児の巣そう窟くつとして悪名高いさくら荘の面々と、わざわざ関わろうとは思わないという意思が働いているように感じた。空そら太たたちを遠とお巻まきに見て、ひそひそと話をしている生徒もたくさんいたから。

「最大の敵てきは無関心で、次点がさくら荘の評ひよう判ばんの悪さってところか」

　朝の成果を振ふり返って、仁じんはそう冷静に分ぶん析せきしていた。

「もうちょい、やり方を考えた方がよさそうだな」

　ゼロからのスタートどころか、まさにマイナスからのスタートだった。




　そんな結果では、朝からテンションが上がるわけもなく、空太は午前中の授じゆ業ぎようを憂ゆう鬱うつな気持ちを引きずったまま過すごした。

　昼休みになったところで、斜ななめ後ろの席から声がかかった。

「署しよ名めいは集まったのか？」

　龍りゆう之の介すけだ。昼食のトマトに丸ごとかぶりついている。机つくえには教科書や筆記用具の姿すがたはなく、ノートパソコンが鎮ちん座ざしているだけだ。足元には電でん源げんコードが壁かべまで伸のびている。

「三人分集まった」

　昨日の意見の相そう違いが尾おを引いていて、空太は前を向いたまま少しぶっきらぼうに答えた。

「大した成果だな」

「文もん句くがあるなら手伝えよ」

　空太が振り向くと、龍之介は鞄かばんからタブレットＰＣを取り出していた。それを、空太に差し出してくる。

「なんだよ、これ」

「黙だまって目を通せ」

　言われるまま受け取って、画面に視線を落とす。何かのテキストデータが表示されていた。何のファイルだろうかと疑ぎ問もんに思いながら冒ぼう頭とうを見ると、

　──『水明芸術大学付属高等学校・理事会の議事録』

　と記されていた。

「これって!?」

　顔を上げると、龍之介はノーパソを操そう作さしていて、もう空太を見てはいなかった。

「見ての通り、理事会の議事録だ」

「どうやって……」

　いや、そんなのは聞くまでもない。学校のサーバーをハッキングしたに決まっている。

「昨日は時間の無む駄だだとか言ってたくせに、結局やったんだ」

　隣となりで話を聞いていた七なな海みが口を挟はさんできた。

「勘かん違ちがいするな。メイドちゃんの性せい能のうテストに好都合だっただけだ」

「ありがとな、赤あか坂さか！」

「だから、メイドちゃんのテストだと……」

　空そら太たと目が合うと、龍りゆう之の介すけは少し居い心地ごこちが悪そうに視し線せんをディスプレイに戻もどした。

「それより大だい丈じよう夫ぶなの？」

「問題ないに決まっているだろ。途と中ちゆうに複ふく数すうの海外サーバーを経けい由ゆして侵しん入にゆうしている。たとえ、アクセスの痕こん跡せきに気づいたとしても、追つい跡せきするのは不ふ可か能のうだ」

「私が言っているのは、そういう意味の『大丈夫』じゃないんだけど」

「なら、なんだ」

「どうせ話しても無駄だと思うからいい」

　七海は、人としてそんなことして大丈夫なのかと言いたいのだろう。けど、ばれなければその事象そのものが存そん在ざいしないと考える龍之介にわかるはずもない。

「だったら、最初から無用な発言は慎つつしめ、ポニーテール。僕の貴き重ちような時間が三十秒も無駄になった」

「それは元はと言えば、赤坂君が……」

　何やら言い争いがはじまっているが、空太は止めに入るどころではなかった。

　理事会の議事録を読み進めるに連れて、外野の音が耳に入らなくなっていたのだ。

　まず空太の視線を釘くぎ付けにしたのは、さくら荘そうの老ろう朽きゆう化かを調べた専せん門もん業ぎよう者しやの調ちよう査さ報ほう告こく。

　──安全面を考こう慮りよして、五年を目め処どに、住人の退たい去きよと取り壊こわしを推すい奨しようする

　とある。

「これって……今すぐには出て行かなくてもいいってことだよな」

　資し料りようの文面を素す直なおに受け取ると、五年の猶ゆう予よがあるということなのだから。

「だったら、なんで、さくら荘を取り壊すなんて話が……」

　疑ぎ問もんを口にしながら、理事会の議事録を読み進めていくと、そこに答えはあった。

「嘘うそだろ……」

　ファイルの下の方に書かれていたのは、さくら荘の取り壊しを決めた本当の理由。

「神田君？」

　読み終えたところでタブレットＰＣを七海に渡わたす。少し戸と惑まどいながら、七海が慣なれない手つきでページをスクロールさせていく。議事録を読み進めていくに連れて、徐じよ々じよに七海の目つきが鋭するどくなった。

「議事録にある通り、建物の老ろう朽きゆう化かは建前に過すぎない」

　そう、さくら荘そうを取り壊こわす本当の理由は別にある。

　議事録の中には、その当事者の名前が何度も登場していた。

　よく知る名前。

　──椎しい名なましろ。

「これではっきりしたな」

　あくまで淡たん々たんと龍りゆう之の介すけが言う。

「世界の財ざい産さんとも言うべき椎名の絵の才さい能のう。それが漫まん画がなどというくだらない娯ご楽らくで消費されている現げん状じように、理事会は危き機き感かんを抱いだいているというわけだ。日本では天才画家『椎名ましろ』の認にん知ち度どが低いおかげで、今のところは問もん題だい視しされていないが、今後漫画の件けんが世間に広く知れ渡わたれば、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうが、天才画家をダメにしたと報ほう道どうされる可か能のう性せいが高い。そんな情報が出回れば、教育機関としては致ち命めい的てきなダメージを負うことになるだろう。当然、理事会を組そ織しきする連中の責せき任にん問もん題だいにも発はつ展てんする。だから、椎名に悪あく影えい響きようを及およぼしたとされるさくら荘を取り壊すことに決めた。このことが、世間に露ろ見けんする前に……といったところか」

　心底くだらないといった様子で、龍之介がため息を吐ついた。

「表向きの理由を建物の老朽化としたのは、事じ態たいを穏おん便びんに処しよ理りするためだろうな。椎名のことを持ち出せば、今回の件が自らの保ほ身しんを考えての決定であることを周囲に悟さとられる。バカな連中だ。余よ計けいな工作をする前に、サーバーのセキュリティを強化すればいいものを。とことん救いようがない」

「ちょっと、待てよ。椎名が漫画家になったのとさくら荘は関係ないんだぞ！」

　そもそも、ましろは漫画家になるために、イギリスからやってきたのだ。順番がまるで違ちがう。

「神かん田だの言い分が真実だとしても、この際さい、真実など関係ない。理事会の連中がどう考えたかが話の焦しよう点てんになる」

「俺おれがちゃんと校長に説明してくる！」

　空太が立ち上がるよりも早く、龍之介の制せい止しの声を発した。

「やめておけ」

「なんでだよ！」

「僕が校長なら、突とつ然ぜん怒ど鳴なり込んできて、椎名のことを語り出した神田にこう質しつ問もんするからだ。『その理由を君はどこで知ったんだ』と」

「……」

「まさか、『学校のサーバーをハッキングして、理事会の議事録を閲えつ覧らんしました』と答えるつもりではないだろうな」

「そんなことを言ったら、余計に立場が悪くなるよ」

　心配そうな顔で七なな海みが空太をなだめてきた。

「……わかってる」

　奥おく歯ばを噛かみ締しめて、駆かけ出そうとする気持ちをぐっと堪こらえる。

　昨日、校長を説得しに行くと意気込んでいた美み咲さきのことも仁じんが止めたのだ。今は余よ計けいな問題を起こすなと言って……。今回ばかりは正せい攻こう法ほうで攻せめようとも話し合って決めた。それが署しよ名めいを集めること。

「それに、神かん田だが出て行くまでもなく、椎しい名なが漫まん画が家かをしていることと、さくら荘そうの存そん在ざいに因いん果が関かん係けいがないことは、千せん石ごく先生が理事会に説せつ明めい済ずみのはずだ」

　なおも、龍りゆう之の介すけは冷静だ。

「悔くやしいけど、赤あか坂さか君の言う通りだと思う。この議事録を見て思ったけど、取り壊こわしの決定が、この時期になったのも、先生が理事会を説得しようとしていてくれたからなんじゃないのかな。去年の十一月の終わりから、理事会の議事録にさくら荘のことが載のってるし」

　その日付は、ましろが少しよう女じよ漫まん画が誌しで連れん載さいを開始した時期と重なっている。偶ぐう然ぜんではないだろう。

　色々と辻つじ褄つまも合ってくる。千ち尋ひろが隠かくし事をしている風だったのも納なつ得とくだ。取り壊しの理由がましろにあるから、千尋は黙もく秘ひを貫つらぬいたのだ。

「けど、こんなのおかしいだろ！」

「世の中におかしいことなどいくらでもある。自分の考えが絶ぜつ対たいに正しいと信じて疑うたがわないバカが、この世の中には溢あふれているからな。そして、そういう連中に限かぎって、物事の決けつ定てい権けんを握にぎっているものだ」

「赤坂はなんでそんな冷静でいられるんだよ！」

「冷静でいなければ正しい判はん断だんはできない。それに、少しは喜んだらどうだ？」

「この状じよう況きようのどこに喜ぶ要よう素そがある！」

「理事会の本音は判明した。それを逆さか手てに取れば、さくら荘を存続させる方法はおのずと導みちびき出される」

「……」

　龍之介に言われるまでもなく、空太も気づいていた。さくら荘を残す方法は確たしかにひとつある。理事会の議事録を見た瞬しゆん間かんに、沸ふつ騰とうした頭の中に、その手しゆ段だんは浮うかんでいた。ましろが理由なのだから……。

「黙だまるということは、神田もポニーテールも気づいているようだな」

「そんなのダメに決まってるでしょ！」

　先に七なな海みが感かん情じようで反はん論ろんした。でも、龍之介は表情ひとつ変えない。ただ、淡たん々たんと、空太の頭にも浮かんでいたひとつの方法を口にした。

「わざわざ署名を集めなくても、椎名がさくら荘を出て行けば解かい決けつするぞ」

「黙れよ！」

　瞬しゆん間かん的てきに感かん情じようが熱く煮にえたぎっていた。

「理事会の連中は、椎しい名なの才さい能のうが彼かれらにとっての『正しい形』で発はつ揮きされることを願っている。さくら荘そうがその妨さまたげになっていると勘かん違ちがいしているだけだ。むしろ、好都合だろう」

「黙だまれって言ってるだろ！」

　無む意い識しきに伸のびた両手が、龍りゆう之の介すけの胸むな倉ぐらを掴つかむ。

「ちょっと、神かん田だ君」

　周囲がざわつき、注目が集まっている。クラスメイトたちの視し線せんが痛いたい。

「神田が椎名に言いにくいなら僕ぼくが言ってやる」

「絶ぜつ対たいに言うな！」

「理り解かいに苦しむな。目の前にひとつ確かく実じつな方法があるのに、なぜ、それを放ほう棄きする。昨日も言ったが、神田は他にやるべきことがあるはずだ。問題がひとつ片付けば、その分だけタイトル審しん査さ会かいに向けた準じゆん備びに時間を費やせる」

「赤あか坂さかこそ、なんでそんな風に考えられるんだよ」

「最も確実な選せん択たく肢しだ」

「それじゃあ、意味がないだろ！」

「意味ならある。さくら荘が存そん続ぞくする。神田も問題から解放される。十分じゃないか。これ以上、お前は何を望む気だ」

「そこにいるはずの人間がいなくなって、それのどこがさくら荘なんだよ！」

「……」

　龍之介は憐あわれみの目をしていた。

「俺おれは誰だれひとり欠けてほしくないんだよ。椎名も、青あお山やまも、美み咲さき先せん輩ぱいも、仁じんさんも、千ち尋ひろ先生も……もちろん、赤坂にだってさくら荘にいてほしいんだ。大事な仲間だから」

　龍之介の目が少しだけ驚おどろいたように見えた。気のせいかもしれない。

「なら聞くが……」

　わずかに龍之介が言いよどむ。

「なんだよ」

「神田の言う大事な仲間とは、建物ひとつが取り壊こわされただけで失われてしまうような脆ぜい弱じやくなものなのか」

「違ちがう」

「そんな上うわっ面つらの関かん係けい性せいなら、どの道すぐになくなるぞ」

「違うって言ってるだろ」

「違うと言うなら、さくら荘がなくなろうが、誰がさくら荘を出て行こうが関係ないはずだ。誰がどこに移うつり住もうと問題などないはずだ」

「……」

「なにより、当事者に真実を告げないことが、神かん田だの言う『仲間』とやらに相応ふさわしい選せん択たくだとは論ろん理り的てきに考えても思えない」

　隙すきのない反論に、空そら太たは言葉に詰つまった。理り屈くつで話をしていたら、龍りゆう之の介すけには絶ぜつ対たいに勝てない。わかっているけど、気がつくと、龍之介のペースで話をしてしまっている。

　胸むな倉ぐらを掴つかんでいた手から力が抜ぬけて、だらりと垂たれ下がった。

「それに、さくら荘そうを守れたとしても、来年度はやはり半数がいなくなるんだぞ」

「そりゃあ、美み咲さき先せん輩ぱいと仁じんさんは卒業するから仕方がない……」

　でも、あとひとりは誰だれだ。龍之介のことだから、三分の二を半数と表ひよう現げんすることは考えられない。

「まさか、赤あか坂さか君は出て行く気なの？」

　七なな海みの問いかけに、龍之介は、

「はあ」

　と深い落らく胆たんのため息を吐ついた。

「ここにもバカがいたか」

「なっ！　なんですって！」

「いなくなるのはお前だ。ポニーテール」

「え？」

「え!?」

　空太と七海が同時に驚おどろきの声を上げた。

「オーディションに合ごう格かくしていれば、お前は晴れて声せい優ゆう事じ務む所しよの所しよ属ぞくとなるはずだな」

「そうよ」

「だったら、来年度は今年度とは違ちがい、養成所のレッスン料の分だけ、経けい済ざい的てきな負ふ担たんが軽けい減げんされることになる。いきなり声の仕事で生計を立てることは難むずかしいだろうが、バイトだけでも十分生活費を賄まかなえるようになるはずだ」

「……」

「となれば、学校側もポニーテールをさくら荘に置いておく理由を失う。つまり、一いつ般ぱん寮りようへの復ふつ帰きを許ゆるされる」

「……」

　何かに耐たえるように七海が下した唇くちびるを噛かんでいる。龍之介の言葉を理り解かいした証しよう拠こだ。

　逆ぎやくに……この可か能のう性せいは考えたくないけど、七海がオーディションに落選した場合も、さくら荘には残らないのかもしれないと空太は思った。

　落選した場合、大阪に戻もどってくるようにと七海は父親から言われているのだ。もちろん、大阪に帰るとなれば、さくら荘にはいられない。

　落選した上で、スイコーに残ることを七海が選べば、あるいはさくら荘に住み続けられるかもしれないけど、そんな未来は想そう像ぞうだってしたくなかった。オーディションには受かっていてほしい。それ以外は考えたくない。でも、受かっていたら、七なな海みがさくら荘そうにいる理由は確たしかになくなる。

「勘かん違ちがいをするなよ、ポニーテール。さくら荘は自らの意思で住み続ける場所ではない。問題児が島流しにされる場所だ。問題がなければ、当然いられなくなる」

「……」

「気づいていなかったのなら、それを加味した上で、今後どうするのかを考えるんだな。中ちゆう途と半はん端ぱをやったところで、どうせバラバラになる。だったら、全員揃そろって一いつ般ぱん寮りように引っ越こすことが、最前の選せん択たくにもなりうるだろう。違ちがうか？」

「……」

　返す言葉がないのは、龍りゆう之の介すけの言う通りだからだ。

「さくら荘の取り壊こわし、三年生の卒業、ポニーテールの離り脱だつ。残された時間は短い。その貴き重ちような時間を署しよ名めい活かつ動どうなどという無む駄だなことに費やすくらいなら、月つき並なみな言い方になるが、思い出作りにでも専せん念ねんした方が、神かん田だたちにとって有ゆう益えきだと僕ぼくは思うぞ」

　頭の中はぐちゃぐちゃだった。さくら荘の取り壊しのことだけでもパンク寸すん前ぜんになっているのに、来年度は七海がいなくなるなんて言われたら、何を守ろうとしているのかがわからなくなってしまう。なにより、単たん純じゆんにショックだった。

「さっき言った通り、さくら荘を存そん続ぞくさせる手しゆ段だんはある」

　念を押おすように龍之介が声に出す。

「それは言うな！」

「椎しい名なが出て行くことを条じよう件けんにすれば、理事会の説得も可か能のうなはずだ」

「言うなって言ってるだろ！」

「神田がどれだけ否ひ定ていしようが、さくら荘を取り壊す原げん因いんが、椎名にある事実は揺ゆらがない。これだけは変えようがないんだ」

　わかっている。それはわかっているけど、納なつ得とくなんてできるはずがない。大人の理り屈くつだ。大人の身勝手にしか思えない。ましろの才さい能のうはましろだけのものなのに。ましろの努力はましろだけのものなのだ。それらを集めた情じよう熱ねつを、ましろが漫まん画がに注ぎ込こむこともまた、ましろ個人の選せん択たくであって、ましろにだけ許ゆるされた権けん利りだ。誰だれかの都合で、それこそ誰かの保身のためなんかで捻ねじ曲げられていい問題じゃない。

　今日までましろが積み上げてきたものは、ましろのことをよく知りもしない連中が、自分勝手な感情で関わっていい次元のものじゃない。打算など入り込む余よ地ちはないのだ。ましろという存そん在ざいには。

　空太にとっては、もう当たり前になっていることを、わかっていない連中がいる。それが、たまらなくやりきれない気持ちにさせる。なんで、そんなこともわからないのかと憤いきどおりを覚えずにはいられない。

「あっ」

　一いつ瞬しゆん、廊ろう下かの方に視し線せんを送っていた七なな海みが何かに気づいた。

「ましろ」

　その名前に、空そら太たもドア口に目を向けた。

　ドア口に立っていたましろが、音もなく教室に入ってくる。

「お前……今の話、聞いてたのか」

　かすれた声をなんとか搾しぼり出した。

「空太」

　名前を呼よばれた瞬しゆん間かん、緊きん張ちようが走った。一体、ましろは今の話を聞いて、どう思ったのだろう。何を感じたのだろう。

　第一声を前に、痛いたいほどに心しん臓ぞうが脈打つ。なのに、不思議と視し線せんは逸そらせなかった。逃にげられなかった。見えない力が空太をましろに縛しばり付けていく。

「空太、ノート」

「え？」

　まったく予期していなかった発言に、空太は文字通り戸と惑まどった。

「ノート」

　一体、何を言っているのだろう。

　そう思った矢先、ましろの後ろにひとりの女子生徒の姿すがたがあることに気づいた。明らかに小こ柄がら。ましろより、頭半分は小さい。長い髪かみをおさげ風に後ろで二本に分けてゴムで留とめている。目が合うと、どこか人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべて、お辞じ儀ぎをしてきた。

「こちらは、どちら様だ？」

「志し穂ほよ」

「お前、その全人類をファーストネームで呼び捨すてにする癖くせは、なんとかならないのか？　突とつ然ぜんすぎて志穂さんもびっくりしているぞ」

「そんなことはないわ」

「いやいや、あるだろ。彼女をよく見てみろ！」

　志穂と呼ばれた女子生徒は口を「え」の形にして固まっている。
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「とにかく、適てき切せつな距きよ離り感かんを持って敬けい称しようはつけろよ……『さん』とか、『ちゃん』とか、『君』とかあるだろ？　知ってるか？」

「バカにしないで。つける相手もいる」

「ほう、それは一体誰だれだ？」

　聞いたことがない。

「トムヤムクンよ」

「スープじゃねえか！」

　その間、取り残されていた志し穂ほと呼よばれた少女は、ぽかんとした顔で、空そら太たとましろを見ていた。

　でも、すぐに肩かたを震ふるわせて笑い出す。必死に我が慢まんしようとしているようだが、上う手まくはいっていない。

「椎しい名なさんって、冗じよう談だんとか言う人だったんだ」

　冗談ではなく、今のは本気なのだが……説明するのは大変そうなので、空太は曖あい昧まいに笑ってごまかすことにした。

　なのに、ましろときたら、

「冗談ではないわ」

　と真顔で、志穂に迫せまっている。それも冗談だと受け取ってくれたのか、志穂はより大きな笑い声をあげた。

「てか、椎名、何か用があってきたんだろ？」

　本題を思い出したましろが空太に向き直る。

「名前、書いてくれるって」

「は？」

　今度は驚おどろきを含ふくんだ疑ぎ問もんの声になった。

「名前、ノートに」

「あ、ああ」

　ようやく、署しよ名めい用ようのノートのことだと理り解かいした。

　鞄かばんから出して机つくえの上に広げる。

「ここに、学年と名前」

　指し示じした通り、志し穂ほは『深ふか谷や志穂』とフルネームを書き、美び術じゆつ科かの二年と丸っこい字で記しるした。ようやく四人目。

「これでいい？」

「うん、ありがとう……でも、なんで？」

「椎しい名なさんに頼たのまれちゃって。教室に入ってくるなりいきなりだったからびっくりしちゃったけど。『みんな、書いて』って」

「そうか。てか、お前、ちゃんと説明したのか？」

「した」

「本当か？」

「したわ」

　意見を求めるように、空そら太たは深谷志穂に視し線せんを向けた。すると、少し困こまったような顔で、

「最初は『何を!?』って思ったけどね」

　と白はく状じようしてくれた。

「でも、あとで事じ情じようはちゃんと聞いたから大だい丈じよう夫ぶ。理解するのに、だいぶ時間はかかったけど」

　それは容よう易いに想そう像ぞうできる。ましろは説明が下へ手たそうだ。いや、下手だ。しかも、本人は伝えたつもりでいるから性た質ちが悪い。

「では、私はこれで。署名活動がんばってね」

　志穂は笑顔で敬けい礼れいのポーズを取ると、小走りで教室から出て行った。

「あと、どれくらい？」

「ん？」

「あと、何人集めればいいの？」

「……たくさんだ。このノートが全部埋うまるくらい」

　殆ほとんど真っ白のノートを、ましろがぱらぱらとめくる。

「わかった」

　先は長い。今はまだ永えい遠えんにも思えるほどの長さだ。

「もっと、お願いしてくる」

　そう言って、ましろが教室を出て行こうとする。

　その背せ中なかを空太は反はん射しや的てきに呼よび止めた。

「椎名」

「なに？」

　振ふり向いたましろが小さく首を傾かしげている。

「いや……」

　話しておきたいことはある。理事会がさくら荘そうの取り壊こわしを決めた本当の理由のこと。さっき、ましろは耳にしたはずだ。けど、いざ、ましろの透すき通った瞳ひとみに見つめられると、言葉に詰つまった。

「空そら太た？」

　今、話をしておいた方がいい。絶ぜつ対たいにその方がいい。このタイミングを逃のがしたら、きっとましろを腫はれ物のように扱あつかうことになる。わだかまりを溜ため込こんで、しだいにましろと目を合わせられなくなる。

　そう思った空太は、覚かく悟ごを決めて口を開いた。

「お前、さっきの話、聞いてたよな？」

「空太がおねしょをした話？」

「そんな話をいつした！」

「家の中に雨が降ふったと言って、ごまかそうとした」

「なんで、俺おれの幼よう稚ち園えん時じ代だいの恥はずかしいエピソードを知ってるんだよ！」

「明あき子こに聞いたわ」

「人の母親を呼び捨すてにするのはやめてもらおうか！　てか、うちの親もなんてことを話してくれてるんだよ！」

　すぐ隣となりでは、七なな海みが苦笑いをしている。どうやら、福岡の実家に帰省した際さいに、ふたり揃そろって母親から話を聞いていたようだ。空太の知らないところで……。

「そうじゃなくて……」

　続きを口にするのが後ろめたくて、空太は一度ましろから視し線せんを逸そらした。

「さくら荘がなくなるほんとの理由のことだよ」

　それでも、最後まではっきりと音にした。

「聞いたわ」

　それにしては、落ち着いているように見える。

「お前、平気なのか？」

「なにが？」

　気にしていないんだろうか。ましろだったら、それでも不思議には思わない。

「……」

　いや、本当にそうだろうか。

　違ちがう気がした。気にしてないなんてことはない。きっと、そんなことはない。あるはずがない。今さっき、署しよ名めいをしてもらうために、クラスメイトを説得してここまで連れてきたのだ。さくら荘そうのため……。

　ましろだってさくら荘のことを大切に思っている。それが、顔や態たい度どには出ないからわかりにくいけど、気にしてないとか、そんなわけはないんだ。ましろだって、同じ人間。高校二年生の女の子に過すぎない。思い悩なやむこともある。考え込こんで苦しんでいるときもある。四月から一いつ緒しよにいて、いつも側でちゃんと見てきた。だから、大だい丈じよう夫ぶだなんて思ったらいけない。勝手に、ましろはみんなとは違ちがうと決めつけて、バカみたいな失敗をするのはもうたくさんだ。

「椎しい名なは、さくら荘にいていいんだからな」

「空太……」

「大丈夫だからな」

「……うん」

　ましろが真っ直ぐに見つめ返してきた。

「絶ぜつ対たいに署しよ名めいは集めてやる。さくら荘を取り壊こわしになんてさせない。俺おれがさせない」

「うん、署名は絶ぜつ対たいに集めようね」

　七なな海みがましろの手を取る。

「空太、七海」

　理由や原げん因いんに囚とらわれていても仕方がない。今やるべきことは考えることじゃない。悩むことでもない。クラスメイトを連れてきたましろが教えてくれた。

　署名を集める。とにかく集める。ひとりずつ説得してでも集める。

　さくら荘に住む全員が、今日の日のことを後こう悔かいしないように、さくら荘を守ることが今は一番大事なのだから。

　ゆっくりと空太は教室の中を見み渡わたした。先ほどから注目を集めていたから、何人かのクラスメイトと目が合った。すぐに逸そらされてしまう。自然と苦笑いが出た。けど、卑ひ屈くつになっている場合じゃない。

　やることはただひとつ。

「みんなに頼たのみがある」

　今はそのひとつをやるしかない。全校生徒の三分の二は、果てしなく遠い道のりに思えるけど、一歩ずつ前に進まなければ、ゴールにはたどり着けないのだから。

「力を貸かしてほしいんだ」




　　　　３




　署名活動を開始してからの一週間は、ほんとあっという間に過すぎた。

　毎日のように、登校時間、休み時間、下校時間を狙ねらって活動し、夜はさくら荘のダイニングで経けい過か報ほう告こくと反省会、そして、明日の作戦を立ててまた活動……というサイクルに忙ぼう殺さつされていたせいだ。充じゆう実じつしていた分、時の流れを早く感じた。

　月曜から土曜までの期間で集まった署しよ名めいは、ようやく百人を突とつ破ぱした程てい度ど。全校生徒の三分の二という数字を達成するためには、今の七倍近い署名が必要だった。

　今日は二月二十七日。明日で今月も終わる二月最後の日曜日。

　三月八日の卒業式をタイムリミットとすれば、実じつ際さいに活動できる期間はあと一週間程度しかない。

　時間は全然足りなかった。

　これでも、結けつ構こう集めた方なのだ。昇しよう降こう口ぐちで声を張はっているだけではダメだと思った活動二日目からは、空そら太た、七なな海み、ましろ、美み咲さき、仁じんの五人で分ぶん担たんして、各クラスを回るということもやった。放送部にお願いして昼の放送で署名活動のことを取り上げてもらったり、新聞部に取材をしてもらったりもした。その辺の効こう果かは実際にあったけど、決定打には結びついていない。

　さすがに空太は焦あせりを感じはじめていた。

「前にも話しましたが、三月七日に決まったタイトル審しん査さ会かいは社内会議ですので、残念ながら神かん田だ君が直ちよく接せつ参さん加かしてプレゼン……というわけにはいきません」

「……」

　思いつく限かぎりの手は打ってきた。

「なので、当日のプレゼンは僕ぼくに任まかせてもらうことになるわけですけど……」

「……」

　けど、まだまだ足りていない。

「神田君」

「……」

　どうすれば、署名を一気に増ふやせるんだろうか。

「神田君？」

「え？　あ、な、なんでしょうか」

　顔を上げると、眉まゆ根ねを寄よせた藤ふじ沢さわ和かず希きが待っていた。

「今日は、心ここにあらずといった様子ですね」

「い、いえ、大だい丈じよう夫ぶです。すいません」

　この日、空太はタイトル審査会を一週間後に控ひかえ、和希との打ち合わせに臨のぞんでいた。

「何か心配事でもありますか？　タイトル審査会以外に」

「それは……」

　口くち籠ごもった空太を見るなり、和希はすっと椅い子すから立ち上がった。

「少し休きゆう憩けいにしましょう」

「え、いや、でも……」

　打ち合わせをはじめて、まだ十分も経けい過かしていない。

「いい仕事をするには、リフレッシュも必要ですよ」

「……すいません」

　穏おだやかにそう言われては、謝あやまるしかなかった。

「それで、なにかありましたか？」

「藤ふじ沢さわさんに話すようなことじゃないんですけど……いいですか？」

「はい」

「実は……」

　言葉を選びながら、空そら太たは和かず希きにさくら荘そうの置かれた状じよう況きようを、順を追って話した。いきなり取り壊こわしが決まったこと。決定を覆くつがすために署しよ名めい活かつ動どうをしていること。だけど、全然集まっていないこと。それと、取り壊しの理由が、寮りよう生せいのひとりである、ましろにあるということも……。

「なるほど、それは一大事ですね。集中していないのも頷うなずけます」

「すいません」

「でも、そうですね。でしたら、タイトル審しん査さ会かいの準じゆん備びなどやめて、今すぐ帰りますか？　大切なさくら荘のために」

「え!?」

「僕ぼくはそれでも構かまいませんよ」

　どこまで本気かわからない。けど、そんなことは関係がなかった。

「……それは！」

　帰るなんてできるわけがないのだ。さくら荘のことは大事だけど、せっかくのチャンスを自ら棒ぼうに振ふるなんて絶ぜつ対たいにできない。何度も企き画かくをエントリーして、落選の通知が来るたびに胸むねが軋きしんで……それでも、諦あきらめずに続けてようやく掴つかみ取ったチャンス。その価か値ちは、空太自身が一番よくわかっている。

　大事なのだ。タイトル審査会も。絶ぜつ対たいに通つう過かしようと決めていた。

　矛む盾じゆんしているとは思う。今は、どっちも大事なんて言っていられる場合じゃない。タイトル審査会の合ごう否ひは、自分の人生にきっと大きな影えい響きようを与あたえる大だい事じ件けんだ。でも、だからと言って、龍りゆう之の介すけが言っていたように、自分の目標のためにさくら荘のことは諦あきらめて、タイトル審査会を選ぶなんてこともできない。さくら荘を諦めようと思うと、体が引き裂さかれそうになる。

　その逆も、同じだ。さくら荘のことだけを考えて、タイトル審査会の準備を疎おろそかにしている場合じゃない。和希にだって休日返上で付き合ってもらっているし、そもそも、この機会を得るまでに、さくら荘のみんなから色々と助けてもらってもいるのだ。

　でも、だったら、どうしろと言うのだろうか。

「少し意地悪な言い方でしたね」

　苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべる空太の前で、和希はふっと表情から力を抜ぬいた。

「だけど、今ので神かん田だ君はわかったんじゃありませんか？」

「……わかったって、なにがですか？」

　全然わからない。暗くら闇やみの中だ。息苦しくて、体ががんじがらめになっている。

「あれもこれもやらなきゃいけない状じよう況きように置かれたとき、人は誰だれだって何もかもを投げ出して、考えることから、悩なやむことから逃にげ出したくなりますよね」

「……はい」

「けれど、そこで目の前の問題から目を背そむけ、本当に逃げ出してしまっては、何の解かい決けつにもなりません。その一いつ瞬しゆんだけは、気持ちが楽になるのだとしても……結局、あとで後こう悔かいが待っていますからね」

「はい」

「誰の人生においても、必ず訪おとずれるものなのだと思いますよ。すっきりしない気持ちや焦あせりを抱かかえたままでも、山積する問題をひとつずつやり遂とげていくしかない時期というのは。しかも、困こまったことに、自分にとって大事だったり、大切だったりすることに限かぎって、幾いくつも重なって襲おそってくるんですよね。運命と言うのは、実に意地が悪いものです」

　何か思い出しているのか、和かず希きは苦笑いを浮かべていた。

「僕ぼくも経けい験けんがあります。よく覚えているのは、学生時代のときのことですけど……僕には好きな人がいましてね」

　たぶん、それは千ち尋ひろのことを言っているんだろう。

　視し線せんを外した和希は、窓の外に広がるオフィス街を瞳ひとみに映うつしている。

「大学の卒業を間近に控ひかえ、僕は今の会社の立ち上げに奔ほん走そうしていました。目標が現げん実じつになる目前だったので、毎日興こう奮ふんしていました。忙いそがしかったですが、それ以上に充じゆう実じつして楽しい日々でした」

「……」

「それと同じ頃ころ、僕の好きになった人は、自分の目標のことで悩んでいました。絵の道にこだわるべきか、それとも美び術じゆつの教きよう師しになるのか……」

「……」

「相談もされたんですよね。だけど、僕には彼かの女じよのことを一いつ緒しよに考えてあげられる余よ裕ゆうはありませんでした」

「悩まなかったんですか？」

　それに、和希は曖あい昧まいに笑うだけだった。

「あの当時の僕は、一番大事なものを選んで、他のものを捨すてられる人間こそが、大人おとななんだと思い込んでいました。自らの夢ゆめにそれだけの価か値ちがあるとも思っていた」

「違ちがうんですか？」

「否ひ定ていはしません。その選せん択たくのおかげで、僕は今、それなりに自分がやりたい仕事をやらせてもらえていますからね。実じつ際さい、物事を単たん純じゆん化かして０か１かで考えることが必要なときもあります。そういう割わり切った決けつ断だんこそが、評ひよう価かされる瞬しゆん間かんもあるでしょう。でも、それが大人おとなかというと、今は違ちがうかなと思います」

「なら、藤ふじ沢さわさんは、今はどんな人が大人だと思うんですか？」

「僕ぼくが目指しているのは、どんなことにも柔じゆう軟なんでいられる人間、ですかね」

「柔軟、ですか」

「何か尖とがったものや硬かたいものにぶつかっても、やんわりと受け止めて、跳はね返せてしまうような柔軟さです。硬いもの同士でぶつかると、お互たがいに壊こわれてしまうけど、僕がやわらかくいれば、自分も周囲も傷きずつけずにいられるんじゃないかと今は思っています。そうありたいと努めています。まあ、クリエイターとしては、いつまでも尖っていたいですけど」

　そう言って、わざとらしく和かず希きが笑う。どこか子供っぽさを残した印象的な笑顔だった。

「藤沢さんは、すごく物もの腰ごしも柔やわらかいですし、柔軟だと思います」

「そう言ってもらえると、この十年で少しはまともな人間になれたのかもしれませんね」

「……」

「僕が思うに、一番よくないのは、心を決めないでいることですよ」

「心を……」

「どれかひとつを選ぶのもいいでしょう。両立を目指すのもいいと思います。どちらでもいいんですよ。自分はどうしたいのか、どうするべきなのかをきちんと考えて、覚かく悟ごを持って下した結論であれば」

「覚悟、ですか……」

「ええ。そして、もうひとつ大切なのは、決めたら迷まよわないこと。逆に、一番よくないのは、何も決められないうちに、ただ流されて結果にたどり着いてしまうことです。たとえ、運よく満足の行く結果が出たとしても、なにひとつとして自分の経けい験けん値ちとしては蓄ちく積せきされていきませんし、ダメな結果が出たときは、ほんとに後こう悔かいしますよ」

　こんなにも和希の言葉が心に染しみ込こんでくるのは、全部が実体験に基もとづいているからなんだろうか。

「ただ、勘かん違ちがいはしないでくださいね。悩なやむなと言っているんじゃありませんよ？　むしろ、許ゆるされた時間の範はん囲い内ないでは、いっぱい悩んだ方がいいと思います。大切なことです。苦しくても悩むべきです。悩まずに成長する人はいないでしょうし、逃にげれば逃げるほど、怖こわくなるものですからね」

　にっこり笑った和希が、コーヒーを口につける。苦かったのか顔を顰しかめている。

「俺おれ、決めました」

　和希が結けつ論ろんを目で促うながしてくる。

「今は、タイトル審しん査さ会かいの打ち合わせに集中します。だから、続き、お願いします」

「では、ここからが本番ですね」

　頷うなずいた和希の表ひよう情じようが、仕事モードに切り替かわる。




　午後三時にスタートした和希との打ち合わせは、夜の七時まで続いた。

　企き画かく内ない容ようはなんとか整ったが、コスト削さく減げんのために、いくつか仕様を削けずったので、その分を補おぎなうアイディアが必要だった。とは言え、これ以上疲つかれた脳のうで話し合いを続けても、成果は薄うすいと和希に言われ、いくつかの補ほ強きようすべき点は残り一週間の宿題とすることになった。

　その後、空そら太たは和希に夕飯をおごってもらい、九時過すぎになって芸大前駅に帰ってきた。

　さすがに長時間の打ち合わせは疲れる。脳の疲労は、確かく実じつに体にも響ひびいていた。夕飯を食べずにいたら、今いま頃ごろへとへとだったかもしれない。

　電車のドアが開くのを待って、前に立っていたスーツ姿すがたの男性に続いて、空太はホームに降おりた。

　改札に向けて歩き出す。

　すると、ひとつ前の車両から、よく知った人物が出てきた。頭の後ろには、立りつ派ぱな尻尾しつぽをぶら下げている。

「青あお山やま」

　背せ中なかに声をかけると、七なな海みは少し肩かたをびくつかせてから、長いポニーテールを揺ゆらして振ふり返る。空太と目が合うと、驚おどろいた表情が一いつ瞬しゆんで緩ゆるんだ。

「なんだ、神かん田だ君か」

「俺おれでは不満ですか」

　それは無む視しして、七海が続ける。

「神田君も、今、帰りだったんだ」

「ああ」

「同じ電車だったんだね」

　空太が追いつくと、ふたり並ならんで歩き出す。

　でも、どうしたことか、何かに気づいた七海がわずかに距きよ離りを取った。

「俺、青山に嫌きらわれるようなことした？」

「……私、レッスンで汗あせかいたし」

　どこかふてくされたような言い方だ。

「別に気にしないけど……」

　そう言いながらも少しは意い識しきしてしまう。七海の方から、柑かん橘きつ系けいのさわやかな香かおりがしている。

「いい匂においならするな」

「なっ、なにゆーてんの!?」

「なんか、甘あま酸ずっぱくて、美う味まそう」

　すると、ますます七なな海みは遠ざかる。というか、走って逃にげ出した。

「なっ、ちょっと、待て！」

「来るな、変へん態たい！」

　酷ひどい言われようだ。

　距きよ離りを置いたままで七海、空そら太たの順に改札を抜ぬける。

　商店街まで来ると、さすがに走って逃げるのはやめてくれたけど、七海は三メートルの距離を詰つめさせてくれない。

　妙みような距離感のまま、本日の営業をすでに終え、薄うす明あかりの街灯しかない寂さびしい赤レンガ通りの商店街をふたりで歩いていく。夜の空には丸い月。やさしい光を降ふらせていた。

「あのさ……落ち着かないんで、並ならんで歩いてもいいですか？」

「もうおかしなこと言わへん？」

「言わへん」

「だったら、いいけど」

　しぶしぶといった様子で、標ひよう準じゆん語ごに戻もどった七海が近づいてくる。

「養成所のレッスン、今日で終わったんだよな？」

「うん、今日でおしまい」

「二年か」

「うん」

　その長さを噛かみ締しめるような深い相あい槌づちだった。

「二年か」

「なんで、二度言うのよ」

「いや、長いなあと思って」

「うん、長かったかな」

「養成所って二年で終わりなんだよな？」

「そうだよ」

　その辺のシステムは前に聞いたことがある。事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるかを決めるオーディションに合ごう格かくしても、不合格だとしても、全員揃そろって二年間で卒業という扱あつかいになるんだと。

　だから、事務所に所属できなかったからといって、もう一年間養成所に残り、また来年のオーディションに挑ちよう戦せんするなんて選せん択たく肢しはないらしい。

「なんか、きっぱりしてるよな。事務所に所属できるまで、本人の意思で何年でも養成所に残らせてくれたらいいのに」

「そうだね。前は私もそう思ってた」

「今は違ちがうのか？」

「違ちがわないけど……どうして、二年で終わりなのかは、最近わかる気がする」

　少し考えてみる。

「期き限げんがあった方が、本気で打ち込こめるから……とか？」

「それもあるかな。でも、そんな理由がなくても真しん剣けんに打ち込める人ばかりだよ。養成所に集まる人は」

「まあ、そりゃそうか。じゃあ、なんで？」

「諦あきらめる切っ掛かけなんだと思う」

　意外なことを、七なな海みはなんでもない風に言ってのけた。

　驚おどきを隠かくせなかった空そら太たは、口をぽかんと開けてしまう。

「毎年、養成所の定員は六十人いて、そのうち、二年後に事じ務む所しよに所しよ属ぞくできるのは、二、三人だけ。その選ばれた二、三人だって、声の仕事を長く続けられる保ほ証しようはない。人にん気き声せい優ゆうになれるのは一ひと握にぎりだし、その一握りも、一時的な人気で終わってしまうことが殆ほとんどだと思う」

「そう言われるとほんと厳きびしいな」

　養成所から事務所に上がるだけでも、倍ばい率りつは二十倍とか三十倍。しかも、事務所に所属してからがほんとのはじまりで、その後は実力で仕事を取っていかないといけない。

「夢ゆめに向かって一いつ生しよう懸けん命めいやっているときは、そういう現げん実じつは見えなくなるから。ううん、見ないようにしているのかな……」

　考えてばかりでは身動きが取れなくなってしまう。特に、ネガティブな要よう素そは、踏ふみ出そうとする一歩の邪じや魔まをするのだ。

　そこまで聞いて、空太は七海が言おうとしていることがわかった気がした。

「その現実を思い出させるために、二年間で終わりだって言うのか？」

「うん。一度立ち止まって、この先どうするのかを改めて考えてみなさいってことなんだと思うんだよね。どこかで区切らないと、ずるずると時間だけが過すぎていって、気持ちの整理ができないから」

「残ざん酷こくだな」

「でも、だからこそ意味があるんじゃないのかな。それでまた別の養成所に通って夢を追いかけるのも自由だし、少し目標を変えて劇げき団だんに入る人もいる……もちろん、やめてしまう人も。それが一番多いみたい」

「そっか」

「ダメなときに、ダメだってはっきり言うのも、やさしさなんだよね」

「まあ、見み込こみがないのに、無む責せき任にんにがんばれって言われても、うれしくないもんな」

　厳しさが思いやりになることもある。まあ、それでも、ダメだと言われるのは辛つらいけど……。

「あのさ」

「ん？」

「青あお山やまはどうして声せい優ゆうになろうと思ったんだ？」

「言ったことなかったっけ？」

「聞いてない」

「笑わないでよ？」

「そんなに面白い理由なのか？」

「その返しは、なんか意地悪で嫌きらいです」

　頬ほおを膨ふくらませて、七なな海みが抗こう議ぎしてくる。普ふ段だん、あんまり見せない表ひよう情じようは、拗すねているみたいで、なんだかかわいらしい。

「笑わないので教えてください」

　なぜだか、呆あきれたように七海がため息をひとつ落とす。

　ここで何か言うと、話が脱だつ線せんするので、空そら太たは何も言わないでおくことにした。

「小学生の頃ころって、国語の授じゆ業ぎよう中ちゆうに、ひとりずつ先生に当てられて、教科書の朗ろう読どくをしなかった？」

「したよ。俺おれ、あれ、苦手だった」

　目で文章を追いながら声に出すのが、上う手まくできなかった。どうしても、何度かつかえてしまい、すらすら読めるクラスメイトを羨うらやましく思ったものだ。

「私は、それが好きだった」

　見たことがなくても、背せ筋すじをぴんと伸のばし、教科書をぴっと前に掲かかげた幼おさない七海の姿すがたが、空太の頭の中には思い浮うかんでいた。

「四年生のときだったかな。朗読を先生に褒ほめられたの。『青山さん、ええ声やね』って。そんな風に、自分の何かを褒められたことなかったから、私、本当にうれしくて……声だけは特別なのかもしれないって、妙みように自信を持ったんだよね」

「俺なんか、何も褒ほめられたことないぞ……」

　曖あい昧まいに七海が笑う。

「それからだと思う。声の仕事に興きよう味みが出てきて、アニメ、映えい画がの吹ふき替かえ、ナレーション、ラジオのパーソナリティ、ＣＭ……色々あることがわかると、少しずつ夢む中ちゆうになってた。よく真ま似ねもしてたな。そんなときに、声優の養成所があることを知って、挑ちよう戦せんしてみようと思ったの」

　照れ隠かくしなのだろう。七海は最後に「単たん純じゆんでしょ」と付け足して、小さく笑った。

「でも、父親には反対されたわけか」

「うん。実家を出るのも反対。養成所に通うのも反対。人が勇気を出して打ち明けたのに、もう全ぜん否ひ定ていだった」

「それで、よく実家を飛び出してきたよな」

「反対されたから出てきたんだと思うよ」

「は？」

「あっさり賛さん成せいされてたら、逆ぎやくに、私はここにいなかったかもしれない。お父とうさんに『絶ぜつ対たいにダメだ』って言われたから、『絶対になってやる』、『絶対に実家を出てやる』って思えたんじゃないかな。何かをはじめるのに、そういう勢いきおいって必要でしょ？」

「なるほど、それはあるかも」

　その点、反はん骨こつ精せい神しんは大きな原動力になる。頭に来ていたらなおさらだ。理り性せい的てきじゃないときの方が、意外と体は動くのだ。

「じゃあ、それを見み越こして、青あお山やまのお父さんは反対したのかもよ」

「絶対にそれはない」

　さっきまで穏おだやかに話していた七なな海みが、きっぱりと言い切る。どこか、むっとした表ひよう情じようになっている。どうやら、まだ父親のことは許ゆるせていないようだ。

　そこで、少しの間、会話が止まった。

「……」

「……」

　しばらく歩いても、お互たがいに何も言わない。

　普ふ段だんはそんなことないのに新しい話題は出てこなかった。

　ちかちかしている街灯の下を通り抜ぬける。

　真っ直ぐ前を見て歩いている七海の横顔を見ながら、空そら太たはなんとなく七海が自分と同じことを考えていると思った。

「青山」

「なに？」

　横から上うわ目め遣づかいで七海が覗のぞき込こんでくる。

「四月からのことなんだけどさ」

「やっぱり、そのことなんだ」

「そのことだ」

「なんか、今のましろみたい」

　くすくすと七海が喉のどの奥おくで笑う。

　それから、夜空を見上げて、

「私、卒業するまで、さくら荘そうにいるものだと思ってた」

　ともらした。

　空太も、そう思い込んでいた。

「でも、赤あか坂さか君の言う通りなんだよね」

　なおも遠くを見つめる七海は、どこか晴れやかな顔をしている。

「青山、出て行く気なのか？」

　七なな海みはその質しつ問もんには答えずに、

「さくら荘そうは本来いたくている場所じゃないんだよ」

　と前に龍りゆう之の介すけが口にした言葉を持ち出してきた。

「それは、まあ、そうだけど……それは赤あか坂さかの理り屈くつだろ」

「ほんと、理屈っぽいよね、赤坂君は。いつも偉えらそうだし……でも、一方では間ま違ちがったことを言ってないから、私、苦手」

　七海が他人のことをこんな風に言うのは珍めずらしい。

　同時に、今日の七海は饒じよう舌ぜつだと、空そら太たは今さらのように感じていた。それはやっぱり、オーディションの結果待ちをしていることに関係しているのかもしれない。今日が、二年間続けていた養成所のレッスンの最終日だったことに関係しているのかもしれない。その両方だという気がした。何かの節ふし目めには、誰だれだって感かん傷しよう的てきになる。そして、普ふ段だんと違う自分を隠そうとして、普段と違う感じになってしまうのだ。

「リタさんは、赤坂君の、どこがいいんだろ」

「まさに、その理屈っぽくて、偉そうで、一方では間違ったことを言ってないところじゃないのか？」

「やっぱり、理り解かいできない……」

　小さく七海が笑っている。

「けど、少しは感かん謝しやもしないとね」

「赤坂に？」

　七海が頷うなずく。

「自分で選ぶことが大切だってことを、思い出させてくれた。誰だれかに強要されるんじゃなくて、どうするべきかは自分で決めないとダメなんだって」

「そうだな」

　今日、和かず希きともそんな話をした。許ゆるされた時間の中で、悩なやんで、考えて、納なつ得とくして答えを出す。それが大切なのだと教えられた。

「だから、考えようと思う」

　それは空太の聞きたかった言葉ではない。けど、はっきりしたこともある。七海は、龍之介の言葉をバカバカしいと言って笑い飛ばすのではなく、きちんと自分のこととして受け止めている。それはつまり、さくら荘に残るのか、出て行くのか、どちらの可か能のう性せいもあるということだ。

　なら、空太が口を出すことではない。考えるのは七海だ。悩むのは七海だ。決めるのは七海なのだ。

「なんにせよ、まずはさくら荘を守らないとな」

　そうでなければ、七海が悩む理由がなくなってしまう。せっかく、向き合うことを七海は決めているのに。

「そうだね。……ましろのためにも」

「ん？」

「なんで、不思議そうな顔をするかな」

「いや、別に」

「そりゃあ、神かん田だ君は『ましろ当番』だけど、私だってましろのこと心配してるんだよ？」

「わかってるよ、そんなの」

　事じ情じようを知っている美み咲さきや仁じんだって、気持ちは同じはず。

「私が同じ立場だったら、絶ぜつ対たいに平気じゃいられないと思う。さくら荘そうがなくなるのは自分のせいだって、考え込こんで押おし潰つぶされそうになるよ」

「ああ」

「もし、本当にさくら荘がなくなることになったら、どうなるかもわからない。長い間、ずっと引きずるかもしれない。それこそ、さくら荘のみんなと一いつ緒しよにいられなくなると思う。罪ざい悪あく感かんが邪じや魔まをして、みんなと顔を合わせられなくなっちゃうだろうし……」

「そんな風にはさせない」

「うん。あんなに楽しかった日々が、それひとつで嫌いやな思い出になるなんて耐たえられないもんね」

「ああ」

　そんな話をしているうちに、さくら荘に続く緩ゆるやかな坂に差し掛かかった。一歩ずつさくら荘に近づいていく。

　今年になって建けん築ちく作さ業ぎようがはじまった隣となりの敷しき地ちの家は、一ヵ月ほど前に基き礎そ工こう事じが終わり、現げん在ざいは骨ほね組ぐみに屋根もついて、建物の形になってきていた。もう二月も終わりが近い。時の流れを感じずにはいられなかった。

　さくら荘まで残り十メートルを切ると、門もん扉ぴの外に人ひと影かげがあることに気づいた。

　誰だれだろうと考える間もなく、雰ふん囲い気きでましろだとすぐにわかった。月の光に照らされて、神しん秘ぴ的てきに佇たたずんでいる。

「あいつ、なにしてんだ」

　ましろは道路の反対側から、さくら荘全体を見ている。

　近づきながら、七なな海みが「ましろ」と声をかけると、ゆっくりとこちらを向いた。

「おかえり」

「おう、ただいま」

「ただいま」

「お前、なにやってんだ？」

「さくら荘を見てた」

「そのわけまで教えてくれると助かる」

　さらに質しつ問もんすると、ましろは少し考え込こんでから、

「見たくなったから？」

　と聞き返してきた。

「特に意味はないんだな」

　こんな会話にも、もう慣なれた。いちいち意味を求めてはいけない。

　ましろは再ふたたびさくら荘そうをぼんやりと眺ながめている。

「……」

　いや、意味はあるのかもしれないと思った。署しよ名めいが集まらなければさくら荘はなくなってしまうのだ。いつだって眺めることのできたこの景色が、永えい遠えんに手の届とどかないものになってしまうかもしれない。

　しかも、ましろは知っている。その理由が自分自身にあることを。

「そうだ」

　何かを思い出したのか、ましろが空そら太たと七なな海みに向き直る。何事かと思っていると、空太を無む視しして、ましろは七海に一通の封ふう書しよを差し出した。

「これ、届とどいた」

　何なに気げなく受け取った七海の表ひよう情じようは、すぐに強こわ張ばった。そのわけは聞かなくてもわかる。考えなくてもわかる。ちらっと見えた封ふう筒とうには、声せい優ゆう事じ務む所しよの名前が刻きざまれていたから。

　オーディションの結果通知書が届いたのだ。

　緊きん張ちようでお腹なかが苦しくなってきた。何か言おうとしたのに、口からは息がもれただけだ。ものすごい圧あつ力りよくが押おし寄よせてくる。もはや、緊張と呼よぶのはおこがましい。これは恐きよう怖ふだ。

　受験の合ごう格かく発はつ表ぴようのときだって、ここまで追い詰つめられはしなかった。『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンのときだって、そうだ。自分のことではないのに……いや、自分のことではないから、その重圧を上う手まく受け止められない。自分の力が及およばないことだから、怖こわさを感じてしまう。どうなるかがわからないから。

　そんな空太の視し界かいの中で、七海は息を吐はきながら、静かに目を閉とじた。

　小さな声で、

「よし」

　と呟つぶやく。すると、その場で封書を破やぶって開けた。

　中に入っていたのは三つ折にされた一枚まいの紙。

　その内ない容ように七海が目を通していく。

　さっきから心しん臓ぞうの鼓こ動どうは激はげしさを増ましていく一方だ。自分の結果じゃないのに、空太の全身は見えない力によってがんじがらめにされていた。

　怖い。本当に怖い。結果を聞く前に、できることなら逃にげ出してしまいたかった。でも、体は言うことを聞かない。

　通知書から顔を上げた七なな海みは、再ふたたび「ふ〜」と深しん呼こ吸きゆうに似にた吐と息いきをもらした。

　その意味を考えてみたけど、答えは導みちびき出せない。

「どうだった？」

　緊きん張ちように耐たえ切れず、空そら太たは無む意い識しきに聞いていた。声は震ふるえている。

　目が合うと、七海はふっと表ひよう情じようから力を抜ぬいて、やさしい笑みを浮うかべた。涙なみだはない。だからその瞬しゆん間かん、やったと声をあげそうになった。

「ダメだった」

　笑顔のあとに続いた七海の言葉が、空太の喜びの声を喉のどの奥おくに留とどまらせた。

「……」

　まったく声が出ない。

「ダメだった」

　もう一度、七海が繰くり返した。

　目の前が一気に真っ暗になった。

「嘘うそだろ……」

　愕がく然ぜんとする空太に、七海が通知書を差し出してくる。

　目を通す。不ふ合ごう格かくと記しるされている。見み間ま違ちがいなんかじゃない。

　なのに、どうしてだろうか。

　どうして、七海は平気な顔をして、空太の前に立っているのだろう。

　七海の瞳ひとみに映うつった空太の方が、表情をくしゃくしゃにしている。

　泣くと思っていた。

　不合格の通知だったら、絶ぜつ対たいに七海は泣くと思っていた。

　空太やましろの前だからとか、そんなのは全然関係なくて、ただ自分自身のために七海は大泣きするんだと思い込んでいた。

　現げん実じつはどうだ。

　七海はどこか穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

「やれるだけのことはやったからね」

　それは違ちがう。

「悔くいはないよ」

　そんなわけがない。

「あ〜あ、終わっちゃったな」

「違うだろ！」

　反はん射しや的に空太は声を荒あらげていた。

「神かん田だ君？」

　驚おどろいた様子の七なな海みの表ひよう情じようから、ようやく笑みが消えた。

「ふざけんなよ！　やることはやった？　悔くいはない？　青あお山やまにとって声せい優ゆうになることは、そんな簡かん単たんな言葉で片かた付づけられるような問題じゃないだろ！」

「……」

　顔を伏ふせた七海の表情はわからない。

「この二年間が、そんなあっさりしているはずがないだろ！」

「……」

　唇くちびるをきつく噛かんでいるのがわかった。

「無理すんなよ」

「……」

　それでも、七海は声をあげない。

「無理しなくていいんだよ。泣きたいだけ泣けよ。誰だれも笑わないし、今は泣かないといけないときなんだよ」

　俯うつむいた七海の肩かたが震ふるえている。泣き出したんだと思った。けど、違ちがった。

「無理するよ」

「なんで」

「無理するに決まってる！」

　歯を食いしばった七海が、鋭するどい視し線せんを空そら太たにぶつけてきた。強い意い志しがそこにはある。絶ぜつ対たいに揺ゆらがない意志が……。瞳ひとみは潤うるんでいる。街灯の明かりを反はん射しやしてきらきらしている。だけど、涙なみだは零こぼれて落ちてはいかない。乾かわいていくだけだ。

「どうしてだよ」

「私、今泣いたら、きっと何もできなくなる」

　感かん情じようが言葉となって、空太の体に突つき刺ささってきた。

「さくら荘そうがなくなるかもしれないって状じよう況きようなのに、署しよ名めい活かつ動どうも……全部がどうでもいいみたいに放り出して……私は、そんな風になりたくない。惨みじめに落ち込こむだけの私になりたくない」

　一歩も退ひく気はない。その想おもいが痛いたいほどに伝わってきた。

「上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいと三み鷹たか先輩の卒業も、もうすぐなんだよ？　心配させたくないよ。ふたりのことは笑顔で送り出したいの！」

「青山」

「今泣いたら、そういうのが全部ダメになる……」

「けど」

　そんな風に七海に無理をさせて送り出されても、美み咲さきと仁じんだってうれしくないんじゃないんだろうか。なにより、七海自身のためにならないと思った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　そんなわけがない。

　その空そら太たの気持ちが伝わったのか、

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　と七なな海みが念ねんを押おしてきた。

「卒業式までだから。卒業式が終わったら、いっぱい泣く。約束するから」

「……」

　悲ひ痛つうな想いをぶつけられても、首を縦たてに振ふろうとは思えなかった。卒業式は九日後。あと九日。それが、長いのか、短いのか、空太に判はん断だんすることはできなかった。

「だから、お願い。このことは上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいと三み鷹たか先輩には黙だまっておいて。ましろもお願い」

　返事をする前に、さくら荘そうの中から、ドタドタと走る音が近づいてくる。すぐそこまでやってきて、玄げん関かんが勢いきおいよく開け放たれた。出てきたのは美み咲さきだ。なぜだか、クマの着ぐるみを着ている。

「聞いてよ、こーはいくん！」

　場ば違ちがいな明るい声が響ひびき渡わたる。

「もっとたくさんの署しよ名めいを集めるナイスアイディアを思いついたも〜ん！　名付けて『着ぐるみ大作戦！　森の動物は見ていた！』だよ！」

「……」

「あれ？　どったの？」

　さすがに、その場に流れる不ふ穏おんな空気に気づいたのか、美咲が首を傾かしげている。大きな頭ががくっと右にずれた。

「なんか、元気がないぞ！」

　今、美咲にも言っておいた方がいい。七海のことを……。

「というわけで、明日からは、ましろんとななみんも、よろしくね！　ふたりに似に合あうやつを用意しておいたから」

　早さつ速そく、美咲がましろと七海の手を引いて、さくら荘の中に連れて行く。

　途と中ちゆう、ましろが一度振ふり向いた。何か言いたそうな目をしている。けど、何も言ってはこなかった。

　空太も、結局は美咲を呼よび止めることができなかった。

「……」

　出そうと思った声は、かすれて音にならなかったのだ。

「……俺おれ、なんで」

　ちゃんと呼よんだつもりなのに。どうしても声が出なかった。

　さくら荘の取り壊こわしが決まった。その原げん因いんがましろにあることが判はん明めいした。タイトル審しん査さ会かいの準じゆん備びも佳か境きようで、まだ宿題が残っている。署名活動も順調じゃない。龍りゆう之の介すけともこじれたままで、口こう論ろんになったあの日以来、一言もしゃべっていないし、メールやチャットもしていない有様だ。

　問題は山積みだ。高く高く積み上がっている。頂ちよう上じようが見えないほどに。その上、今度は七なな海みのオーディション落選……。無理なんかさせてはいけないのに。強がらせている場合じゃないのに。ダメだとわかっているのに動けなかった。

　空そら太たの両手は、持ち切れないほどの荷物で、すでにいっぱいだったから。




　二月二十七日。

　この日のさくら荘そうの会議の議事録には、痛いたいほどの想おもいが刻きざまれている。


　──明日も署名活動がんばるぞ！　書記・上かみ井い草ぐさ美み咲さき

　──必ず。必ず集めましょう！　そして、笑顔で卒業式を！　追記・青あお山やま七海

　──わたし、がんばるわ。追記・椎しい名なましろ
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　二月の最終日。二十八日の月曜日は、朝から気持ちのいい青空が広がっていた。やわらかな日差しは春の訪おとずれを予感させ、コートなしでも平気なくらい、穏おだやかな陽気だった。

　身を縮ちぢめて登校していたスイコーの生徒たちも、今日は少し背せ筋すじが伸のびている気がする。どこか清すが々すがしい空気が学校全体には漂ただよっていた。

　なのに、空太の心は少しも晴れていない。昨日の夜から分ぶ厚あつい雲をかぶっている。目の下にはくまが色いろ濃こく刻まれ、寝ね不ぶ足そくが顔に出ていた。

　なんとか午前中の授じゆ業ぎようは乗り切ったものの、午後になっても絶たえず睡すい魔まが猛もう攻こう撃げきを仕し掛かけてきている。

　もう寝てしまおう。

　何度もそう思ったけど、不思議なことに目を瞑つぶっても眠ねむれない。机つくえに突つっ伏ぷしても眠れない。普ふ段だんなら、子こ守もり唄うたになるはずの教きよう師しの声も、まったく通用しなかった。破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんの白しろ山やま小こ春はるの現げん国こくの授業でさえ、空太はその意思に反して、乗り越こえていた。

　体に違い和わ感かんがある。風か邪ぜの引きはじめのように、ぼんやりと重たく、わずかに熱を持っているような感覚が付きまとっているのだ。かと言って、体温計で測はかっても、実際に熱があるわけでもない。

　病んでいるとすれば、それは心の方だ。

　苦く痛つうの中でもがいている心が、肉体を蝕むしばんでいる。

　昨さく晩ばん、ようやく意い識しきが途と切ぎれたのが五時過すぎ。六時前には美み咲さきに起こされたので、眠ったというよりは、長い瞬まばたきをしていたようにしか思えない。

　頭が妙みように冴さえている。眠ろうとしても、考えることをやめられない。七なな海みのことがべっとりと張はり付いていた。

　結局、空太は六時間目が終わるまで、一いつ睡すいもできなかった。

　そのまま帰りのＨＲが終わる。

　日直の七海が、「起立」と号令をかけている。続けて「礼」が告げられると、クラスメイトのひとりが「はい、さいなら〜」と、投げやりに口にしていた。

　掃そう除じのために机が後ろに下げられていく。

　何度目になるかわからないあくびを空太は噛かみ殺す。涙なみだが目に染しみた。

「もう、神かん田だ君、しっかりしてよね」

　隣となりの席の七海がわかりやすく頬ほおを膨ふくらませている。

「ましろのためにも、署名を集めるんでしょ」

「あ、ああ……」

　歯切れの悪い空そら太たとは対照的に、七なな海みの表ひよう情じようは明るかった。目などきらきらしている。今け朝さも探さがしてみたけど、七海の頬ほおに涙なみだの跡あとはなかった。この二年間、遊ぶ時間を投げ打ってまで、目指していた声せい優ゆうへの道。オーディションの落選でその道が断たたれてしまったというのに、本当に七海は泣いていないのだ。

　それどころか、空太を叱しつ咤たする余よ裕ゆうまである。これでは立場が逆ぎやくだ。

「私、部活がはじまる前のテニス部に、署しよ名めいのお願いしてくるね」

　跳はねるような足取りで七海が教室を出て行く。

　その自然な立ち振ふる舞まいは、どうしても白しら々じらしく空太の目には映うつっていた。それも当然だ。七海は無理をしているのだから。だけど、今さらもう遅おそい。何か言うなら、昨日だった。昨日のうちに、七海は泣かないといけなかった。

「理り解かいに苦しむな」

　その声は、すぐ後ろから聞こえた。ノーパソを鞄かばんにしまっている龍りゆう之の介すけだ。

「なにがだよ」

　ほんとは聞き返さなくてもわかっている。

「神かん田だも、ポニーテールも、進む先が暗くら闇やみだと知っていながら、なぜ、あえてその道を選せん択たくする？」

「それは……」

　考える時間を稼かせぐように、自然とそう口に出していた。けど、考える時間は必要なかった。すぐそこに答えはあった。もう出ていた。

「理り屈くつじゃないからだ」

　胸むねにぽっと浮うかんでいた言葉を、空太は何なに気げない感じで吐はき出した。そう、理屈じゃない。あるのは感情。だから、損そん得とくなど関係なく、利口じゃないと思える選択肢を選んでしまう。ただ、そうしたい。そう強く思ってしまった。

「一番無む駄だのない選せん択たく肢しが、一番選びたい選択肢だとは限かぎらないんだよ」

「あとで痛いた手でを負うのは自分だぞ」

「そうだとしてもだ」

　バカをやっている自覚はあるのだ。それでも、利口になれないときがある。

　真逆の意見の龍之介と話していても、今日は不思議と心が穏おだやかでいられた。殆ほとんど寝ねていないせいで、おかしな精せん神しん状じよう態たいになっているせいかもしれない。むしろ、今はそれが好都合だった。今なら、龍之介とも冷静に話ができるような気がしたから。

「やはり、理解に苦しむな」

「なあ、赤あか坂さか」

　龍之介が視し線せんで「なんだ」と聞いてくる。

「お前、さくら荘そうがなくなってもいいと、ほんとに思っているのか？」

　不ふ純じゆん物ぶつなしのストレートな質しつ問もん。

　一いつ瞬しゆん、龍りゆう之の介すけの眉まゆがぴくりと動いた。

「前にも言ったはずだ。いい悪いの問題ではないと」

「俺おれが聞いているのは、いい悪いの問題なんだよ」

「……」

「理り屈くつじゃなくて、どう感じているのかを聞いてるんだ」

　空そら太たから視し線せんを逸そらした龍之介は、

「興きよう味みがないな」

　と言って、帰ろうとする。

　その背せ中なかに空太は諦あきらめずに声をかけた。

「そう言い切れる赤あか坂さかをすげえと思うよ」

　龍之介が立ち止まる。けど、振ふり向かない。

「物事を論ろん理り的てきに考えて、その通りに行動できるところは、ほんとすごい。羨うらやましいって思う。どんな決けつ断だんをするのにも、エネルギーがいるからさ」

「……」

「でも、だからこそ、俺は思ったんだ。赤坂だって、何も感じていないわけじゃない。何も思ってないはずがないって」

　表情にはまったく出さないけど、たとえば、ましろだって色々なことを思っている。考えている。悩なやんでいる。苦しんでいるのだ。そうじゃない人間なんて、きっといない。

「……」

　龍之介は何も言わない。ただ、立ち尽つくしていた。

「俺は、理り屈くつなんか抜ぬきにして、赤坂と感かん情じようの話をしたかった……てか、今もしたいと思ってる。さくら荘そうのこともそうだし、そうじゃないことも全部」

「……」

「この間は、俺の言葉が足りなくて、その辺をちゃんと伝えられなかったけどさ」

「……」

「もし同じ気持ちなら、やっぱり、赤坂も一いつ緒しよに署しよ名めい活かつ動どうをしてほしい。前に、お前、言ったよな？　残された時間は短いから、思い出作りでもした方が建けん設せつ的てきだって。俺はこれが思い出でいいよ。この署名活動が、さくら荘最後の思い出になっても構かまわない。そこに、俺がいて、椎しい名ながいて、青あお山やまがいて、仁じんさんと美み咲さき先せん輩ぱいがいて……赤坂がいるなら。さくら荘のみんなと一緒ならそれでいい」

「随ずい分ぶんと身勝手な言い分だな。僕ぼくを巻まき込こむな」

「無理に巻き込むつもりはない。だから……だからさ」

　そこで、空太は一度深しん呼こ吸きゆうをした。それから、ゆっくりと、

「赤あか坂さかのこと、待ってる。お前も、大事なさくら荘そうの仲間だから」

　と、どこまでも真っ直ぐな言葉をぶつけた。

「それこそ時間の無む駄だだ」

　龍りゆう之の介すけは即そく答とうすると、いつも通りの足取りで教室を出て行った。その背せ中なかを、空そら太たは追いかけようとは思わなかった。声をかけようとも思わない。

　今、言ったことがすべてだ。

　伝えたかったことを、今日は伝えられたと思う。

　だから、信じて待つ。

　信じているから。
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　龍之介との話が終わったあと、空太は教室に残っていたクラスメイトのちょっと生温かい視し線せんを避さけるように、そそくさと廊ろう下かに出た。

　まずはましろを迎むかえに行こうか。

　署しよ名めい活かつ動どうをはじめてからは、毎日のように、ＨＲが終わると、ましろの方から空太のクラスに顔を見せて、

「空太、やるわ」

　とか言って、やる気を見せていたのに、今日はまだ来る気配がない。

　大方、帰りのＨＲが長引いているんだろうと思いながら、空太は美び術じゆつ科かのクラスに足を向けた。その途と端たん、階かい段だんを上がってきた千ち尋ひろとばったり出くわした。

「おっ」

　思わず、声が出る。

「あんた、なにびびってんのよ」

　目を細めた千尋は完全に呆あきれている。

　少しは大目に見てもらいたい。色々とありすぎて、心の整理ができていない上に、さくら荘の取り壊こわしを告げられて以来、千尋との間には微び妙みような空気が流れていて、ゆっくり話などしていないのだ。

　だから、突とつ然ぜんのエンカウントに、精せい神しんが乱みだれても仕方がない。

　とは言え、千尋の方は、いたって普ふ通つうで平然としている。

　それどころか、

「丁度いいところにいたわ。はい、これ持って」

　とか言って、手にしていた大きなイーゼルを押おし付けてきた。

「なんすか、これ」

「イーゼル。知らないの？」

　心底バカにしたような目つきだ。教きよう師しが生徒に向ける表ひよう情じようではない。

「なんで、俺おれに持たせるのかを聞いてるんですよ！」

「重いからよ。あんた大だい丈じよう夫ぶ？」

「それを生徒に問答無用で持たせる先生こそ大丈夫か！」

「んじゃ、美び術じゆつ室しつまでよろしく」

　空太の苦く情じようなど聞いちゃいない。

「自分で持っていけや！」

「や〜よ。面めん倒どうくさい」

「俺は面倒くさくてもいいんですか！」

「あんたの性せい格かくも面倒くさいわね。もっと従じゆう順じゆんに育てるんだったわ」

「もう教師なんてやめてしまえ！」

「あ〜、ほんとうるさいわね。ケチケチするんじゃないわよ。あんたも美術室に用事があるんでしょ？　そのついでよ、ついで」

「俺が向かってるのは、美術科の教室です」

　きっぱりと勝ち誇ほこったように宣せん言げんする。

「今、ましろがいるのは美術室よ」

　けど、一いち撃げき必ひつ殺さつのカウンターで千ち尋ひろは切り返してくる。

「で、あんたはどこに行くの？　ましろのいない美術科の教室に用事でもあるの？　ねえ、どうなのかしら？」

「……俺が行くのは美術室です」

「ほら、行くわよ」

　さっさと千尋が歩き出す。

「こないなら、置いていくわよ」

「なんか釈しやく然ぜんとしねえ！」

　仕方なくイーゼルを担かついだ空そら太たは、千尋の背せ中なかを追いかける。階かい段だんを上って三階へ。その間、しばらくお互たがいに無言だった。時折、すれ違ちがう生徒が千尋に帰りの挨あい拶さつをしてくる。

　千尋は、生徒に慕われ、仕事のできる教師よろしく、

「はい、さよなら」

　と、さわやかに返事をしていた。

「詐さ欺ぎですよね」

「なにか言った？」

「たまには俺にもやさしくしてください」

　露ろ骨こつに千尋が嫌いやそうな顔をする。

「あんた、まじで気持ち悪いわよ」

「教え子に、なんてことを言うかな！」

「教え子だから言ってんでしょ？　その辺の通行人に言ったら、怒おこられるじゃない」

「俺おれも怒っとるわ！」

「ちょっと、神かん田だ〜。あんたが騒さわぐと、注目されちゃうでしょ？　勘かん弁べんしてよね」

「勘弁してほしいのは、俺の方ですよ……」

　なんかもう理り不ふ尽じんすぎて、あくびが出た。

　本ほん棟むねと別棟を繋つなぐ渡り廊ろう下かに差し掛かかると、途と端たんに生徒の数が減へった。話し声も殆ほとんど聞こえてこなくて、急に静かになる。別棟は、主に音楽科と美術科の生徒が実習で使っているだけだから、一いつ般ぱんの生徒はあまり立ち寄よらないのだ。

　その渡わたり廊ろう下かを進んでいる途と中ちゆうで、

「悪かったわね」

　と、千ち尋ひろが言ってきた。

「そう思うんなら、せめて手伝ってくださいよ」

　このイーゼルはひとりで持つには重いのだ。

「あんたに荷物を持たせていることじゃないわよ」

　歩きながら、千尋は窓まどの外を眺ながめている。別に何かを見ている風ではなく、なんとなく視し線せんをそちらに向けているという感じだった。

　その横顔は、少しくたびれているように見えた。それで、千尋の言った「悪かったわね」の意味がわかった気がした。

「先生、理事会でさくら荘そうの取り壊こわしに、反対してくれていたんですよね？」

　誰だれかが反対しなければ、たぶん、決定が二月下げ旬じゆんなどという不自然な時期にはならなかったはずだ。

「ま、理事会を説得できなかった以上、あまり意味はなかったけどね」

　自じ嘲ちよう的てきに千尋が笑う。あまり見たことがない大人の表ひよう情じようだ。

「でも、ありがとうございます」

「……理事会もね。悪気はないのよ」

　千尋の目が、グラウンドで部活の準じゆん備びをする野球部に向けられた。一塁るいから三塁までのベースが設せつ置ちされていく。続けて、ダイヤモンドの白線が一本ずつ引かれていった。校こう舎しやの中から見ると、少し歪ゆがんでいるのがわかる。

「別にあんたらが憎にくいわけじゃないの」

「理事会が、ですか？」

「そう。ただ、知らないだけ。あんたらの価か値ち観かんがわからないだけなのよ」

「はあ」

「だから、自分たちの価か値ちん観かんだけを信じている。世界が認みとめるほどの絵の才さい能のうを持つましろは、漫まん画がなんて描かかないで、絵画の世界で生きた方がいいと思っている。それが、ましろの人生にとって最良の選せん択たくだと信じて疑うたがっていない。理事会は理事会で本気なのよ」

「……」

「本気で、ましろの心配をしている。ましろの将しよう来らいを思っている」

　確たしかに、空そら太たも前は似にたようなことを考えた。どうして、画家として世界に認められる才能を持ちながら、ましろは一から漫画家なんてものを目指すのかと……。もう、十分持っているんだから、画家としての道を進めばいいじゃないかと……。

「けど……」

　ましろにとって、他人の価値観など関係ないのだ。理事会が見けん当とう違ちがいの心配をしようが、空太がどう思おうが、自分の心に忠ちゆう実じつに、進みたいと思った道を進んでいく。

　面白い漫画を描く。それが今のましろにとって唯ゆい一いつの目標と言っていい。そのことに全ぜん身しん全ぜん霊れいを捧ささげている。署名活動をしながらでも、その点は変わらない。漫画の原げん稿こうと真しん剣けんに向き合っている。毎日、遅おそくまで描いている。そのおかげで、三月に発売する号では、表紙と巻かん頭とうカラーを勝ち取っている。

「あんたらを問題児だって決め付けて、さくら荘そうに集めた価値観もそうよ。大おお勢ぜいと違うからという理由で、はみ出し者のレッテルを貼はって安心している」

「問題児なのは否ひ定ていしませんけど」

　事実、空太は猫ねこを七匹ひきも飼かっているわけで、さすがに一いつ般ぱん寮りようで他の生徒と一いつ緒しよに暮くらすわけにはいかないだろう。門もん限げん無む視しの外がい泊はくの帝てい王おうだった仁じんもそうだし、宇う宙ちゆう人じんの美み咲さきにいたってはさくら荘の中ですら異い質しつだ。龍りゆう之の介すけの部屋には、大きなサーバーが設せつ置ちされていて、もはや、高校生の部屋ではなくなっている。普ふ通つうじゃないという点は、個こ人じん差さこそあれ、空太も認みとめているところだ。

「ま、そりゃあ、人様に迷めい惑わくをかけるのは褒ほめられたことじゃないわよ。けど、私に言わせれば、はみ出し者のあんたらの方がよっぽど高校生をしているわ。周囲に合わせて、空気を読んで……浮うかない努力ばかりしていても、息苦しいだけでしょ？」

「先生……」

　千ち尋ひろがそんな風に、自分たちのことを見ていたなんて知らなかった。

　でも、そうでもなければ、さくら荘の監かん督とく教きよう師しなど務つとまるはずがない。千尋が放ほう任にん主しゆ義ぎなのは、任まかされているということなんだろうか。そのことを聞こうと思ったけど、空太はあえて聞かないでおいた。きっと、聞けば、面めん倒どうくさいからと千尋は答えるだろう。

「話が逸それたわね。なんだっけ？」

「ちゃんと覚えておいてください。今はしらふでしょ？」

「なによ、じゃあ、神かん田だは覚えてるわけ？」

「理事会には悪気がないとかなんとか」

「ああ、そうね。覚えてるなんて、あんた意外と真面目なの？」

「先生の話だから、ちゃんと聞いてるんじゃないですか！」

　その抗こう議ぎは千ち尋ひろに無む視しされた。勝手に話を続けている。

「三み鷹たかあたりは気づいていたんでしょうね。今言った、理事会の考え方に」

「仁じんさんが？」

「価か値ち観かんの違ちがう相手とは話をするだけ無む駄だ。どうせ噛かみ合わないから。だから、あんたらには似に合あわない署しよ名めい活かつ動どうなんて正せい攻こう法ほうに出たんでしょ？　違うの？」

「いや、仁さんからは何も聞いてませんけど」

　あの日……さくら荘そう会議をした際さいに、長く考え込こんでいた仁の顔が脳のう裏りに浮うかんでいた。そんなことを考えていたのか。

　自然とため息が出た。

「はあ」

「あんた、人の顔を見ながら、ため息とかどんだけ失礼なのよ」

　今までの流れを総そう合ごうすると、千ち尋ひろの方が圧あつ倒とう的てきに失礼に値あたいすると思う。その文もん句くはぐっと飲み込んだ。また余よ計けいなことを言うと話が脱だつ線せんする。

「俺おれ、一年後には仁さんのようになれるんですかね」

　たった一学年しか違わないのに、仁はとても大人おとなだ。考え方も、立ち振ふる舞まいも。

「六人も恋人作るなんて器用な真ま似ね、あんたには絶ぜつ対たい無理ね」

「そこは、はなから真似する気ありません！」

「どうせ、ひとりだってできないでしょ？」

「わかっていることをわざわざ言わないでもらえます!?」

「んじゃ、それ、美び術じゆつ室しつに置いておいてね」

　急に話を変えて立ち去ろうとする。

「ちょっと待て、教きよう師し！」

「なによ、生徒」

　引き返そうとしていた千尋が面めん倒どうくさそうに振り向く。

「生徒が悩なやみを相談している真っ最中ですよ！」

「そんなの自分で解かい決けつしなさい」

「酷ひどいな！」

「んじゃ、あんたはあんた、三鷹は三鷹。これでいい？」

　酷く投げやりな口調だ。

「言い方ひとつで、励はげましになる言葉なのに、どうしてこんなにやりきれないんでしょうね！」

「はいはい、そんなに助けてほしいなら、これだけは言っておいてあげるわ」

「今度こそ頼たのみますよ？」

　空そら太たの切実な願いとは裏うら腹はらに、千ち尋ひろはあくびのついでに声を出す。

「ちゃんと三み鷹たかのいい面を見て、一年後にそうなりたいって目標にできているなら、まあ、あんたは大だい丈じよう夫ぶよ。それがわかっているだけで、今は百点をあげてもいいわ」

　予想外に真面目なことを言われて、空太は少し面めん食くらった。

「ど、どうもありがとうございます」

「もっと感謝しなさい」

「今の一言で、その気持ちが消し飛びそうです」

　そこで、千尋が何かを思い出したように、「あ、そうだ」と口にした。

「神かん田だ。あんたに用事があるんだったわ」

「勝手に何度も話を変えないでくれますか？」

　なんとか食い下がる。でも、それで話を戻もどしてくれる千尋ではない。しかも、意外な名前が千尋の口から出たので、悩なやみ相談どころではなくなった。

「藤ふじ沢さわ和かず希きの電話番号を教えなさい」

「え？」

「ほら、ケータイ出して」

「あ、はい……」

　一いつ旦たん、イーゼルを廊ろう下かの壁かべに立て掛かける。ケータイを出すと、

「番号」

　と、読み上げるように指示が飛んできた。和希の番号を順に読み上げていく。言われるままに、千尋は自分のケータイのボタンを操そう作さしていた。そして、最後の数字を打ち込こむと、早さつ速そく電話をかけている。

　耳にかかった髪かみの毛の中にケータイが消えていく。

　呼び出し音が鳴ると、千尋は小さく深しん呼こ吸きゆうをしていた。

　三回目のコールで繋つながったらしい。

「あ、私だけど……。その……久ひさしぶり」

　いつもよりしおらしい千尋の声こわ音ね。

「はあ？　誰だれが詐さ欺ぎ師しよ！」

　と思ったら、すぐにいつもの千尋に戻った。

「昔、自分が告白した女の声くらい覚えておきなさい」

　残念ながら和希の返事は空太には聞こえない。

「用ってほどじゃないけど、今日、私のために、あんたは時間を作りなさい」

　受話器に語りかける千尋と目が合うと、野良犬でも追い払はらうような手つきでしっしっとされた。先に行けということらしい。ここは大人しく従したがおう。そう思っていると、

「は？　神かん田だの企き画かく？　そんなのどうでもいいわよ」

　という傍ぼう若じやく無ぶ人じんな声が聞こえてきた。

「それ、この世で一番大事な案あん件けんだ！」

　なおも、千ち尋ひろはさっさと行けと合図を飛ばしてくる。

　会話の内ない容ようには非ひ常じように興きよう味みがあったけど、これ以上聞いているとあとが怖こわい。

　空そら太たは千尋に背せ中なかを向け、イーゼルと担かつぎ直すと、美び術じゆつ室しつに向けて廊ろう下かを歩き出した。

　背中からは、

「いいから来るのよ。私から誘さそうなんて、今日を逃のがしたら次はないわよ」

　という、少しふてくされた声が、最後に聞こえてきたのだった。




　　　　３




　千尋を置いてやってきた美術室には、ましろがひとりで残っていた。ましろの前には、ましろの姿すがたをすっぽりと隠してしまうほどに大きなカンバスがある。その上を、ましろの操あやつる筆が軽やかに舞まっていた。

「椎しい名な」

　声をかけても、当然のように反はん応のうはない。

　仕方がないので、とりあえず運んできたイーゼルを片かた付づけておく。それが終わると、空太は窓まど際ぎわに置かれた丸い椅い子すに腰こし掛かけた。

　ここからだとましろの横顔が見える。絵の中身まではよくわからない。

　真しん剣けんな顔で、今日はどんな絵を描かいているんだろうか。興味を持った空太は、ましろの背せ中なか越ごしにカンバスを覗のぞき込こんだ。

　見た瞬しゆん間かんに、

「あっ」

　と、驚おどろきが口から零こぼれた。

　これまでに何度もましろの絵は見てきている。絵画もそうだし、漫まん画がの絵としても……。そのたびに、言葉にしづらい感覚に襲おそわれてきたが、今回の驚きに関しては今までとは意味が違ちがっていた。

　ましろが描いているのは、見覚えのある建物。目を閉とじれば、細部まで鮮せん明めいに思い浮うかべることのできる古ぼけた木もく造ぞう二階建てのアパートだ。

　夕日に照らされたやさしい絵。不思議と懐なつかしさを感じる。色はまだ半分くらいしか塗ぬられていない途と中ちゆう段だん階かいなのに、見ているだけであたたかい気持ちになって、胸むねの辺りがぽかぽかとしてきた。

　構こう図ずは、門もん扉ぴの外……道路の対面から見た感じ。建物全体がすっぽりと枠わくに収おさまっている。日曜日に、ましろがさくら荘そうを外から眺ながめていたのは、このためだったのかもしれない。

　色のついてない部分に、積極的にましろが筆を走らせる。一見すると、無む造ぞう作さとも思える手つきだ。どうして、そこにその色を塗ぬるのか、なんで、その色を重ねるのか、空そら太たには理り解かいできない行こう程ていばかり。けど、しばらく見ていると、まだ花を付けていなかったはずの桜さくらの木に、どんどん花が咲さいていく。ましろが咲かせていく。

　鳥とり肌はだが立った。見るたびに驚おどろかされる。すごいものは何度見てもすごい。

　この才さい能のうには、慣なれるなんてことはないと思った。

　無言で空太が見守っていると、廊ろう下かの方から足音がひとつ近づいてきた。それは、美び術じゆつ室しつの前で立ち止まり、かと思うとドアを開けて中に入ってきた。

　やってきた人物と目が合う。知っている顔だった。

「あ」

　と空太が口を開けると、向こうは、「お」という表ひよう情じようで応おうじた。

　前に署しよ名めいをしてくれた深ふか谷や志し穂ほだ。今日も、大きな筆にも見える二本のおさげが揺ゆれている。

「えっと、忘わすれ物をしちゃって」

　志穂は言い訳わけでもするように、そんなことを言う。

「そうか」

「うん、そう」

　奥おくのイーゼルにかけてあった絵を両手で持ち上げる。その景色も空太は知っている。スイコーの屋上から駅の方角を見たものだ。高い青空が心地よさを教えてくれる絵だった。

「で、神かん田だ君は、椎しい名なさんのお迎むかえ？」

「ああ」

　返事と同時に、志穂と一いつ緒しよにましろに視し線せんを向けた。話し声など耳に入っている様子はない。無心で絵を描かき続けている。

「すごいよね、椎名さん。こうなると話しかけても聞こえてないんだもん」

「その絵、深谷さんが？」

　志穂の手の中に話題を持っていく。

「うん、二年生最後の制せい作さく課か題だいというやつです」

「じゃあ、今、椎名が描いてるのも？」

「そうだよ」

　再び、志穂の絵に視線を戻もどした。

「絵、上う手まいな」

「あのね、神田君……私も美術科の生徒なのだよ」

「ごめん。すごく上手い」

「はあ……」

　露ろ骨こつにため息を吐つかれてしまった。

「まあ、仕方がないか。椎しい名なさんと比くらべられたら、そんなもんだよね」

「いや、ほんとに上う手まいと思ってるんだけど」

「わかってる。わかってる」

　わかっていない気がする。確たしかにましろは規き格かく外がいだけど、志し穂ほの絵も空そら太たから見れば羨うらやましいくらいに上手い。一度でいいからそんな情じよう緒ちよ溢あふれる絵を描かいてみたいものだ。

「これでもね〜、私、地元の絵画教室では『この子は天才だ！』な〜んて言われて、ちやほやされてたのですよ。コンクールでも賞をバンバン取ってたし。競きよう争そう率りつが高いことで有名なスイコーにも受かったし」

「だから、上手いと思ってるって」

　それを無む視しして、志穂はさらに続ける。

「だが、しかしなんだな。いざスイコーに入学してみたら、クラスのみんなが私と同じくらいか、それ以上に描けるときたもんだ。さすがに『こいつはどういうことなの!?』って最初はショックだったなあ。上級生はもっと上手いしね。私には特別な才さい能のうがあると信じていたのに、それが足元からどががが〜って崩くずれちゃった感じ？」

　前にリタが言っていたことを、空太は思い出していた。リタのおじいさんが開いているアトリエには、それぞれの国や地ち域いきでは神童なんて言われていた子が集まるのだと。だけど、絵の才能を持った子供だけを集めたアトリエでは、天才だった人間も凡ぼん人じんに成り下がる。その残ざん酷こくな現げん実じつを受け入れられず、やめていく子こ供どもも多いと言っていた。

　そして、その中ですら、ましろはずば抜ぬけていたのだと……。

　似にたような状じよう況きようが、スイコーの美び術じゆつ科かクラスでは起こっている。だから、空太はましろに孤こ独どくを感じることがあるんだろう。だから、今も、ましろはひとりで絵を描いているんじゃないんだろうか。誰だれが悪いわけでもない。それだけに、志穂にひとつ聞いてみたいと思った。

「深ふか谷やさんは、椎名のこと嫌きらいか？」

　言葉を濁にごさずに、空太はそう質しつ問もんをぶつけていた。

「うわっ、直球ですな」

　大げさに志穂が驚おどろいている。でも、すぐに素すの表情に戻もどると、ましろの後ろ姿すがたをその目に映うつしながら、質問に答えてくれた。

「う〜ん、はじめて見たときは『なんじゃこりゃ〜』って思ったよ。もう次元が違うって感じだもん。こんな人間がいるなら、『私なんて絵を描く意味なくね？』ってね。結けつ構こう、憂ゆう鬱うつになってた。私だけじゃなくて、クラスのみんなも」

　まあ、そういうものだろう。本気で絵の勉強をしているからこそ……それぞれに、絵に託たくした夢ゆめがあるからこそ、実力の差をまざまざと見せ付けられて、何も感じないなんてことはないんだ。

「今は？」

「今も、『なんて人間がこの世にいるんだあ〜』って思いはあるよ。すごい、すごすぎ！　すごすぎてもうわけわかんないもん、椎しい名なさんの絵は」

「そっか」

　同じ世界に身をおいているからこそ、志し穂ほは空そら太たよりもましろの才さい能のうを直ちよく接せつ的てきに感じ取っている。リタがそうであったように。

「でも、それと私が絵を描かくことは、関係がないんだって、こうして一年間同じクラスにいて思うことができるようにはなったのですよ」

　照れ隠かくしなのか、志穂は芝しば居いがかった言い方をする。それは、心の中にまだ割わり切れない気持ちがあることを同時に語ってもいた。ただ、前と違ちがうのは、そうした感かん情じようとも折り合いは付けていけそうだ……ということなんだろう。綺き麗れいさっぱり片かた付づく問題でもないと思う。実力の世界にはつきものだ。

「元々は、私が好きで絵をはじめたんだし、好きでスイコーを受験したんだしね。地元では天才とか言われて、調子こいていたわけなんだけど……ぽっきり鼻もへし折られたので、それが逆ぎやくによかったかなって」

「どうしてそう思うんだ？」

「いや〜、『私って天才！』とか勘かん違ちがいして、自信満々なのって、はたから見たら、絶ぜつ対たいに性せい格かく最さい悪あくの嫌いやなやつでしょ？　もしくはイタイやつ」

　少し声を殺して、真面目にそんなこと言ってきた。

「それは言えてる」

「悔くやしい気持ちがないわけではないんだけど、今は、それをばねにがんばるのですよ、な〜んてね」

「前向きでいいね」

「あははっ、今のは負け惜おしみ。でも、椎名さんの側で絵の勉強をできるのは、ものすごく幸運だし、実じつ際さい、この一年でクラスのみんなの実力はだいぶ上がったよ。絶対に椎名さんの影えい響きよう。もう盗ぬすめる技ぎ術じゆつは全部盗め〜って感じ。意外とみんなしぶといでしょ？」

「そうだな」

　現げん実じつ問もん題だいとして、潰つぶれてしまう生徒がいてもおかしくない環かん境きようのはずだ。でも、そこはなんだかんだ言って高校生ということだろうか。大人おとなではないけど、もう小さな子こ供どもでもない。それがいいのかはわからないけど、折り合いの付け方をどこかで学んできている。もしかしたら、現げん在ざい進しん行こう形けいで学んでいる。あと、同じ境きよう遇ぐうの仲間がいるということが、踏ふみ止とどまる力になったんだと思った。たぶん、ひとりだったら耐たえられない。リタがそうであったように……。

「その調子で、椎名と仲良くしてくれるとありがたい」

「いいのかな？　私なんかが話しかけても」

「いつから、椎しい名なはそんな恐おそれ多い存そん在ざいになったんだ……」

「最初からだよ。触さわったら壊こわれそうだしさあ」

「ちょっと……いや、だいぶ変わってるけど、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

　さくら荘そうにきたばかりの頃ころは、不ふ安あん要よう素そがありまくりだったけど、ここ最近は随ずい分ぶんとましになったはずだ。それは空そら太たが慣なれただけだろうか。

　まあ、どちらにしても、ましろは見た目に反して、中身はめちゃくちゃ頑がん丈じようで頑がん固こだ。その一点は、一年前から変わっていない。

「あのさ、深ふか谷やさん。もうひとつ質しつ問もんなんだけど」

「なあに？」

「なんで、署しよ名めいに協力してくれたんだ？」

　すぐに答えがあると思っていたのに、

「なんでだろうね」

　と志し穂ほは首を傾かしげた。

「……」

　思わず、失礼な視し線せんを向けてしまう。

「なんで、バカな子を見る目で見るかな！」

「ごめん」

「まあ、いいんだけど……う〜ん、『これだ！』っていう理由があるかと言うと、ないんだよね。なんとなくっていうか……その、面白そうだっていうか。だって、なんか、ちょっとドラマっぽくない？　こう、自分たちの居い場ば所しよを守るために、署名活動をするとかって。現げん実じつに、こんなことってあるんだあ〜って思ったら、興きよう味みが出たと言いますか」

「そっか」

「ごめん、ミーハーで」

「いや、それくらい気軽に署名してもらえた方がありがたい。『連れん帯たい保ほ証しよう人にんのハンコを押おす覚かく悟ごでした』なんて言われても重すぎるし、そんな風に構かまえられたら、集めるのが大変だ」

「あはは、それはそうだね。でも、椎名さんが真しん剣けんだったからっていうのが、署名した一番の理由かもしれないなあ。うん、たぶん、そうだ。私は、一いつ生しよう懸けん命めいの味方だから」

　自信満々に志穂が胸むねを張はる。

「いいな、それ。一生懸命の味方か」

　たぶん、その言葉の裏うらには、自分の努力が報むくわれてほしいという願いが込こめられている。同時に、この努力が報われなかったらどうしようという不安もある。だからこそ、志穂の言葉は空太にも響ひびいたのだろう。今なら、よくわかる。痛いたいほどにわかる。

「みんながそうだとありがたいね」

「ね〜、神かん田だ君。私からも質問、いいでしょうか！」

　元気に志し穂ほが手をあげる。

「はい、どうぞ」

　さくら荘そうのことでも聞かれるんだろうか。さっき、少し興きよう味みがあるようなことも言っていたし。そんな気楽な気持ちでいたら、志穂はとんでもないことを聞いてきた。

「神かん田だ君は椎しい名なさんと付き合ってるの？」

「……」

「……」

　今、志穂はなんと言ったのだろうか。とりあえず、無言で瞬まばたきを繰くり返す。

「ごめん、よく聞こえなかった。もう一度いい？」

「神田君は椎名さんと付き合ってるの？」

　聞き間ま違ちがいではなかったようだ。

「なんだ、その質しつ問もん！」

「だって、いっつも一いつ緒しよにいるし、校内じゃすっごい噂うわさになってるよ」

「まじで？」

「まじです」

「まじよ」

　突とつ然ぜん、ましろが割わり込こんできた。

「お前、急に話に入ってくるな！　心しん臓ぞう止まるかと思っただろ！」

「どういたしまして」

「俺おれ、今、お前にお礼を言ったっけ？」

「ふたりは息もぴったりだ」

　志穂はなにやらうれしそうだ。

「どこをどう見たらそうなる。深ふか谷やさんは眼がん科かに行った方がいいと思うぞ」

「私、目はいいよ。裸ら眼がんで二．〇。てか、どうなの？　ふたりは付き合ってるの？」

「ご想そう像ぞうにお任まかせするわ」

　空太より先に、ましろが意味深なことを言う。

「ちょっ、お前、なんだ、その返しは！」

「私の妄もう想そうだと、だいぶ、激はげしいところまで行ってるわけですが」

　体をくねくねさせながら、志穂が妙みようなことを言う。なんか「いや〜ん」とか言っている。

「勝手に行くな！　俺と椎名はなんでもない」

　力強く否ひ定ていすると、少し悲しい気持ちになるのはなぜだろうか。

「え〜、違うんだ。噂は当てにならないね〜」

「はいはい、用事が済すんだなら、さっさと帰る」

　この話が続くのは、精せい神しん衛えい生せい上じようよろしくない。それにしても、一体、誰だれだろうか。妙な噂を流しているのは……。

　何なに気げなくましろと見ると、ましろも空そら太たを見ていた。

　変に意い識しきして、空太はすぐに視し線せんを逸そらした。

　その様子を、まじまじと志し穂ほが観察している。それから逃にげ出すように、空太はましろに声をかけた。

「ほ、ほら、椎しい名な。署しよ名めい活かつ動どうに行くぞ」

「わかったわ」




　　　　４




　美び術じゆつ室しつをあとにした空太とましろは、もう帰るという志穂と階かい段だんで別れ、今は一いつ般ぱん教きよう室しつへと続く渡わたり廊ろう下かを歩いていた。

　その途と中ちゆう、ましろが何かに気づいて立ち止まった。窓まどから外のテニスコートを見下ろしている。

「どうした？」

「七なな海みがいるわ」

　つられて空太も目を向ける。すぐに七海の姿すがたは見つかった。長いポニーテールがよく目立つ。それに、全員がウェアやジャージを着ている中で、七海だけは制せい服ふくだ。

　部活がはじまる前にお邪じや魔まして、署名をお願いしている最中だ。部長が集めてくれた三十人近い部員の前で、七海が身み振ぶり手振りを交えて必死に説明をしている。

「七海、がんばってるわ」

「俺おれらもやるぞ」

　署名はまだまだ足りていない。

「お、こーはいくんを発見だ！」

　声と同時に、どたどたと足音が近づいてくる。見なくても、相手が誰だれかはわかった。まあ、この広い宇う宙ちゆうの中で、空太のことを「こーはいくん」と呼よぶのは美み咲さきだけだ。

　駆かけ寄よってきた美咲は、いえ〜いとか言いながら、空太の額ひたいで勝手にハイタッチをしている。ぱち〜んといい音がした。張はり手を食らったのと同じだ。

　その美咲はひとりではなく、すぐ後ろには仁じんの姿もあった。さらに、元生徒会長の館たて林ばやし総そう一いち郎ろうと、その彼かの女じよ……はうはうこと姫ひめ宮みや沙さ織おりも一いつ緒しよだ。

「よっ」

　仁が軽く手をあげる。

「元生徒会長と、姫宮先せん輩ぱいは、どうして学校に？」

　本来、今は自由登校の期間だ。週一度の登校日以外、特別な用事でもなければ学校にはこなくてもいい。仁じんと美み咲さきがいるのは、署しよ名めい活かつ動どうをするためだ。

「俺おれは、卒業式で読む答辞について、先生方と打ち合わせがあったんだ」

　総そう一いち郎ろうが答えると、すかさず仁が、

「と言うのは建前で、はうはうと学校デートするためだ」

　と空そら太たに囁ささやいてきた。

「聞こえてるぞ、三み鷹たか！」

「ま、聞こえるように言ったんでね」

「お前とは一度、そのふざけた態たい度どについて、ゆっくり話し合う必要があるようだな」

「夜通し語って、一いつ緒しよにモーニングコーヒーでも飲む？」

「言っている側から、お前というやつは……」

　このふたりは放っておこう。だいたい、いつもこんな感じなのは、何度か目まの当たりにしてもう理り解かいしている。

　沙さ織おりの方に目を向けると、

「私は、オーケストラの練習だ」

　と教えてくれた。胸むねにヴァイオリンのケースを抱だいている。スイコーの伝でん統とうで、卒業式で歌う式歌の伴ばん奏そうは、音楽科の一年から三年……総そう勢ぜい三十名によるオーケストラ演えん奏そうで行われるのだ。

「ましろんは何を見てるの？」

　美咲がましろの隣となりを陣じん取どって窓まどにしがみ付く。

「七なな海みよ」

「どれどれ〜、お、ななみん、発見！　あたしも手伝ってくるね〜！」

　すかさず美咲が駆かけ出していく。その後ろ姿すがたは少し先の階段に吸すい込こまれて行き、すぐに見えなくなった。

「まったく、慌あわただしいやつだな」

　総一郎の顔から苦笑がこぼれる。

「美咲も完かん全ぜん復ふつ活かつだな」

　なんだか沙織はうれしそうだ。うんうん、と頷うなずいている。

「婚こん約やく指ゆび輪わの効こう果かは絶ぜつ大だいというわけか」

　総一郎が含ふくんだ言い回しで、仁に視し線せんをやった。先ほどの仕返しのつもりなのだろう。

「さて、なんのことだ？」

　仁がとぼけてみせる。

「悪あがきはよせ。昨日、上かみ井い草ぐさに見せつけられて、散々自じ慢まんをされたぞ」

「私もだ。三時間はしゃべっていたな」

「あっそ、そりゃあ、迷めい惑わくをかけたね」

　それはそうと、『婚約』の部分は否定しなくてもいいんだろうか。まあ、あながち間ま違ちがってはいないと思うけど……。

「これでお前も、少しはまともな人間になりそうだな」

　満足そうに頷うなずく総そう一いち郎ろうの横で、

「指輪か……いいなあ」

　と、沙さ織おりがおもむろに呟つぶやいていた。

　一いつ瞬しゆん、その場にいた全員が、沙織に目を向ける。

「な、なんだ？」

　突とつ然ぜんの集しゆう中ちゆう砲ほう火かに、沙織が困こん惑わくする。完全に無自覚な発言だったようだ。

「だってさ、元生徒会長さん」

　意地の悪い笑みを浮うかべた仁じんが、総一郎の肩かたにぽんと手を置く。総一郎の顔は、すでに真っ赤だ。形けい勢せいは今の一発で完全に逆ぎやく転てんしている。

「彼女のご所望だもんな。指輪、プレゼントしてあげたら？」

「な、なんで、そのことを!?」

　本気で沙織が驚おどろいている。

「さっき、心の声が口から出てましたよ。いいなあって」

　不ふ憫びんなので、空太がそう教えてあげた。

「え？　ほんとに!?」

　この場にいて、一番信用できる人物に沙織が確かく認にんする。もちろん、総一郎だ。顔を赤くしたまま、総一郎がこくんと頷うなずく。すると、沙織も頬ほおを紅こう潮ちようさせて、

「ち、違ちがう！　違うんだ！」

　と必死になって弁べん解かいをはじめた。
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「催さい促そくとか、そ、そういう意味ではなくて」

「はうはうは、総一郎君から指輪をもらいたくないわけ？」

　すかさず仁がからかいの言葉をかける。

「だ、だから違う！　そ、その、ほしいに決まっているけど、それはあくまで……って、私はまた何を言っているんだ！　婚こん約やくとかそこまで重い意味ではなくて、私はそんな重い女じゃないし、単にだな、その……と、とにかく違うんだ！」

「わかってるって」

「ほ、本当だろうな」

「女子としての憧あこがれってことでしょ？　はうはうは意外と乙女おとめだからね」

　確たしかに、沙織の見た目は大人おとなっぽい。けど、総一郎とのことで、いつも仁にからかわれている姿すがたは、まさに乙女おとめという感じでかわいらしい。

「わかっていたのなら、私をからかうな！」

「それは無理な相談だな」

「なぜだ」

「慌あわてているはうはうが、かわいいから」

「も、もういい！　私は、練習に行くぞ。行くからな」

　すたすたと沙織が遠ざかっていく。ひとつ仁を睨にらんでから、総一郎も沙織を追いかけていく。

　その背せ中なかを仁が呼よび止めた。

「あ、元生徒会長」

「なんだ？」

　眉み間けんに皺しわを寄よせた総一郎が振ふり返る。

「例の件けん、よろしくな」

　その一声で、総一郎が表ひよう情じようを引き締しめた。

「わかっている」

　一体、何のことだろうか。

「なんです？　例の件って？」

「ま、卒業式でちょっとな」

「はあ」

　露ろ骨こつにはぐらかされては、曖あい昧まいに返事をするしかない。

　総一郎は少し先で立ち止まっていた沙織と並ならんで遠ざかっていく。ふたりで仁の悪口に花を咲さかせていた。

「実にお似に合あいのふたりだね〜」

　沙さ織おりと総そう一いち郎ろうを見送りながら、仁じんが能のう天てん気きなことを言う。ほんといい性せい格かくをしている。

　空そら太たたちものんびりはしていられない。

「椎しい名な、俺おれらもそろそろ署しよ名めい集あつめに……」

　声をかけても、ましろはまだ窓まどからテニスコートを見ていた。

「なにか面白いものでも見えるのか？」

「美み咲さきも出てきた」

「ほう、どれどれ」

　見ると、テニスコートに一匹ぴきのクマがいた。着ぐるみのクマだ。中身は確かく認にんしなくてもわかる。絶ぜつ対たいに美咲だ。一体、どこで着き替がえたのだろうか。さっきまでは確たしかに制せい服ふく姿すがただったはず……。

　その美咲が扮ふんしたクマが、テニスコートを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回っている。逃にげ惑まどうテニス部員たち。総そう勢ぜい三十名近い人数で、壮そう絶ぜつな鬼おにごっこが行われていた。

　美咲に追いつかれた部員は、男女問わずに豪ごう快かいなベアタックルでコートに沈しずんでいく。ひとり、またひとりと犠ぎ牲せいは増ふえていった。

「うわ〜、修しゆ羅ら場ばだな」

　どうしたことか、着ぐるみなのに足が速いのだ。運動部の足にだって余よ裕ゆうで追いついている。さすが宇う宙ちゆう人じん。か弱い人類は、為なすすべなく狩かられていくのみ。完全にパニック状じよう態たいだった。

　止めた方がいいだろうか。

「仁さん、あれ、どうしましょうか？」

　隣となりにやってきた仁に声をかけた。

「見なかったことにしよう」

「そういうわけにはいかないでしょ！」

　空太が声を張はると、想おもいが天に届とどいたのか、誰だれかがクマを取り押おさえている。背せ中なかに揺ゆれる大きな馬の尻尾しつぽ。七なな海みだ。

　捕ほ獲かくされた美咲は、テニスコートの端はしっこに首根っこを掴つかまれた格かつ好こうで連行され、正せい座ざをさせられていた。声は聞こえてこないけど、七海にこってりと叱しかり付けられている。

「なんですかね、この茶番は」

「茶番だろうな」

　身も蓋ふたもない。

「そういや、仁さん」

「ん？」

「美咲先せん輩ぱいと、今後のこと、話し合ってるんですか？」

　卒業したら仁じんは大阪だ。そのことで、お互たがいに歩み寄よろうと、さくら荘そうの取り壊こわしを告げられたあの日に、仁は美み咲さきと約束をしたはず。

「そうしたいのは山々だけどな。美咲があの様子じゃあな」

　少し目を離はなしていた隙すきに、形けい勢せいは逆ぎやく転てんして七なな海みがクマに押し倒たおされていた。しばらく観察していると、なにやら話し合いが行われ、その結果、七海まで着ぐるみに着き替がえはじめた。

「超ちよう展てん開かいになってるんですけど」

「青あお山やまさんが着るなら、狩かりはやめると約束したんじゃないか」

　興きよう味みなさそうに仁が言う。

　七海の着替えが終わった。虎とら柄がらの虎だ。

　すると、すぐさま美咲が狩りを再さい開かいする。安心しきっていたテニス部の部員たちが、一目散に逃にげ出した。猛もう獣じゆうから逃げるインパラの群むれのようだ。

　七海が何やら文もん句くを言いながら、懸けん命めいに追いかけているけど、もはや追いつかない。装そう備びが変わって機動力は大おお幅はばダウンだ。

「青山、脱ぬげばいいのに……」

「背せ中なかのファスナーに手が届とどかないんだろ」

「あ、そうか」

　前にましろが猫ねこの着ぐるみを着ていたときに、ファスナーを下ろせと頼たのまれたことがある。七海も背中に手を回そうとしているけど、かわいくもがいているようにしか見えない。

「空そら太た」

　見れば、ましろは神しん妙みような面おも持もちだ。

「どうした？」

「七海が変」

「ああ、変だな。虎になってる」

「七海、すごく元気」

「え？　あ……」

　そっちかと心の中で呟つぶやく。そして、横目で仁の様子を窺うかがった。七海からは黙だまっていてくれと言われているのだ。

「口止めされてるんだろうけど、気にしなくていいぞ」

「仁さん？」

「昨日の晩ばんから、青山さんは妙に明るくて、空太は腹はらでも痛いたいんじゃないかって顔をしてれば、誰だれだってわかるよ」

　軽く笑われてしまった。

　ばれているなら、仁に遠えん慮りよをすることもない。

「今、青山はやせ我が慢まんしてるんだよ」

「やせ我が慢まん？」

「この二年間はさ……青あお山やまにとって声せい優ゆうになることがすべてだったんだ。そもそも、実家を離はなれて大阪からやってきたのだって、そのためだ。バイトして自分でお金を稼かせいでいたのも全部……全部が全部、夢ゆめを現げん実じつにするためだったんだ」

「うん、七なな海みがんばってた」

「でも、オーディションがダメで、今、ほんとは泣きたい気持ちでいっぱいのはずなのにさ。署しよ名めい活かつ動どうをしている場合じゃないんだよ……」

「……」

「だけど、さくら荘そうのことがあるから。仁じんさんと美み咲さき先せん輩ぱいの卒業も近いから。心配なんてさせられないから青山は泣かないんだ」

　あとは、取り壊こわしの理由が、ましろだとわかったことも関係していると思う。ましろに責せき任にんを感じさせたくないと、昨日、七海は語っていた。

「……」

　ましろは空そら太たから目を逸そらさない。

「昨日、通知が届とどいたときに、ちゃんと泣ければよかったのに。俺おれ、あのときかける言葉を間ま違ちがえたんだと思う」

　自分の言葉に感かん情じようがざわついていく。

「空太」

「青山の強がりたい気持ちなんてほんとは無む視しして、嫌きらわれてもいいから、泣かせるべきだったんだ」

「……」

　今さらそれがわかっても遅おそいというのに……。自分に対する苛いら立だちは募つのるばかりだ。腹はらの底から熱を帯びた後こう悔かいがこみ上げてくる。

「俺……目を逸そらしたんだよ」

「……」

「タイトル審しん査さ会かいとさくら荘のことで頭がいっぱいだったから」

　ましろが原げん因いんだというプレッシャーもあった。

「ほんと頭の中パンク寸すん前ぜんだった。だから、青山の『大だい丈じよう夫ぶ』は大丈夫じゃないってわかっていたのに、食い下がるのをやめて、目を瞑つぶった……。これ以上は俺がもたないと思って、無む意い識しきに計算してたんだな、きっと。それで、青山が強がってくれたことに甘あまえた……絶ぜつ対たいにやっちゃいけないことだったのに！」

　自然と言葉は強くなっていた。感情がそうさせていた。

「いいんだよ、それで」

　仁じんの声は、そんなのなんでもないと軽く語っていた。

「いいわけないじゃないですか」

「どうするかは青あお山やまさんが決めたことだろ？　お前は彼かの女じよの意思を尊そん重ちようしただけだ」

「違ちがいます。俺おれは俺自身のために、青山を見み捨すてたんです」

　今日になってそれがわかる。もう遅おそいのに。

「空そら太たがそんな罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれていたら、青山さんが強がった意味がなくなるだろ」

「だとしても、我が慢まんなんてさせちゃいけなかったんですよ。我慢なんかできるはずないんですから！」

「そうだな」

　仁じんは遠くの空を見つめている。

「そんなこと、青山さんが一番よくわかってるよ」

「え？」

　当たり前のことに、空太は驚おどろいていた。

「我慢できるような感かん情じようじゃない。めちゃくちゃ無理してんだ。そんなことわかってる。青山さんが一番よくわかってる。当たり前だろ？　当人なんだから。痛いたいのは青山さんだ。けど、青山さんは、今はさくら荘そうのために、卒業が近い俺や美み咲さきのために、明るく振ふる舞まっていたいと思ってくれたんだ。生なま半はん可かな気持ちでやれることじゃない。もうこうなると、理り屈くつじゃないんだよ。いいとか悪いとか、こうするべきとか、こうあるべきとか、そんなの全部関係なくて、こうしたいって気持ちだけの話になっていくんだ」

「そう……ですね」

　損そん得とくなんか関係ない。そうしたい。それは空太が龍りゆう之の介すけに語った言葉でもある。だからこそ、仁の言い分が痛いほどに体を貫つらぬいていく。それでも、七海を救いたかった。矛む盾じゆんしているのはわかっていても……。これも、理屈じゃない話だ。

「そういう強い気持ちをさ、他人がとやかく言って、無理やりに変えさせるのも、それはそれで、どこかが歪ゆがんでくるんじゃないのか？」

「なら、ダメだとわかっていても、青山がもっとしんどいことになるのを知っていても、放っておけって言うんですか!?」

「そうだ」

　はっきりと仁が声に出す。

「そんな！」

「これは想そう像ぞうだけど……青山さんは結果を見る前から決めてたんだと思うぞ」

「決めてた？」

　窓の縁へりに仁が手を添そえる。視し線せんが眼がん下かのテニスコートに向けられていた。

「さくら荘の取り壊こわしの話が持ち上がったせいか、それとも、卒業間近の俺と美み咲さきに気を遣つかって最初からそのつもりだったのかはわからないけど、二年間のすべてが詰つまったオーディションだろ？　その落選を突つきつけられて、空そら太たはとっさに感かん情じようをコントロールして強がるなんて真ま似ねができるか？」

「……」

　できない。できるわけがない。言わればみればその通りだ。あのとき、結果を告げられたとき、空太の方が動どう揺ようしていた。

「とてもじゃないけど、俺おれにはできないな。きっとその場で全部投げ出すと思う」

「俺だってそうですよ」

　そう口に出してみると、仁じんの言葉が妙みように納なつ得とくできた。

　七なな海みは一言も口には出さなかったけど、毎日、考えていたはずなのだ。オーディションの結果のことを。受かっていた場合のこと。それ以上に、落ちていた場合のことも。最初は、その全部が七海個こ人じんの問題だった。なのに、この時期に、さくら荘そうの取り壊こわしの話が持ち上がってしまった。しかも、その理由がましろにあるのだということもわかって……。真面目な七海はそれを自分の問題にしてくれた。空太と一いつ緒しよに心配してくれた。さくら荘を……。ましろのことを……。それがすごくうれしかったから、そのせいで犠ぎ牲せいになっている感情が七海の中にあることを空太は見み過すごしていた。

　今だけは……今だけは自分を一番にして、七海は自分のことだけを考えてもよかった。考えてほしかったのに。

「間ま違ちがえたかもしれないって気持ちから目を逸そらしてないんなら、空太はそれでいいんだよ」

「よくないですよ」

「あとは、ほんとにダメになったときに、青あお山やまさんを支ささえてやれ」

「……」

　それが七海にとっての救いになるとは思えない。

「確たしかに、これは回り道かもしれないけどな。時間が経たてば、間違いじゃなかったと思える日が来ることだってある」

「仁さん」

「いいもんだぞ、回り道も。人生色々と見えてくる」

　そう言って仁は笑った。

「それに、青山さんに無理をさせたのはお前だけが背せ負おう問題じゃない。俺おれと美み咲さきにも責せき任にんがあるってことになる」

「それは！」

「卒業は仕方がないことか？　でも、さくら荘の取り壊しも、俺に言わせれば同じだよ。だから、結果を出せるように全力を尽つくそうぜ。これで、さくら荘までなくなったら、それこそ青山さんが救われない」

　そう言って空太を見た仁はまた軽く笑った。先ほどまでのどこか感かん情じようを押おし殺した笑みとはまるで違ちがう。ああ、そうかと思った。仁じんもまた悩なやんだ上で、先ほどの言葉を口にしていたのだ。

　言いたいことは色々とある。納なつ得とくできないことも多い。だけど、仁の言い分は正しい。さくら荘そうがなくなったら、ほんとに全部が壊こわれてしまう。

　だから、今は署しよ名めいを集めるしかない。最後まで諦あきらめずに集める。みんなで過すごしてきたあの場所を守るために。みんながみんなのためにがんばっている。その気持ちに応こたえるためには、空そら太たもがんばるしかない。

「んじゃ、俺おれは先に行くぞ」

「はい」

　仁が階かい段だんを一段飛ばしで下りていく。恐おそらく、美み咲さきを回かい収しゆうするために、テニスコートに向かったのだろう。今日、ふたりは体育館で部活をしているバレー部とバスケ部を担たん当とうする予定になっていたはずだから。

「わたしのせいね」

「椎しい名な？」

「七なな海みが元気なのはわたしのせい」

「それは違うぞ」

「わたしがいるから、さくら荘はなくなるんでしょ？」

　透すき通った目で、ましろが見み据すえてくる。

　違うと否ひ定ていしても意味がないと思った。ましろはそういう話をしているんじゃない。

「七海に謝あやまらないと」

「そんなの青あお山やまは望んじゃいない」

「なら、どうすればいいの？」

　ましろの瞳ひとみが揺ゆれている。

「わたし、どうすれば」

　不安に揺ゆらいでいた。

「教えて、空太」

　ましろから漂ただよう切なさに、空太は下した唇くちびるを噛かみ締しめて耐たえた。

「ここが痛いたい……」

　胸むねに当てた手を、ゆっくりとましろが握にぎっていく。

「昨日から、ここが痛いわ」

　そう言いながら、ましろは廊ろう下かにしゃがみ込こんでしまった。

「椎名」

「朝になれば、治ると思ったのに」

　空太の胸もきつく締め付けられていた。

「治らなかった」

　心の痛いたみが、重く圧のし掛かかってくる。

「俺おれも一いつ緒しよだ」

「空そら太た？」

　儚はかなげな瞳ひとみが見上げてくる。

「胸むねが苦しくて、痛くて……たまんないよ。青あお山やまも同じだと思う」

「わたし、何かしたい」

「そうだな」

　この身を捧ささげることで、問題が解かい決けつするなら喜んで捧ささげよう。

「しないといけない気がするの」

「……」

　だけど、どんなに願っても、そんな奇き跡せきの手しゆ段だんはどこにもない。ここは現げん実じつの世界だ。

「さくら荘そうのために。七なな海みのために。わたしはどうすればいい？」

　やれることはひとつだけ。けど、その前に……。

「まずは、立たないとな」

　前かがみになって、ましろの両手を捕つかまえる。勢いきおいよく引っ張ぱり起こそうとしたら、額ひたいと額をぶつけてしまった。

「おでこも痛いわ」

「悪かったよ！　俺も痛い！　でも、痛くても、今は署しよ名めいを集めるしかない」

「うん」

　仁じんの言っていた通りだ。これで、署名まで集まらなければ、七海の気持ちは救われない。ましろの心も救われない。

　もはや、道はひとつしか残されていない。

「集めるしかないんだ」

　自分に言い聞かせるように、空太はそう言うしかなかった。




　　　　５




　時間が足りない。一日がすぐに終わってしまう。

　退たい屈くつなはずの授じゆ業ぎようですら、短く感じていた。

　週が明けて三日目の今日は、三月二日の水曜日。卒業式まで一週間を切った。

　その昼休み。空太は、ましろ、七海、美み咲さき、仁の四人と一緒に、家庭科の授業で使う調理室に集合していた。テーブルを囲んだ五人の前には、カセットコンロと水みず炊たきの鍋なべがある。ぐつぐつと煮に立たち、美お味いしそうな湯気がゆらゆらと舞まっていた。

　お昼ご飯を食べているのだ。

　署しよ名めい活かつ動どうは、早く登校する生徒にも話を聞いてもらうため、朝練の時間帯から準じゆん備びをしている。そのため、毎朝お弁べん当とうを用意している余よ裕ゆうがなくなった。

　それで、さくら荘そう会かい議ぎを開いた結果、

「ま、腹はらが減へっては戦はできぬって言うしな。『お弁当当番』を決めようか」

　ということになり、

「俺おれか、美み咲さきがやるのが妥だ当とうだな。今は自由登校で授じゆ業ぎようもないわけだし」

「はいはい！　あたしと仁じんがやるよ！」

　と、あっさり仁と美咲に決まった。

　そして、早さつ速そくその翌日から『お弁当当番』はスタートした。初日は、朝の署名活動が終わったあとで、自由登校中のふたりはさくら荘に戻もどり、わざわざお弁当を作って持ってきてくれた。けど、一度やって効こう率りつが悪すぎると思ったようで、二日目からは調理室に集まるように言われた。その結果がこれだ。

　カレー、パスタ、ハンバーグの順に振ふる舞まわれ、昨日はおそば屋さんの出前が出てきた。

「美咲先せん輩ぱい、なんで、ざるそばとかけそばが、ひとりひとつずつセットであるんですか？」

「今日、あたしは、ざるそばをおかずに、かけそばを食べたい気分だったんだも〜ん！」

「生まれて此この方、俺は、そんな気分の日はなかったんですけど！　これからもないと思うんですけど！」

「あ、さては、こーはいくんは、かけそばをおかずに、ざるそばを食べる派はだな！　通だね！」

「通の基き準じゆんがさっぱりわからんわ！」

「神かん田だ君、それ以前に学校で出前を取っていることには、突つっ込こまなくていいの？」

「明日はピザでも頼たのむか」

　七なな海みのごもっともな指し摘てきに、能のう天てん気きな発言を返した仁は、ひとりだけコロッケ付きのカレーそばをすすっていた。

「空そら太た」

「なんだよ」

「おそば、おいしいわ」

「そりゃ、よかったな！」

　そして、今日はピザではなく、鍋なべの気分になったらしい。

　当初は注意していた七海も、今では諦あきらめたのか、なんでもない顔で鍋の具をおたまで盛もっている。お目当ての具材を発はつ掘くつできたのか、ちょっとうれしそうだ。

　けど、そんな喜びもつかの間、隣となりに座すわっていた美咲の箸はしが伸のびてきて、七海の器からホタテを奪うばっていく。

「あ、上かみ井い草ぐさ先輩！」

　今さら慌あわてても、もう遅おそい。美咲は奪ったホタテをぱくりと食べてしまう。

「油ゆ断だんするなよ、青あお山やま。わかってると思うけど、さくら荘そうの鍋なべにおけるセーフティーゾーンは、口の中だ。器はまだ鍋の中と同じと思った方がいい」

「……わかってる」

　よほど悔くやしかったのか、七なな海みが鍋の中を凝ぎよう視ししている。ホタテを探さがしているのだろう。けど、見つからない。さっき、美み咲さきがホタテを乱らん獲かくしてばくばくと食べていたせいだ。すでに絶ぜつ滅めつしている可か能のう性せいが高い。

　すると、七海の器に、隣となりから箸はしが伸のびてきて、ホタテを入れていく。

　驚おどろいたことに、それはましろだった。

「ましろ？」

「あげるわ」

「あ、うん、ありがと……え!?　いいよ！」

　そこで、ようやく目の前の出来事を把は握あくしたのか、七海がホタテを返そうとする。けど、箸で掴つかんで戻もどすのは行ぎよう儀ぎが悪いと思ったのか、口をへの字に曲げて躊躇ためらっていた。

　それを美咲がものほしそうに見ている。

「青山、美咲先せん輩ぱいが狙ねらってるぞ」

「食べて」

　ましろに勧すすめられ、七海は「じゃあ」と言葉にしてから、ホタテを口に運んだ。美咲への警けい戒かいも怠おこたってはいない。

「おいしい？」

　じっとましろが七海を見ている。

「うん、おいしい」

「あと、なにがいい？」

「え？」

「七海、どれ食べたい」

　尋たずねられた七海の視線は、美咲へと向かっている。その美咲は大きな口で、タラを頬ほお張ばっていた。本当に幸せそうに食べている。

「タラかな」

「空そら太た、取って」

「俺おれに振ふるのかよ！」

「あと、マロニーかな」

「空太、マロニー追加よ」

「へいへい」

　仕方がなく鍋の中を、おたまで漁あさる。果たして、タラは残っているのだろうか。タラもまた美咲がたくさん食べていたし、人気の具材だ。さっきから白菜とえのきばかりが引っかかる。マロニーは大漁だ。底の方をすくうと、大物の感かん触しよくが手に伝わってきた。

「お、これは」

　鍋なべから上げたおたまにはタラの切り身が入っていた。

「ほれ」

　それを、マロニーと一いつ緒しよに七なな海みの器に移うつしてあげる。

「ありがと」

　七海がやはり美み咲さきを警けい戒かいしながら、食べようとする。視し線せんが気になったのか、開けていた口を閉とじて、タラも器に戻もどした。

　ましろがじっと七海を観察しているのだ。

「そんなに見られると食べづらいんだけど」

「空そら太た、見ないで」

「青あお山やまは椎しい名なに言ってるんだよ！」

「神かん田だ君にも言ってるんだけどね」

「だから言ったのに」

　なにやら、ましろが勝ち誇ほこっている。

　その隙すきに、七海はタラを食べていた。マロニーもちゅるりと唇くちびるに吸すい込こまれていく。

「七海、おいしい？」

「うん、マロニーおいしい」

「そっちかよ！」

「やっぱり、お鍋にはマロニーだよね。もちろん、タラもおいしいけど」

　七海が小さな幸せを噛かみ締しめている。

　すると、ほっとしたのか、ましろの口元がわずかに緩ゆるむ。

　今週になってから、ましろのそんな表ひよう情じようを空太は何度も見ていた。全部七海がらみだ。なにかと声をかけている。大たい概がいが突とつ然ぜんすぎて、七海を困こまらせているわけだが……。昨日も、休み時間に教室に現あらわれたかと思うと、

「あげるわ」

　とか言って、七海にバームクーヘンを渡わたして帰っていった。

　取り残された空太と七海は、

「なに、これ？」

「さあ？」

　と首を傾かしげるしかなかった。

　ただ、理由には心当たりがある。七海のことを心配しているのだ。七海が元気すぎるから。明るすぎるから。そんなのはおかしいと、ましろも思っている。そして、今も、自分のせいだと思い込んでいるのだ。きっと。

　そんなことを考えていると、隣となりに座すわっていたましろが急に立ち上がった。

「お、なんだなんだ」

「トイレよ」

「そうかよ、いっといれ」

　不用意な発言をしたら、周囲にブリザードが吹ふき荒あれた。七なな海みが冷やかな目で空そら太たを見ている。癖くせになりそうなくらいに、刺し激げき的てきな視し線せんだ。

　ごまかすように、教室から出て行くましろの背せ中なかに、

「迷まい子ごになるなよ」

　と声をかけた。調理室の周辺は、授じゆ業ぎようでは殆ほとんど足を運ばないエリアだけに心配だ。

　振ふり向いたましろが、野生動物のように、ドア口から顔だけを覗のぞかせてくる。

「なに言ってるの？」

「お前は、少しは自覚を持てよ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「いつも思うけど、お前はその自信をどこで手に入れたの？　俺おれにも教えてくれ！」

「迷まよったら大きな声で、空太を呼ぶもの」

「やめてね！　校内で変な噂うわさが立つからさ！」

　ただでさえ、一昨日おとといに美び術じゆつ科かの深ふか谷や志し穂ほから、ましろと付き合っているのかと質しつ問もんを受けたばかりなのだ。

「ましろ、なんか変じゃない？」

「そりゃあ、まあ、変にはなるだろ。さくら荘そうがなくなるって状じよう況きようだし、その理由が自分にあるってわかってるんだから」

　しかも、そんなときに七海が深く傷きずついて……ましろなりに元気づけたいと思うのは当たり前のことだと思う。

　納なつ得とくはしてない風だったけど、七海はそれ以上ましろのことで何も言ってこなかった。

　鍋なべの具を食べつくしたところで、仁じんが締しめの雑ぞう炊すいを作りにかかる。その様子をぼんやり見ていると、ケータイが鳴った。

　メールが届とどいたのだ。

　本文を確かく認にんすると、

　──空そら太たが消えた

　と書いてあった。

「案の定、迷子になってんじゃねえか！」

　煮に立たった雑炊の上に卵たまごが垂たらされる。いい香かおりに未練を感じつつ、空太は廊ろう下かに出た。

　すぐにましろは見つかった。

　ふたつ隣の教室の前に立ち尽つくしている。

「椎しい名な」

　声をかけると空そら太たに気づいて、ましろはゆっくり歩いて近づいてきた。何やら不満そうに頬ほおをわずかに膨ふくらませている。

「勝手に移い動どうしないで」

「しとらんわ！」

　ましろを連れて調理室に戻もどると、雑ぞう炊すいがいい感じに出来上がっていた。仁じんが全員分を器に移うつして配ってくれる。

　その仁は、食事をしながらあるものを見ていた。

　署しよ名めい用ようのノートだ。

　下した唇くちびるを軽く噛かんで、何か考え事をしている。

「さすがに、まずいな」

「これ、おいしいわ」

「誰だれも雑炊の話はしてないからな」

「わたしはしてる」

「そうだね」

「今週になって増ふえたのが五十に満たないとなると、木、金、土と来週の月曜でカウントを稼かせぐのは、厳きびしいよな。何か手を打たないと」

「そうですね」

　最も順調な伸のび率りつだったのが先週末。今週になると、そもそも興きよう味みを持ってくれている人はすでに署名済ずみで、数字を伸ばしていくことに苦戦していた。

　休み時間が終わるまで、作戦会議をしたけど、いい案は出ない。

「なにか、放課後までに考えます」

　と空太が言って、とりあえず、お開きになった。
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　五時間目と六時間目は、ずっと署名の数を増やすアイディアを考えていた。けど、各教室を回ったり、着ぐるみでパフォーマンスをしたり、部活ごとに話を聞いてもらったりと、すでに打てる手は打ってきた。その現げん状じようにおいて、画期的な新たな一手を絞しぼり出すのは、なかなかに難むずかしい。

　結局、ノープランのままで、空太は放課後を迎むかえた。

　ＨＲが終わると、ましろの方から教室にやってきた。

「空太、今日もやるわ」

　とか宣せん言げんしていたましろと一いつ緒しよに、一年生の教室をひとつずつ回る。最初は、なんだろうという興きよう味みもあったのだろうが、空そら太たたちの顔を見て、さっさと教室を出て行ってしまう生徒も多い。もう、用よう件けんはわかっているから聞く必要がないという態たい度どだ。

　それを引き留とめるだけの力が、空太の言葉にはなかった。酷ひどく無力を感じる。何度も心が挫くじけそうになった。

　けど、そのたびに、

「署しよ名めいに協力してください」

　と言い続けるましろの姿すがたを見て、心を立て直した。

　ましろはどこまでも真しん摯しだった。同時に、その姿からは、鬼き気き迫せまるものを空太は感じていた。表ひよう情じようや声は、普ふ段だんとさほど変わらない。むしろ、普段にも増まして、署名活動をしているときのましろは儚はかなげだった。それこそ、ガラス細工や氷の彫ちよう刻こくのように……。

「今、さくら荘そうは取り壊こわしの危き機きにあります。皆みなさんの力を貸かしてください。どうか、よろしくお願いします」

「お願いします」

　空太に続いて、ましろがぺこりとお辞じ儀ぎをする。

　一通り話を終えたところで、女子生徒がふたり署名をしてくれた。見覚えがあると思ったら、文化祭のときにさくら荘のみんなで作った『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』の感想を言いにきてくれた女子生徒たちだった。

　ふたりは、がんばってくださいと言い残して、教室を出て行った。これから、部活のようだ。

　それが終わったところで、ひとりの男子生徒が近づいてきた。

「協力してくれるの？」

　話しにくそうにしている一年生に、空太から声をかける。

「あ、いえ、その……署名って、こちらにも書かないといけないんですか？」

「こちらって？」

　なんのことだろうか。

「僕ぼく、パソコン室に置いてあるノートには書いたんですけど」

「パソコン室？」

　またしても、言っている意味がわからない。

　顔を顰しかめたせいか、一年生が不安そうに小さくなっていく。

　そこに、廊ろう下かから七なな海みが駆かけ込こんできた。

「あ、いた！　神かん田だ君、ちょっと聞いて！」

　慌あわてた様子だ。額ひたいには薄うっすらと汗あせをかいている。

「何かあったのか？」

「それが、パソコン室に署名用のノートが置かれているっていう話を、バレー部の一年生に聞いたんだけど」

　空そら太たはましろと顔を見合わせた。

「今、俺おれたちも、その話を聞いてたところ」

　話しかけてきた一年生に向き直る。急に視し線せんが集まったせいで、頬ほおが引きつっていた。

「さっきの話だけど、どういうこと？」

「いえ、だから、その……パソコン室に署しよ名めいのノート、ありますよね？　ホームページを見て知ったんですけど」

「ホームページ？」

　空太と七なな海みの疑ぎ問もんが重なる。ましろも首を傾かしげていた。

「校内サイトに、先せん輩ぱいたちがしている署名活動のページがあって、そこに色々書かれているのを読んだんです。校内サイトの扉とびらページから、リンク張はられてますよ」

　けど、空太も、ましろも、七海にも身に覚えがない。

「確かく認にんが先だな」

　ましろと七海が頷うなずく。

「君もありがと」

「あ、い、いえ」

　一年生にそう告げて、空太たちはパソコン室に急いだ。




　視し聴ちよう覚かく室しつの前を通り、その奥おくがコンピューター室になっている。生徒の間では、パソコン室と呼よばれている教室だ。

　ドアを開けると、ずらりと並んだ四十台のパソコンが空太たちを出で迎むかえた。

　その一番前の席に、見知った顔があった。

　仁じんと美み咲さきだ。

「あれ、ふたりして、なんで？」

　空太の様子を見るなり、

「そっちも、パソコン室のノートの話を聞いたらしいな」

　と言ってきた。

　黙だまって頷く。説明はそれで十分だ。

「それで、ノートは？」

　七海が教室の中をきょろきょろと探さがす。

「これだよ」

　ノートは仁の手の中にあった。

「ほれ」

　無む造ぞう作さに空太に投げてよこす。しっかりと受け取り、ページをぱらぱらとめくった。

　ましろと七海も両りよう脇わきから覗のぞき込こんでくる。

「はあ!?」

　真っ先に、空そら太たが呆あきれ交じりの驚おどろきの声を出した。

「うそ!?」

　続いて、七なな海みが口に手を当てる。

「名前、いっぱい」

　ましろがぽつりともらした。

　そう、そうなのだ。

　ノートは前半分くらいのページが、ぎっしり埋うまっていた。

　その数が、どれだけすごいかは、今日まで署しよ名めい活かつ動どうをしてきた空太たちだからこそ、よくわかった。

　ノートに刻きざまれていた名前の数は、この十日間、空太たちが足で稼かせいできたのと、ほぼ同数あったのだ。

「あと、これだよ、こーはいくん！」

　パソコンの前に陣じん取どった美み咲さきが手て招まねきをしてくる。

　ディスプレイを覗のぞき込こむと、ホームページが映うつし出されていた。少し大きめの文字で、さくら荘そうの置かれた状じよう況きようが、写真付きで紹しよう介かいされている。寮りようの中の様子を写した写真も載のっている。確たしかに古い建物だけど、今すぐ壊こわすほどではないと訴うつたえている。

　今の住人は、三年がふたりで、二年が四人。だから、あと一年間くらい……二年生が来年卒業するまでは、残してほしいという想いが綴つづられていた。

　その最後は、署名をお願いしますと締しめくくられている。

　こんな真ま似ねができる人間はひとりしかいない。ここにはいない、もうひとりのさくら荘の住人……。

「赤あか坂さかの仕業か」

　間ま違ちがいない。

「だけど、どうして、こんなにたくさんの署名が？」

　改めてノートを確かく認にんしている七海は、まだ信じられないといった様子だ。

　それには仁じんが答えた。

「想そう像ぞうするに、誰だれかの見ている前で署名するのには抵てい抗こうがあるっていう生徒が、結けつ構こうたくさんいたということだろうね。大人おとなしい子にとっては、俺おれたちに関わるだけでも、十分目立って嫌いやだったんじゃないの？」

　人目の限かぎられたパソコン室でなら、目立つことなく署名ができる。

「赤坂らしいやり方だな」

「こーはいくん、ドラゴンは？」

「あいつ、ＨＲが終わったあとも、今日はまだノーパソで作業していたから、教室にいるかも」

　恐おそらく、仕事の区切りが悪かったのだろう。

　それを聞いた美み咲さきが、真っ先に駆かけ出す。行き先は聞かなくてもわかる。空そら太たもそうしたい気持ちだった。たぶん、全員がそうだ。

「俺おれらもいくぞ」

　仁じんの掛かけ声を合図に、空太、ましろ、七なな海みも順に美咲を追った。

　すれ違ちがう生徒の誰だれもが、何事かと疑ぎ問もんの視し線せんを向けてくる。慌あわてて道を空ける生徒も大おお勢ぜいいた。

　夕ゆう暮ぐれの廊ろう下かを、五人で駆け抜ぬけていく。

「廊下は走ったら、ダメなんだよ」

　そう言っている七海も、走るのをやめようとはしない。振ふり向くと、楽しそうな表ひよう情じようが空太を待っていた。

　その気持ちがよくわかる。なんだか笑ってしまう。頬ほおの筋きん肉にくがバカになっている。

　先に突つっ走ぱしっていた美咲が二年の教室から逆ぎやく走そうしてきた。

「ドラゴン、いない！」

「だったら、昇しよう降こう口ぐちだ！」

　仁の指し示じで一いつ斉せいに進路を変える。階かい段だんを駆け下りて、一階に急いだ。

　下げ駄た箱ばこと下駄箱の間から、校門へと真っ直ぐに続いた道を確認する。

　いた。

　一目でわかった。

　男子にしては華きや奢しやな体つき。背せ中なかまである無む造ぞう作さに伸のびた長い髪かみ。なにより、堂々とした存そん在ざい感かんが龍りゆう之の介すけだった。

「ドラゴーン！」

　上うわ履ばきのまま外に飛び出す。

　呼よばれた龍之介は、少し驚おどろいたように肩かたを揺ゆらした。

　振ふり向いたその顔は、完全に怯おびえている。

　それもそうだろう。空太、美咲、仁、ましろ、七海の五人が、自分に目がけて突っ走ってくるのだから。

　美咲など飛びつかんばかりの勢いきおいだ。ぎりぎりのところで、仁が首根っこを掴つかまなければ、間ま違ちがいなく龍之介にダイブして、気き絶ぜつさせていたことだろう。

　その代わりと言ってはなんだが、勢いが余あまって、空太が龍之介に抱だきついた。

「うわっ、神かん田だ、何をする！」
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　慌あわてた声は珍めずらしい。対リタ戦くらいでしか見せない態たい度どだ。

「パソコン室のノートだよ！　ありがとな！　ほんと、ありがと！　てか、なんで言わないんだよ！」

　興こう奮ふんを抑おさえきれず、龍りゆう之の介すけの肩かたをばんばん叩たたいた。

　龍之介はばつが悪そうにそっぽを向く。

「プログラマーは黙だまって仕事をするものだ」

「だからってな」

「そ、それより、いい加か減げん離はなれろ。肩も叩くな。痛いたいだろう」

「お、おう。悪い」

　龍之介の肩から手を離す。

「でも、どういう心しん境きようの変化？」

　そう聞いたのは七なな海みだ。

「不ふ可か能のうな物量の作業を、効こう率りつ化かして実じつ現げん可か能のうにするのはプログラマーの仕事だ」

「答えになってないんだけど」

「ま、そういうことにしておこうや」

　仁じんがその場をまとめる。

　これで、三百を超こえる署しよ名めいが集まった。三分の一まであと少し。不可能が可能になるかもしれない。希望はある。そう感じさせてくれるだけの成果だ。

　それに、今のこの気持ちに、署名の数は関係ない。空太の胸むねを熱くさせるのは数じゃないから。龍之介が動いてくれたことがなによりうれしいのだ。

　これで、さくら荘そうの全員が揃そろった。

　空そら太た、ましろ、七なな海み、美み咲さき、仁じん、龍りゆう之の介すけの六人。

　きっと、なんだってできる。

　この面めん子つに不ふ可か能のうはない。

　活力が無む限げんに湧わいてくる。ひとりじゃない。みんながいる。さくら荘のみんながいる。その心強さが勇気になった。

「よ〜し、あたしもドラゴンに負けずに集めるぞ〜！」

　やる気全開の美咲が、校こう舎しやに戻もどっていく。それを、仁が小走りで追いかけた。今の美咲は何をやらかすかわかったものじゃない。七海も自分の役やく割わりを思い出したのか、回れ右をして昇しよう降こう口ぐちに足を向けた。

「神かん田だ」

「ん？」

　呼よび止められて振ふり向く。

「僕ぼくは今でも、これが利口な選せん択たくだとは思っていない」

　いつもの泰たい然ぜんとした龍之介はそこにはいない。気まずそうにそっぽを向いている。言葉も選んでいるように思えた。

「だろうな。赤あか坂さかはそうでなくちゃ」

「だが、理り屈くつを抜ぬきにすれば、さくら荘はなくならない方がいいと思っている」

「そっか」

「その……まあ、悪くはない。仲間というのも」

「だろ？」

　空太が茶化すと、ようやく龍之介はいつもの顔つきに戻った。ちょっと不ふ機き嫌げんにも見える、自信に満ち溢あふれた表ひよう情じようだ。

「じゃあ、残りもがんばって集めようか」

　空太が気合いを声に乗せる。

　けど、隣となりにいたましろも、前にいた龍之介も、軽く頷うなずいただけだった。

「お前ら、そこは、『お〜！』とか言えよ！」

　とんだ肩かたすかしだ。

　すると、完全にタイミングを外したところで、

「お〜」

　と、棒ぼう立だちの体たい勢せいで、ましろが淡たん々たんと応こたえてくれたのだった。




　三月二日の水曜日。

　この日のさくら荘の議事録には次のように書かれている。


　──実じつ質しつ、署しよ名めい活かつ動どうができるのはあと四日。なにがなんでもやるぞ。書記・三み鷹たか仁じん

　──さくら荘そうは不滅だも〜ん！　追記・上かみ井い草ぐさ美み咲さき

　──必ず、集めます！　追記・青あお山やま七なな海み

　──集める。追記・椎しい名なましろ

　──もうやるしかない！　追記・神かん田だ空そら太た

　──やるからには勝つ。追記・赤あか坂さか龍りゆう之の介すけ

　──皆みな様さま、がんばってください。特に龍之介様を応おう援えんしています！　追記・メイドちゃん
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　翌よく日じつ、木曜日の朝からは、龍りゆう之の介すけも合流して一いつ緒しよに署しよ名めい活かつ動どうを行うようになった。

　昇しよう降こう口ぐちで声を張はり、各学年の教室を回り、グラウンドを駆かけ回り、体育館にお邪じや魔まをして、部室にも乗り込こんだ。回れる場所は全部回って、署名のお願いをした。

　さくら荘そうがひとつになっていた。

　寝ねても覚めても、さくら荘でも学校でも……とにかく六人一緒に行動したのは、文化祭のとき以来だと思う。

　食事も、三食全部を六人で揃そろって食べた。

　朝は登校しながら、仁じんの作ってくれたサンドウィッチを頬ほお張ばり、昼は調理室を占せん拠きよして、署名を増ふやすアイディアを出し合いながら、おかずを奪うばい合いながら栄えい養よう補ほ給きゆうを行う。夜はさくら荘のダイニングで、やっぱり、明日の作戦を練りながら食べた。

「神かん田だ君、この金きん目め鯛だい、どうしたの？」

「帰りに商店街寄ったら、顔見知りの魚屋のおっちゃんがくれたんだよ。『これでも食ってがんばれよ』って」

「こーはいくん、このコロッケは？」

「そっちは、お肉屋さんのおばちゃんからです。『負けんじゃないよ』って言ってました」

「空そら太た、この究極は？　たくさんある」

「その略りやくし方はやめろ！　もちろん、ハシモトベーカリーのおじさんが焼いてくれたんだ」

　そうした商店街の人たちの心こころ遣づかいは、本当にありがたかった。さくら荘の置かれた状じよう況きようを知って、こんな風に応おう援えんしてくれる人たちがいるという事実は、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする空太たちにとっては大きな支ささえとなっていた。

　放課後の署名活動が上う手まく行かなかった日も、通りがかった赤レンガ通りの商店街の人たちが、一声かけてくれるだけで、味方もいるんだと思えて心強かった。

　そう、ひとりじゃない。

　支えてくれる人がいる。応援してくれる人たちがいる。

　今日まで一緒に過ごしてきた仲間がいる。

　日付が進むごとに気持ちは追い詰つめられていったけど、署名活動に勤いそしむ日々には、合宿でもしているような楽しさが確たしかにあった。

　輝かがやくような日々だった。

　その時間に、意味があるかなんてわからない。かけた労力が報むくわれるとも限かぎらない。

　それでも、みんなで寄より添そうように過すごしていたのは、誰だれも言葉にはしなかったけど、どこかでわかっていたからだと思う。こんな風に過ごせるのが、あと何日もないことを。

　さくら荘そうの取り壊こわしを抜ぬきにしても、仁じんと美み咲さきは三月八日に卒業する。

　さくら荘のことを含ふくめれば、来年はみんながばらばらになってしまうかもしれない。

　だから、その残された日々を全力で駆かけ抜ぬけようとしていた。

　三月三日の木曜日は、一日中、学校内を駆け回った。それで、集まった署しよ名めいはわずか十名。その翌日の金曜日は、日が暮くれるまでがんばったけど、やはり十名程てい度どしか増やせなかった。土曜日に至いたっては、時間も限かぎられていたから一ひと桁けただ。

　この二週間を費やして集まった署名は、ようやく約三分の一を少し超こえたくらい。全校生徒の三分の二は果てしなくて遠い。

「ほんと、遠いな」

　六日。日曜日の夜。空そら太たは自室のベッドに仰あお向むけに寝ね転ころがり、自然にそう呟つぶやいた。板目の天てん井じようが空太を見下ろしている。

　これで、署名活動に残された日数は、明日……卒業式の前日である三月七日の月曜日だけとなった。

　今日は日曜日で何もできなかった。活動できたとしても、空太は『タイトル審しん査さ会かい』の準じゆん備びがあって、和かず希きと最後の打ち合わせに行っていたので、どの道、何もできなかっただろう。

　なんとか企き画かく書しよは完成に漕こぎ着けた。予算の関係で削けずった仕様もあるが、リズムアクションバトルゲームとしての面白さの根こん幹かんは揺ゆらいでいないはず。

　あとは、結果を待つのみだ。

「俺おれ……ちゃんとやったのかな」

　やったと思う。やれるだけのことはやった。なら、どうして、弱音が口からもれるんだ。

　心が落ち着かない。まとまらない。整理ができない。もう考えたくない。少し休みたい。なのに、脳のうは活動を停止するどころか、常つねに思考している。さくら荘のこと。ましろのこと。七なな海みのこと。タイトル審査会のこと。ぐちゃぐちゃだ。ぐちゃぐちゃだけど、明日で最後。泣いても叫さけんでもその現げん実じつは変わらない。一秒ずつそのときが近づいてきている。

　たぶん、今日もなかなか眠ねむれないと思う。けど、少しでも休んでおかないと体が持たない。明日、全力で戦うためにも、寝ねないといけない。

　七匹ひきの猫ねこはベッドの隅すみに集まって、気持ちよさそうに寝ている。

「お前らはいいよな」

　そう独ひとり言をもらしたときだった。部屋のドアがノックされたのは……。

「空太？」

　遅おくれて、声がする。ましろの声だ。

「起きてるよ」

　体を起こして、ベッドの縁ふちに座すわる。

　ドアが開くと、パジャマ姿すがたのましろが立っていた。

「どうした？」

「……眠ねむれない」

「そっか」

　後ろ手にドアを閉しめたましろは、足音もなく部屋に入ってきて、空そら太たの隣となりにちょこんと座すわった。わずかに肩かたが触ふれた。誰だれかの体温が側にあることに、なんだか、ほっとする。

「俺おれと一いつ緒しよだな」

「一緒？」

「俺も眠れない」

「うん……最近、ずっと。どうやって眠るのかわからなくなった」

「羊は数えたか？」

「羊の話はしてないわ」

「いや、眠れないときに、羊が一匹ぴき、羊が二匹ひきって数えると眠れるらしいぞ。俺は、数えるのに夢中になって余よ計けい眠れなくなる派はだけど」

「空太」

「文句は受け付けないぞ」

「羊は一頭とう、二頭」

「ん？　あれ？　言われてみるとそんな気がするな。どっちが正しいのかネットで調べてみるか」

　どうせ眠れないのだ。そう思って、立ち上がった瞬しゆん間かん、背せ中なかにやわらかいものがぶつかってきた。腰こしに手を回して、ましろが抱だきついてきたのだ。

「おっと」

　慌あわてて足に力を込こめて踏ふん張ばる。

「お、おい、椎しい名な？」

「わからない」

　夜の静けさに、ましろのくぐもった声が溶とけていく。

「わからないって」

「ただ、こうしたくなったの」

「……そっか」

　ましろに抱きつかれても、不思議と最初の驚おどろき以上の動どう揺ようはなかった。それは、たぶん、腰に回されたましろの手が、何かに怯えるようにかすかに震ふるえていたせいだ。ましろが明日に怯おびえているのが、わかったからだ。

　明日が最後。全校生徒の三分の二以上の署しよ名めいを集めなければ、さくら荘そうに未来はない。そして、それだけの署名を集めることが、簡かん単たんでないのは、空太たちが一番よくわかっている。

「ねえ、空太」

　背せ中なかに触ふれたましろの声は、骨ほねを伝い、空そら太たの頭の芯しんに響ひびいてくる。

「なんだ？」

「わたし、さくら荘そうが好き」

「俺おれもだよ。みんなもそうだ。仁じんさんも、美み咲さき先せん輩ぱいも、青あお山やまも、赤あか坂さかも、千ち尋ひろ先生だってそうなんだ」

「うん、だから、守る」

「そうだな」

「絶ぜつ対たいに守る」

「ああ」

「さくら荘は、わたしが守るわ」

　どれだけの決意を持って、ましろがその言葉を口にしたのか、このとき空太にはわかっていなかった。

　だから、ただ頷うなずくように、

「みんなでな」

　と返した。

「そうね。それがいい」

　少しだけましろの声音が明るく弾はずんだ気がした。

「みんな一いつ緒しよがいいわ」

　それから、しばらくして、ましろは眠ねむりに落ちた。空太はましろをベッドに寝ねかせ、自分は堅かたい床ゆかに寝転がる。再ふたたび眠ろうとした。

　そして、空太が夢ゆめの世界に旅立つと、最後の日はあまりにも簡かん単たんにやってきた。
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　三月七日。

　卒業式前日のこの日は、酷ひどい大雨の音で目が覚めた。

　この季節には珍めずらしい分ぶ厚あつい雲が、空全体を覆おおい隠かくしている。雨あま足あしは、空太が登校してからも一向に弱まる気配はなかった。空気は重たく湿しめっている。

　三時間目の現げん国こく。

　黒板の前で、担たん当とう教きよう師しの白しろ山やま小こ春はるが、やる気のない間ま延のびした声で何か言っている。卒業式のあとに待っている、期末試験の範はん囲いを説明しているようだ。

　その小春と同じくらいにやる気のない顔で、空太は右から左に聞き流していた。

　今は授じゆ業ぎようどころじゃないし、試験なんてどうだっていい。

　明日は卒業式。つまり、今日が署しよ名めいを集める事実上のタイムリミット。

　足りない。全部が足りない。時間も、署しよ名めいの数も……。今け朝さ、最後のお願いとして、空そら太た、ましろ、七なな海み、仁じん、美み咲さき、龍りゆう之の介すけの六人は、昇しよう降こう口ぐちで声を張はり上げた。

「さくら荘そうを存そん続ぞくさせるため、署名にご協力ください！」

　何度も繰くり返した言葉。

　すでに署名をしてくれている生徒からは、「がんばれ」とか、「がんばって」とか、「諦あきらめないで」とか、声をかけてもらった。

　けれど、無む情じようにも大半の生徒は目の前を通り過すぎていくだけだった。今日が最後だというのに……。最後まで、無関心は大きな敵てきとして空太たちの前に立ちはだかっている。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだ。起死回生の一手があるとも思えない。

　なのに、どうしてだろう。

　どうして、こんなにも心は穏おだやかなんだろうか。ぼんやりと授じゆ業ぎようを聞き流している空太の中には、ひとかけらの焦あせりもなかった。そんな時期は、とっくに通り過ぎていた。

　わかっていたのだ。先週の終わりか……もしかしたら、もっと前から。無む意い識しきにこの未来を想そう像ぞうしていた。署名は集まらないという現げん実じつと、向き合っていた。突とつ然ぜん、重たい一いち撃げきを食らうと心が粉々に砕くだけてしまうから……。準備をしていたんだと思う。

　なんて嫌いやな防ぼう衛えい本ほん能のうだろうか。

　でも、だからと言って、もう諦あきらめた気持ちになっているかというとそうでもない。放課後には最後の署名活動をするつもりでいる。

　やり切ることに意味があると信じているわけでもない。奇き跡せきを待つ心しん境きようとも違ちがう。ただ、やるのが当たり前だと思っているだけだ。矛む盾じゆんしている。けど、間ま違ちがってはいないと言い切れる自信が空太にはあった。

　それがわかると、胸むねの中は不思議と晴れて、空気が澄すんでいく。

　──やっぱり、これは諦めなのか

　雨空にそう問いかけたときだった。

　突然、大きな雨あま粒つぶの落ちる、ぼたりという音が、鼓こ膜まくを刺し激げきした。

　外の雨音ではない。

　もっと近く。すぐ隣となり……。

　音に引き寄よせられた体が勝手に動く。空太は見えない力に導みちびかれ、隣の席の七海を見ていた。

　背せ筋すじを伸ばした七海が座すわっている。真っ直ぐに前を向いている。小春の話に耳を傾かたむけているように見えた。その頬ほおを伝い落ちる一筋の涙なみだに気づくまでは……。

「……っ！」

　声にならない驚おどろきがもれた。七海の横顔を視し界かいに収おさめた瞬しゆん間かん、神経を貫つらぬく衝しよう撃げきが脳のう天てんから背筋を駆かけ下りて行った。

　よく見ると、七海の瞳ひとみは何も映うつしていない。

　両目の端はしから、涙なみだが伝い落ちていく。容よう器きに溜ためていた水が、限げん界かいを迎むかえて溢あふれ出していく。そんな泣き方だった。

　頬ほおを流れるふたつの川は、あごの下で大おお粒つぶの雫しずくとなって、またノートの上に落ちる。

　文字は滲にじんで見えなくなっていた。

　おかしいと思ったのか、小こ春はるが話すのをやめた。すると、静せい寂じやくの中に、七なな海みが降ふらせる雨の音だけが響ひびいて、完全にだらけていた教室の隅すみ々ずみまで広がっていった。

　クラスメイトの疑ぎ問もんも、教室全体に伝でん染せんしている。こそこそと囁ささやき合う声がする。

「なに？　七海、どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　七海と仲のいい高たか崎さき繭まゆが、小こ柄がらな体を乗り出して様子を窺うかがおうとしている。

「わかんない。泣いてるみたい」

　心配そうな繭に答えたのは、七海、繭とよく三人で一いつ緒しよにいる本ほん庄じようやよいだ。やよいもまた、気き遣づかうように七海を見ている。

　他のクラスメイトも、「どういうこと？」とか、「なんなの？」とか声に出していた。そのひそひそ声を耳にするのが嫌いやで、空太は七海に呼よびかけた。

「青あお山やま」

　でも、七海には届とどいていない。

　なおも、涙の雫を降らせているだけだ。

「ど、どうしたの？　青山さん」

　小春の声ではっとなった七海が、ようやく焦しよう点てんを合わせた。

「大丈夫？」

　小春が顔を覗のぞき込こんでいる。

「私……」

　鼻をすすり上げるような七海の声。

　まだ、自分が泣いていることに気づいていないらしい。

　奇き異いの目が七海に注がれている。それを遮さえぎるように、空太はわざと椅い子すの音を立てながら立ち上がった。

　そして、何事かと聞かれる前に、

「先生。青山、体調悪いみたいなんで、俺おれが保ほ健けん室しつに連れていきます」

　と口にしていた。

「あ、うん、お願い」

　少し面食らった小春が反はん射しや的てきにそう答える。

「行こう、青山」

　腕うでを掴つかんで半ば無理やり七海を立たせると、それ以上は何も言わずに教室を出た。




　保ほ健けん室しつに着くまで、空そら太たは何も言わなかった。原げん因いんはわかっているし、今さらその話をしても仕方がない。いつか限げん界かいが来るかもしれない。今日まで何度も考えたことだ。

　一階の保健室に、先生の姿すがたはなかった。トイレか、それとも何か用事があって空けているんだろうか。

　無言で、空太は七なな海みをベッドに座すわらせた。

　涙なみだは止まっているけど瞳ひとみは潤うるんだまま。再ふたたびダムが決けつ壊かいするのも、時間の問題だろう。

　なんて声をかけるべきか悩なやんでいると、七海の方から、

「もう大だい丈じよう夫ぶだから、神かん田だ君は教室に戻もどって」

　と言ってきた。

「でも」

「ほんと、もう平気。ちょっと油ゆ断だんしただけ」

　ティッシュで涙を拭ふいている。鼻をすすっている。その七海は空太を見ようとしない。

「それ、我が慢まんをしてるってことだろ」

　七海の横顔には、嘆なげきも、後こう悔かいも、悔くやしさも、憤いきどおりもなかった。

　涙の跡あと。それと、悲しさだけがあった。

　オーディションに落ちたことへの、声せい優ゆう事じ務む所しよに所しよ属ぞくできなかったことへの……底の見えない深い悲しみだ。

「明日までだから」

　決意の声だった。明日は卒業式。

「せめて、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいと、三み鷹たか先輩を見送るまでは、暗い顔なんてしたくない」

　そう言って七海は笑った。

「お願い……今はひとりにして」

「……」

　ひとりにしてもいいんだろうか。七海が小さく見える。肩かたも、背せ中なかも、手も、足も……そして、自じ慢まんの声さえもか細い……。

「神田君に側にいられると、気を抜ぬけないから」

　そう言われた空太は、口元を引き締しめた。

「……わかった。なんかあったら呼よべよ。絶ぜつ対たいに呼べよ」

「うん、私も落ち着いたらすぐに教室戻るから」

「ああ。じゃあ、教室で待ってる」

「うん」

　小さく手を振ふる七海に見送られて、空太は保健室をあとにした。




　保健室を出て、教室に戻る途と中ちゆう、階かい段だんを上っているとケータイが鳴った。

　何なに気げなくポケットから取り出して確かく認にんすると、相手は和かず希きだった。

　タイトル審しん査さ会かいは午前十時からだと聞いている。もう結果が出ていてもおかしくない時間だ。そして、わざわざ電話をかけてくる用よう件けんはひとつしかない。

　だけど、心は揺ゆらがなかった。いや、すでに七なな海みのことでガタガタになっていたから、『藤ふじ沢さわ和希』という表ひよう示じを見ても、飽ほう和わ状じよう態たいの心が何も感じなかっただけなのかもしれない。

　電話に出る。

「はい、神かん田だです」

「お疲つかれ様です。藤沢です」

「お疲れ様です」

「今、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい。休み時間なんで」

　本当は違ちがうけど、そんなことはどうでもよく思えた。

「タイトル審査会、終わりました」

　終わったということは、結果も出ているということだ。その場で、ジャッジがなされると聞いている。『デッド』か『アライブ』か、和希の声音からはわからない。いつも通りだ。

「非ひ常じように残念ですが、今回はダメでした」

　前置きなしで、和希は結論から切り出してきた。

「そう……ですか」

　何も感じないと思っていたのに、びくんと肉体が跳はねた。胸むねの真ん中に、何かを打ち込こまれたような痛いたみが走っている。透とう明めいだったはずの体には、墨ぼく汁じゆうのようにどす黒い感かん情じようが垂たらされて、隅すみ々ずみまで侵しん食しよくしてくる。手の先から足の先、髪かみの毛の一本一本まで真っ黒に塗ぬり替かえられていくような錯さつ覚かくに飲み込まれた。

「神田君」

　和希の声が少し遠い。いや、遠のいているのは空太の意い識しきの方か。

「はい」

　返事をしたあとで、和希が深く息を吐つく。話すべきか悩なやんでいるということだろうか。

「実は、タイトル審査会にかけられた企き画かくの中に、別の音ゲーがありました」

「……」

　驚おどろきは声にならない。

「詳くわしい内ない容ようは話せませんが、歌を題材にした人気のアニメと、ネット上で話題となっているボーカロイドの楽曲を用いたものです」

　そう聞いただけで、キャッチーな企画だと思った。

「ゲームの内容的には、従じゆう来らいの音ゲーのシステムを踏とう襲しゆうしたシンプルなものでしたが、今回は、そちらの企画がタイトル審査会を通つう過かすることになったんです」

　それはつまり……。

「音ゲーが二本は必要ないってことですか？」

「はい。落選の最大の理由はそこにあります」

「そんな……そんなの……」

　どうしようもないではないか。

「決め手となったのは、推すい定ていの売り上げ本数の差です。向こうはすでにアニメやボーカロイドの認にん知ち度どがあるため、宣せん伝でんコストを抑おさえた上でも、最低で十万本……今の市場の動向を見ると、その倍の本数を見込むこともできると判はん断だんされました。それに対して、神かん田だ君の『リズムバトラー』は、一からゲームの存そん在ざいを知ってもらう必要があるため、完全に不利な立場に置かれてしまいました」

「そう……ですか」

「タイトル審しん査さ会かいはプロジェクトに予算をつける場でもあるため、企き画かくの目新しさや面白さ以前に、利り益えきに繋つながるかどうかでジャッジをされることが多いんです」

　打ち合わせのときに、和かず希きから何度も聞かされていた話だ。それでも、面白ければ、通つう過かするはずだという淡あわい夢ゆめを見ていたのかもしれない。そうであってほしいと、和希も言っていた。

「ただ、今回に関しては、本当に申し訳わけなかったと思っています。僕ぼくがもう少し早くタイトル審査会にかけられるよう、打ち合わせの時間を前倒しに取っていれば、決め手が他のタイトルとのジャンルのかぶりという最悪の事じ態たいは避さけられたはずです」

「いえ、藤ふじ沢さわさんには感かん謝しやしています。土日は休みなのに、時間を割さいてもらって……おかげで、企画を練り込こむことができました。色々と勉強もさせてもらいました」

　声に感かん情じようが乗らない。でも、その言葉は本心だ。

「そんなに物分かりのいいことを言わなくてもいいんですよ。自分の力の及およばないところで自分の未来が決まってしまう。どれだけ自分が努力をしても、変えられないものがある。理り不ふ尽じんですよね。簡かん単たんに納なつ得とくなんてしなくていいんです」

　和希の話を聞きながら、空太はさくら荘そうのことや、七なな海みのことを考えていた。

　必死の思いでやっている署しよ名めい活かつ動どうも実を結んでいない。七海の努力は報むくわれていない。ほんとに世の中は理不尽だ。

「でも、社会にはそうした理不尽が溢あふれているんです」

　そうなのだろう。上う手まく働かない頭でそう考えていた。でなければ、おかしい。なんで、この時期に自分のところにばかり、理不尽が集まってくるのかと……。不思議でならない。でも、世の中に溢れているのなら仕方がない。たくさんあるなら納得だ。そうでも思わなければ、やってられない。

「後日改めてタイトル審査会の件けんは詳くわしく報ほう告こくします」

「はい」

　なんとか声を絞しぼり出す。

「今、ここで聞いておきたいことはありますか？」

　空そら太たは早く電話を切りたいと思っていた。だから、ないと言うつもりだった。けど、和かず希きに促うながされた空太は、

「今回の企き画かく、藤ふじ沢さわさんはどう評ひよう価かしていますか？　それを聞かせてください」

　と口にしていた。

　すると、間を置かずに、和希は言葉を返してきた。

「クリエイターとしての意見としては、試し作さく版ばんを作ってみたかったですね」

　さらに明るい口調で、

「ユーザーとしては、一度遊んでみたいと思っていました」

　と続けた。

「手て触ざわり感しだいで、面白いゲームにもなったでしょうし、バランス調整を少し間ま違ちがえれば、大味すぎるクソゲーにもなった企画だと思います」

　素す直なおな意見だと思った。それがありがたい。ここで、変な励はげましや慰なぐさめの言葉なんてかけられたら、たまったものではないから。

「ありがとうございます。ちょっと気が楽になりました」

「では、また連れん絡らくします」

　最後にそう言って、和希は電話を切った。

　そこで空太も限げん界かいだった。目のくらむような感覚に襲おそわれていた。壁かべに右みぎ肩かたを預あずけたまま、ずるずると床ゆかに滑すべり落ちていく。脱だつ力りよくして、立っている気力がない。

　空太は膝ひざをたたんだ半分正せい座ざのような体たい勢せいで、身をくの字に折った。顔を上げていられない。前なんて向いていられない。地面に体が引っ張ぱられていくみたいだった。

　ケータイも広げたまま、床に放り出した。

「……これ、きつ」

　酷ひどく乾かわいた声こわ音ねは、誰だれか他人が話しているようで気持ちが悪い。

「まじかよ、ほんと……」

　でも、何か口に出さずにはいられなかった。黙だまっていたら感かん情じようが体の中に溜たまっていって、胃の辺りで破は裂れつしてしまいそうだったから。

　手を見ると、ぶるぶると震ふるえていた。両足はがくがくしている。

「なんだよ、これ……」

　今さらだ。今さらのように、体が驚おどろいている。落選のインパクトに震えている。

　悔くやしさや悲しさなんて、そこにはない。

　ただ、ショックだった。

　胸むねが苦しい。喉のどが詰つまる。上う手まく呼こ吸きゆうができない。いくら吸っても苦しいのだ。

　さらに体をたたんだ空そら太たは、床ゆかのタイルに額ひたいを擦こすりつけた。硬かたい。痛いたい。ひんやりしている。でも、気持ちよくなんてない。

「ああっ、くそっ……」

　亀かめのように丸まって、形のない痛いたみが通り過すぎていくのを、じっと耐たえて待った。

　企き画かく書しよをエントリーして、落選を食らったときの比ひじゃない。かけた時間と労力。それと、膨ふくらんでいた期待の全部が、空太を奈な落らくへと突つき落としていく。高いところから落ちる方が痛いに決まっているのだ。

「別の音ゲーがあるってなんだよ……」

　想定していなかった落選の理由だった。

「そんなのどうしようもないじゃないか！」

　考えた企画がつまらないと突つき放された方が、まだましだ。失敗を自分の問題として受け止め、向き合う心こころ構がまえはしていた。

　これまではそうやって痛みを乗り越こえることができた。今までは、空太の中で完結する問題だったから。

　エントリーした企画書が書類選考で落とされたら、出したアイディアが面白くなかったんだと納なつ得とくし、考え直すことができた。プレゼンの反はん応のうが悪ければ、自分の説明の仕方が悪かったんだと反省し、次の機会には別のやり方を試みることができた。

　でも、今回は違ちがう。

　明めい確かくな理由が、空太の外にある。

　別の誰だれかが作った企画が、空太の邪じや魔まをした。

「そんなのどうしろっていうんだよ……」

　何を反省しろと言うのだろう。何を見つめ直せと言うのだろう。納得できない気持ちだけが、ぐつぐつと煮にえたぎっていく。

「たまんないな、こんなの……」

　ほんと、何か言葉に出していないとおかしくなりそうだ。吐はき出していないと爆ばく発はつしてしまいそうだった。

「……」

　このままはまずい。そう思って別のことを考えようとした。真っ先に頭をよぎったのは、気き丈じように振ふる舞まう七なな海みの笑顔だった。

　七海はオーディションに落選しても、ひとつも泣き言を言わなかった。空太の前で辛つらい顔もしなかった。体の中が絞しぼった雑ぞう巾きんのように捻ねじれていく……そんな苦く痛つうや不ふ快かい感かんを、ずっとひとりで耐たえ続けている。それを、放っておいて本当にいいんだろうか。

「……」

　考えろ。考えろと繰り返す。でも、答えは出ない。こんな使い物にならない頭で考えてどうする。

「ダメだ……わけわかんね」

　空そら太たは床ゆかに投げ出したケータイを掴つかんだ。操そう作さしてメールを送る。

　──青あお山やま、大だい丈じよう夫ぶだと思うか？

　送信先は龍りゆう之の介すけ。

　すぐに返事はこない。ということは、メイドちゃんではなく龍之介本人から返信がくるということだ。

　三十秒ほど待ってケータイが震ふるえた。

　──神かん田だはバカか。大丈夫な人間が、あんな泣き方をするわけがないだろう

　容よう赦しやのない文面。

「ははっ」

　見て、思わず笑っていた。

　ほんとその通りだ。

　バカな質しつ問もんをした。

　考えなくてもわかる。その通りだ。今の脳のうみそでだってわかることだった。そんなの当たり前のことだ。

　足はまだ震ふるえている。手も上う手まく動かせない。心も体も軋きしんでいたけど、空太は地の底から這はい上がるような呻うめき声を上げ、歯を食いしばって立ち上がった。

　鼻をすすり上げる。涙なみだは出ていないけど、体には泣いたあとのような虚きよ脱だつ感かんが張はり付いている。

　できることなら、床ゆかに突つっ伏ぷしていたい。そのまま眠ねむってしまいたい。感かん情じようの嵐あらしが過すぎ去るまで起きないでいたかった。

　それでも、保ほ健けん室しつに足を向けて、一歩を引き返す。もう一歩、また一歩と階かい段だんを下りた。床に突っ伏していたら、二度と立ち上がれなくなりそうで怖こわかったから。




「青山！」

　保健室のドアを開けるなり、空太はそう叫さけんでいた。

　さっきは席を外していた保険医の蓮はす田だ小さ夜よ子こ先生が驚いた顔をする。

「どうしたの、神田君」

　生真面目な印象を与あたえる眼鏡めがねのせいだろうか。白衣を着ている小夜子は、物理や化学の先生のように見える。確たしか千ち尋ひろや小こ春はると同い年だったはずだ。ストレートの長い黒くろ髪かみをしている。

　構かまわずに空太はベッドの前まで移い動どうした。

　けど、七なな海みがいない。

　別のベッドのカーテンをめくっても七海の姿すがたがない。

「先生、青あお山やまは？」

「青山さん？　いたの？」

　教室に戻もどったわけじゃないだろう。寄より道せずに教室へと向かっていれば、途と中ちゆうで空そら太たと出くわしたはずだ。なら、どこに……。

　答えなど求めずに、空太は保ほ健けん室しつから駆かけ出していた。

「あ、神かん田だ君！」

　その声には振ふり向かなかった。

　廊ろう下かを走る。

　通路の先。階かい段だん。窓まどの外も見回す。空いている教室には片かたっ端ぱしから首を突つっ込こんだ。

　いない。

　校こう舎しやの中にはいない。

　なら、外だろうか。今も、土ど砂しや降ぶりだ。景色が白く濁にごっている。

「……」

　もしかしたら、ただ、トイレにでも行っているだけかもしれない。

　保健室に戻っているかも。

　念のため、引き返そうとした空太の視し界かいの隅に、人の影かげが映うつった。廊下の窓の外。校舎の裏うら側がわに続く道。真っ直ぐ進めば、大学の敷しき地ちに繋つながっている。途中には、園芸部の花か壇だんがある方向だ。

　一いつ瞬しゆんしか見えなかったけど、それで十分だった。七なな海みのトレードマークである、長いポニーテールを見み間ま違ちがうわけがない。

　廊下の窓を開ける。傘かさを取りに行こうとか思わなかった。靴くつに履はき替かえようなんて思考はなかった。最さい短たん距きよ離りで七海のところに行きたい。それしかなかった。

　床ゆかを蹴けって、窓まど枠わくを乗り越こえる。上うわ履ばきのまま、外の砂じや利り道みちに着地した。

　雨が全身に打ちつけてくる。すぐに、靴下がびしょ濡ぬれになる不ふ快かい感かんがやってきた。ズボンが肌はだに張はり付いて気持ちが悪い。上も同じだ。けど、取り返しのつかないところまで濡れると、爽そう快かいなくらいだった。今は自分を痛いためつけたい気持ちが空太の中にはあったから。

　すぐに走り出す。

　七海は、園芸部の花壇にいた。

　その一いち番ばん奥おく。早はや咲ざきの桜さくらの木の下。毎年、二月の上じよう旬じゆんから、三月の頭に花をつける。今はもう散り際ぎわだ。雨でどんどん花が落ちていく。その花を、七海は見上げていた。両手はだらんと垂たれ下がり、自じ慢まんのポニーテールも雨に濡れて元気がない。

　ゆっくりと近づいた。

　雨の中、七海の嗚お咽えつが聞こえている。

　そこで、桜の花を見ていたんじゃないんだと気づいた。下を向いたら溢あふれてきてしまう涙なみだを、今もなお堪こらえようとしているのだ。雨でごまかそうとしているんだと思った。

「青あお山やま」

　背せ中なかに声をかける。

「もういいんだ」

「……」

　雨音が激はげしい。だから、少し声を張はった。

「もういいんだよ！」

「……」

「俺おれ、うれしかった。青山がさくら荘そうのために、椎しい名なのために、美み咲さき先せん輩ぱいと仁じんさんのために、がんばってくれたこと。さくら荘のことを大切に想ってくれていたこと。ほんと、うれしかったんだ！」

　今、かけるべき言葉なのかはわからない。ただ、一番に浮うかんだ想いを飾かざらずにぶつけた。それが七なな海みの救いになるなんて思っていない。だとしても、なにかしないといけないのだ。いや、なにかしたかった。

「けどさ。そんなになるまで、自分を犠ぎ牲せいにしなくていいんだ！」

　強く吐はき出した声は喉のどの奥おくで割われた。それを、雨がかき消していく。

「……ちゃうねん」

「青山？」

「そんなんちゃうねん！」

「……っ！」

　振ふり向いた七海の表ひよう情じように、空そら太たは息を呑のんだ。感情が死んでいる。虚うつろな眼まな差ざしは、空太を見ているようで見ていない。背せ筋すじに冷たい緊きん張ちようが走った。

　やっぱり、我が慢まんをさせてはいけなかったんだ。どうしようもなく、そのことを後こう悔かいした。

「ウチは、そんなんちゃうねん」

　今度は顔をくしゃくしゃに歪ゆがめる。泣いているのか、笑っているのかもわからない。

「そんな、ええ人みたいに、言わんといて……」

「なんでだよ」

「ウチは、いろんなこと、言い訳わけにしていただけ……」

「言い訳？」

「『さくら荘がピンチやから』って、『ましろの気持ちも考えなあかん』って、『上かみ井い草ぐさ先輩と三み鷹たか先輩の前では泣かへん』って……これ、全部言い訳やん」

「どこがだよ」

「こわかってん……二年間が無む駄だになる思うたら。めっちゃこわかってん……」

　無理に相あい槌づちを打つのはやめた。話の順じゆん序じよがばらばらでもいいから、七海の言いたいことを今は全部吐はき出させるべきだと思った。

「だからな、さくら荘そうのこと、ましろのこと、先せん輩ぱいたちのこと……そんなもっともらしい言い訳わけ用意して、ウチは傷きずつかん準じゆん備びをしていただけやねん……」

「……青あお山やま」

「傷ついてないふりするために、ウチの気持ちすらごまかすために、いろんなこと利用していただけやねん！」

「……」

「それを、うれしいなんて言わんといて！　やさしさでもなんでもない！」

「……」

「なんでもない……」

　呟つぶやきながら七なな海みが俯うつむく。

　ただ、空そら太たは悔くやしかった。傷ついた七海を前に何もできないことが。七海がこんなにも傷ついていることが。今もまだ自分の言葉で、七海が自分自身を傷つけようとしていることが……。とにかく、悔しかった。

「なんでもあるよ」

「……」

「なんでもあるに決まってるだろ！」

　七海の気持ちがやさしさでなければなんなんだ。

「俺おれは、青山に助けられた。青山のおかげで、この二週間がんばれた」

「……」

「青山がいなかったら、今日まで署しよ名めい活かつ動どうを続けられなかった」

　少しも思うように集まらなくて、挫くじけていたと思う。諦あきらめていたかもしれない。オーディション落選のショックを隠かくして、がんばる七海に勇気づけられていたのは本当だ。七海がやれるのだから、自分はもっとやれるはずだと、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれそうになる気持ちを奮ふるい立たせることができた。

「青山のおかげなんだよ！」

　それでも、七海は駄だ々だっ子のように首を左右に振ふる。違ちがう、違うと、空太を否ひ定ていし続けている。

「だから、もういいんだよ、青山！」

「いいわけあらへん！」

「いいんだよ、そんなこと！」

「いいわけあらへん！」

「もうやめろよ」

　ほんとに、もう十分だった。たくさんだった。

「これ以上、余よ計けいなことを考えるな！」

「……最低や」

　なおも、嫌いや々いやと七なな海みは首を横に振ふり続ける。

「理由をでっち上げるのもやめろ！」

「……ウチは最低や！」

「いいから、もういいから！　オーディションの結果と、真っ直ぐ向き合ってやれよ。もう逃にげんな！」

「……っ！」

　顔を上げた七海は、見開いた目で空そら太たを見ていた。信じられないものを見ているかのように、唇くちびるがわなわなと震ふるえている。それから、目元を、口元を、皺しわくちゃに歪ゆがめていく。

「大だい丈じよう夫ぶ。青あお山やまなら乗り越こえられる」

　ずっと、我が慢まんしてきたんだと思う。本当は、通知が届とどいたあの日に、泣くことができればよかった。けど、それができなかった。そうさせてあげられなかった。思い返しても、悔くやしくてたまらない。奥おく歯ばを噛かみ締しめていないと、空太の方が泣いてしまいそうだった。鼻の奥おくが疼うずいている。

「青山が思ってることは、全部俺おれが聞くから」

「神田君……」

「がんばってくれて、ほんとありがとな」

「ウチは……」

「ほんとありがとな」

「がんばれたかな……」

「ああ、誰だれよりも……世界で一番がんばった。青山はほんとにがんばった！」

　その一言を切っ掛かけに、七海の頬ほおを涙なみだが濡ぬらした。どうしようもない感かん情じようが、ただ溢あふれ出している。

「うわああああああああっ」
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　空太の胸むねにしがみ付いてきた七海は、喉のどの奥から溜ため込こんだ想おもいを一気に吐はき出した。

「ウチの二年間は、なんやったの！」

　巨きよ大だいに膨ふくれ上がった遣やり切れない想いが、濁だく流りゆうとなって暴あばれ出す。

「こんなん無意味やん！」

「……」

　慟どう哭こくが胸を引き裂さいていく。

「意味ないねん……」

　そんなことはないと言えたらいい。その言葉を信じられたらいいと思う。だけど、今の空太には言えなかった。空太もタイトル審しん査さ会かいのことで、同じ想いの中にいたから。

　自分の心に問いかけることしかできない。

　──報むくわれない努力に、意味はあるのか

　と……。

　できることなら、誰だれかに教えてほしい。今すぐ、七なな海みの心を救ってほしい。

「ずっと、我が慢まんしてきてん」

「……」

　言葉のひとつひとつが、ただ痛いた々いたしかった。

「繭まゆとやよいが、カラオケや買い物に誘さそってくれても……バイトあるし、遊んだこと、手ぇ抜ぬいたこと、あとで後こう悔かいせーへんように！　我慢してきてん！」

「知ってるよ」

「お金だって切り詰つめて……」

「知ってる。全部知ってる」

「ウチだって、遊びたかった。せやのに……！」

「そうだな。そうだよな」

「二年間、ウチの全部を捧ささげてきたのに……」

「ああ」

「けど、こんなん無意味や！」

「……」

　息苦しい。七なな海みの言葉が心しん臓ぞうを締しめ付けていく。

「こんなん意味ない！」

「……」

「オーディションに落ちたら、なんにもならへん!!」

「……青あお山やま」

「教えてよ」

「……」

「教えてよ、神かん田だ君！」

「……」

「ウチの二年間はなんやったの？」

　顔を上げた七海が、真っ直ぐに空そら太たを見てくる。雨と涙なみだと鼻水で、ぐしゃぐしゃになっている。

　あるのは悲しみと絶ぜつ望ぼうだけ。

「教えてよ……」

　掠かすれた声でそう繰くり返しながら、七海は空太の胸むねに拳こぶしを打ち付けてきた。力なんてこもっていない。撫なでられているのとたいして変わらない。どうせなら、全力で殴なぐってくれたらいいと思う。その方が、よほど救いがあった。

「なんで、あかんの！　あんなにがんばってきたのに！」

「青山」

「なんで、ウチやないの……ウチはダメなのよ……」

「……」

　もう何も言わせたくなかった。七海は十分傷きずついた。これ以上、自分を傷つけさせたくなかった。

　他にどうすることもできず、空太は七海の頭を肩かたに抱だき寄よせた。しゃべれないくらいに強く……。

　すると、七海はもう一度声を上げて泣いた。

　雨はまだやまない。




　どれだけ雨に打たれていたのかはわからない。遠くで二回ほどチャイムが鳴った気がしたけど、気のせいだったのかもしれない。

　七海が少し落ち着いたところで、空太は保ほ健けん室しつに向かった。ずぶ濡ぬれのままでは風か邪ぜを引く。

　手を引いて、校こう舎しやの中に戻もどる際さい、七海はひたすらに従じゆう順じゆんだった。抵てい抗こうすることなく、空太の指示通りにゆっくりとついてきた。

　保ほ険けん医いの蓮はす田だ小さ夜よ子こは、空そら太たと七なな海みを見るなり、どうしたのと驚おどろいてはいたけど、詳くわしい事じ情じようも聞かずに、すぐにタオルと着き替がえを用意してくれた。体たい操そう着ぎとジャージ、下着もある。さすがに靴くつ下したはなかった。

　糸の切れた人形のようになった七海を、ベッドサイドに連れて行き、カーテンを閉しめる。

「青あお山やま、着替えられるよな？」

「……うん」

　空太はすぐ隣となりの衝つい立たての陰かげで着替えることにした。

　髪かみを拭ふいて、濡ぬれた制せい服ふくを脱ぬいでいく。水をたっぷりと吸すい込こんだシャツは、肌はだにぴったりとくっついていて、なかなかに手強い。ズボンもするっとは脱げず、床ゆかに座すわってじたばたしながら、どうにか脱いだ。普ふ段だんの三倍以上の時間をかけて、空太はジャージ姿すがたになった。

　ほどなくして、七海が着替えているカーテンの向こうから声が聞こえた。けど、小さすぎて聞き取れない。

「なにか言った？」

　そう尋たずねても返事はない。

「青山？」

　再さい度ど声をかけると、

「なんでもない」

　と元気のない声が返ってきた。ちょっと心配だ。

「ほんとに？　ほんとになんでもないのか？」

「……」

「青山？」

「パンツまで、ぐっしょりってゆーただけ……」

　しつこく聞くと、七海の拗すねた返事があった。

「それは、なんかエロいな」

　安心したせいか、軽口が出る。

「どあほ、ヘンタイ」

　思わず笑ってしまう。七海の声も少しだけ弾はずんでいた。

　着替えを済すませた空太が衝立の陰から出ると、小夜子があたたかいココアをマグカップにふたつ用意してくれていた。

「青山さんにもね」

「はい」

　マグカップをふたつ持って、カーテンに近づく。そろそろ七海の着替えも終わっているはずだ。

「青山、いいか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　声と一いつ緒しよにカーテンが右に開く。

「どこが大丈夫だよ……」

　長い髪かみは、まだ重たく湿しめっている。

　サイドテーブルにマグカップを置いて、空そら太たはタオルを七なな海みの頭にかぶせた。

「ちょっ、神かん田だ君」

「問答無用だ」

　ベッドに座すわらせて、がしがしと手て荒あらく拭ふいてあげる。

「そんなん、自分でするって」

「できてなかっただろうが……これでよし」

　解かい放ほうされた七海は、鋭するどく空太を睨にらんできた。その目はまだ潤うるんでいる。赤く充じゆう血けつしている。空太がじっと見ていたせいか、七海が顔を背そむけた。慌あわてて、ぼさぼさになっていた髪を整えている。

「いっぱい泣いてへちゃ顔やから、あんま見んといてな」

「へちゃ顔？」

「ぶさいくってこと」

　七海が赤くなった鼻の頭を両手で隠かくしている。

「いや、全然そんなことないぞ。むしろ、かわいい」

「え？」

「あ、いや、ごめん！　違ちがう！」

「違うんだ」

「いや、違うわけじゃなくて……そのままの意味だよ」

「……」

「……」

　沈ちん黙もくを埋うめるために、空太は七海にココアを差し出した。七海はマグカップを両手で持って、ちびちびと飲みはじめる。おいしいと、小さく呟つぶやいていた。

　そんなとき、保ほ健けん室しつのドアが開いた。

　やってきたのは千ち尋ひろだ。

「私が呼よんだのよ」

　と小さ夜よ子こが空太の疑ぎ問もんに先回りして答えた。

　千尋は退たい屈くつそうな顔で、空太と七海をまじまじと確かく認にんしたあとでも、心底呆あきれたようにため息を吐いた。

「人に心配かけておいて……イチャイチャしてる余よ裕ゆうがあるなら大丈夫そうね」

「なっ！」

　抗こう議ぎの声をあげようとした空そら太たのもとへ、千ち尋ひろがすたすたとやってくる。そして、前置きなしで、空太と七なな海みのおでこに手を当ててきた。おかげで、文もん句くが喉のどの奥おくに引っ込こんでしまう。千尋の手はあたたかかった。

「青あお山やまは少し熱があるわね。神かん田だ、体温計取って」

　机つくえの上にあった体温計を千尋に渡わたす。

「私に渡してどうすんのよ」

　体温計は千尋を経けい由ゆして七海の手に渡った。

　普段なら熱なんてないと言いそうな七海も、今日は素す直なおに従したがった。昔ながらの体温計を、襟えい元もとから滑すべり込ませて脇わきに挟はさんでいる。

　五分間、安静にして待つ。

　千尋の言った通り、七海は少し熱があった。七度三分の微び熱ねつ。

「はい、これ薬。飲んでさっさと寝ねなさい」

「わかりました」

　千尋に差し出されたグラスの水と薬を、今度も七海は素直に受け取った。錠じよう剤ざいを口に含ふくんで水で流し込む。でも、すぐに横になろうとはしない。上うわ目め遣づかいでベッドの脇に立つ空太を見てきた。

「ん？　俺おれ？」

「神田に添そい寝でもしてほしいんでしょ」

「ち、違ちがいます」

「あっそ。じゃあ、どうしてほしいのかは、自分で言うのね」

　それだけ言って、千尋はさっさと保ほ健けん室しつを出て行った。

「……」

「……」

　取り残された空太と七海の間に沈ちん黙もくが落ちる。小さ夜よ子こはなにやら日につ誌しらしきものに書き込みをしていて、こちらを気にしている様子はない。

「あんなあ、神田君……」

「なんだ？」

「寝付くまで側にいてくれへん？」

「起きるまでいるぞ」

「寝るまででえーよ」

「わかった」

「寝顔は見んといてな」

「見ないと寝たかどうかわかんないだろ」

「せねやん。それが問題やねん」

　七なな海みは小さく笑うと、ようやくベッドの上で横になった。それから、今さら言い訳わけでもするように、

「何か話してないと、色々と考えちゃうから」

　と、標ひよう準じゆん語ごのイントネーションで言ってきた。

　空そら太たは隣となりのベッドに腰こし掛かけて、七海の話をただ聞いた。時々は相あい槌づちを返し、意見を求められたら思ったままを答えた。

　七海は何度も同じ話を繰くり返していた。この二年間の話を……。そして、何度も瞳ひとみを潤うるませ、涙なみだを流し、それと同じ回数泣き止んだ。

　どれだけそうしていただろうか。

　外はまだ大雨が降ふっている。

　少し七海の口数が減へってきたところで、空太はベッドに仰あお向むけに倒たおれた。だいぶ、落ち着いてきている。この調子なら、七海も疲つかれて眠ねむれるかもしれない。

　そう思うと、自然と言葉がもれた。

「俺おれもさ」

「なに？」

「さっき……タイトル審しん査さ会かいの結果、聞いたんだ」

「え？」

「俺も、ダメだった」

「……」

　七海が言葉に詰つまる。天てん井じようを見ながらでも、空気が教えてくれた。

「ごめん……私、自分のことばかりで」

　それには答えず、空太は続けた。

「ダメだったけど、俺はやってよかったと思ってる」

「……」

「もちろん、青あお山やまが積み上げてきた二年間をわかるだなんて言うつもりはない。結局はわからない。自分じゃないからさ」

「……うん」

「けど、今日までやってきてわかったこともあるんだ。タイトル審査会はダメだったけど……俺の場合は、ようやく楽しくなってきたって感じなんだよ」

「……楽しく？」

「ゲームを作るって言っても、最初は何すればいいかもわかってなくて、自分の立っている場所も把は握あくしてなくて、ただ思ったままに進んでいたけど、それじゃあダメなんだって気づいて……企き画かく書しよの書き方もそうだし、アイディアの出し方とか、プレゼンの仕方なんかもさ。やってみて、続けてみて、ちょっとずつだけど前は見えてなかったことが、見えるようになってきたっていうか」

「……うん」

「まだまだほんの入り口なんだろうけど、何かを作る面白さがわかるようになってきた気がするんだ」

　静かな保ほ健けん室しつに空そら太たの声はよく通った。

「面おも白しろそうって思ってはじめたことが、やっぱり、面白いに変わってきたっていうかさ。そういう感じ」

「なんか、わかる。それ」

「中学までやってたサッカーも、そう言えばそうだった気がする。最初はボールを思い切り蹴けるだけだったのが、思ったところに蹴れるようになって、パスが繋つながるようになって、シュートが決まるようになって、それって、ひとつのことを続けてみないとわからない楽しさだと思うんだ。できなかったことができるようになる楽しさと、今まで知らなかった楽しさに出会う楽しさ。場合によっては、難むずかしさを知る楽しさなのかな」

「……」

「そういうのが青あお山やまにもあったんじゃないのか？」

　演えん技ぎのことは詳くわしく知らない。だけど、この感覚は、どんなことにも共通しているという自信があった。

「俺おれ、タイトル審しん査さ会かいは落ちてよかったと思う……いや、嘘うそだ。ほんとは全然よくない。よくないに決まってる。すげえしんどい。気を抜ぬくと俺も泣きそう。冗じよう談だん抜ぬきで……。こんな思いはたくさんだって気持ちもある。またがんばるには勇気がいるよ。臆おく病びようになってるからさ。……だけど、おかげで、気づいた」

「何に？」

「字は同じだけどさ。楽しいことと、楽なことは違ちがうんだって」

「……」

「下へ手たでもサッカーを楽しむことはできると思う。けど、ある程てい度ど上達してからじゃないとわからない面白さもあって、それは、厳きびしい練習の先にしかないんだ。近道はない。練習した分しか上う手まくならないんだから。いきなり日本代表に選ばれて、ワールドカップに出場して、世界で活かつ躍やくするなんていう、ステータスＭＡＸの裏うらワザはないんだ」

「だけど、私はまたすぐになんてがんばれないよ……」

　涙なみだぐんだ声が耳に痛いたい。

「だったら、休めばいい。休きゆう憩けいすればいいんだ」

「……」

「青山はずっとがんばってきたんだから、それくらいが丁度いいと思うぞ」

「神かん田だ君……」

「これからのことを考えるのは、元気になってからにしろよ」

「……」

「今は色々考えすぎて、全部悪い方に行っちゃうだろ？　てか、考えるな。考えそうになったら、とにかく俺おれに話してくれ。なんでもいいから。全部聞くから」

「うん……」

「今は休んでもいいんだ。青あお山やまは今日までずっと走ってきたんだから。少しくらい立ち止まっても、絶ぜつ対たいに大だい丈じよう夫ぶだ」

「うん」

「青山は、大丈夫だ」

「うん……うん……」

　徐じよ々じよに湿しつ度どを増ました七なな海みの声こわ音ねは、もう殆ほとんど聞き取れなくなっていた。

「またやりたくなったらやればいい」

「うん……」

　そのあとも、七海は何度も「うん」と自分に何か言い聞かせるように繰くり返していた。空そら太たの言葉に納なつ得とくできなくても、「違ちがう」と返す気力すら残っていなかったんだと思う。声が聞こえなくなると、七海はようやく眠ねむりに落ちた。

　穏おだやかな寝ね息いきが聞こえてくる。

　それに安心した空太も、ゆっくり目を閉とじた。少し休んで、教室に戻もどろう。授じゆ業ぎようを受けて、いつもの自分に戻るのだ。そして、放課後になったら、最後の署しよ名めい活かつ動どうに全力を注ぎこもう。

　そう決意してすぐに、空太の意い識しきは夢ゆめの世界へと遠のいていった。
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　目覚めた瞬しゆん間かんに、空太はやばいと感じた。

　少しの休きゆう憩けいのつもりが、がっつりと寝ねてしまった。

　周囲が暗い。空太と七なな海みに気を遣つかったのか、保ほ健けん室しつの半分は電気が消えている。それ以上に、窓まどの外は暗かった。雨はやんで、空には晴れ間も覗のぞいているのに、太陽はどこにもない。

　壁かべの時計に目をやる。

　六時半を回っていた。

「嘘うそだろ……」

　絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちが押おし寄よせてきた。

　今日が署名活動のタイムリミットだというのに。こんな時間では、部活の連中でさえ引き上げている。

　慌あわててベッドから飛び起き、カーテンから出ると、

「あら、起きたの」

　という、小さ夜よ子この能のう天てん気きな声に迎むかえられた。

「制せい服ふく、大学の方にある乾かん燥そう機きで乾かわかしておいたから」

　椅い子すに、空そら太たと七なな海みの制服がかけられている。そこには、ふたりの鞄かばんもあった。

「あ、それ？　三み鷹たか君が持ってきたのよ」

「なんで起こしてくれなかったんですか！」

　その言葉は、ここにはいない仁じんに向けたものだった。

「寝ねかしておいてくれって頼たのまれたのよ。ここ最近、ふたりともあまり寝ていなかったそうね。ダメよ、若いからって無理したら」

　正せい確かくには眠ねむれなかったのだ。

「今は無理しますよ！」

　無理でも無茶でもなんだってやる。そう決めていた。そういう状じよう況きようだった。

　空太の大声で目が覚めたのか、ベッドの方から七海が顔を出した。顔色はだいぶよくなっている。とは言え、まだまだ本調子とは言えない。どこかぼ〜っとしている。

「嘘うそ……もうこんな時間？」

　時計を見て、七海の表ひよう情じようが青ざめていく。

「俺おれ、行ってくる」

　続こうとした七海は、小夜子に止められた。

　空太は借りたジャージ姿すがたのまま、廊ろう下かに飛び出した。

「みんなはどこだ……」

　この時間なら、校門の可か能のう性せいが高い。

　もつれそうになる足で必死に走った。

　途と中ちゆう、ひとりの先生とすれ違ちがい、走るなと注意されたけど無む視しした。今、走らなかったら、死んでしまう。そんな気持ちだった。

　保ほ健けん室しつのスリッパで外に駆かけ出す。

　校門の前に、四つの人ひと影かげを見つけた。空太の読みは的中していた。美み咲さき、仁、龍りゆう之の介すけ……それに、ましろがいる。四人とも透とう明めいのビニール合がつ羽ぱを着ていた。少し前までは、雨が降ふっていたのだ。

「お、こーはいくん！」

　空太に気づいた美咲が駆け寄よってくる。

「聞いてよ、こーはいくん！　なんと今日だけで五十三人も署しよ名めいをゲットしたんだよ！」

　満面の笑み。けど、それが辛い。

　足りない。一日で五十三人は新記録だけど、全然足りない。今日の分を合わせても、集まった署名は約四百人。

「ま、やるだけやった。全校生徒の三分の二にはちょっと届とどかなかったけどな」

　ちょっとじゃない。

　仁じんの気き遣づかいが、逆ぎやくに痛いたかった。抉えぐるような痛みが胸むねに走る。

「俺おれは！」

　声が上うわ擦ずった。

「俺は、やるだけやってませんよ！　なにもやれてません！」

　最後だというのに、何もできなかった。のうのうと寝ねていただけだ。

「神かん田だ、駄だ々だをこねるな。お前とポニーテールはこの二週間よくやった。だが、その無理が祟たたって、今日、お前たちは署しよ名めい活かつ動どうのできる体調ではなかった」

　自覚はある。

　さくら荘そうがなくなると聞かされてから、空そら太たの寝つきはすこぶる悪かった。眠ねむりたくても眠れない。考え事がやめられない。眠り方がわからない。たぶん、一日平へい均きんで、二時間程てい度どしか睡すい眠みんを取れていなかった。

　七なな海みのオーディション落選を知ってからはもっと酷ひどくて、先週の後半からは、毎朝起きるたびに、出すものなんて何もないのに、強い吐はき気けすら感じていた。

「そんな状じよう況きようで無理をして、倒たおれられでもしたら迷めい惑わくだ。たとえ、署名を三分の二以上集めたとしても、学校側は署名活動のあり方を問もん題だい視ししてきただろう。最悪、今日までの努力が無む効こうになる」

　だから、空太と七海を休ませた。正せい論ろんだ。龍りゆう之の介すけのいつもの正論だ。正論過すぎて、腹はらが立つ。こんな大事な日に、自分を管理できなかった自分自身に腹が立つ。

「それに、空太には悪いけどな。青あお山やまさんだけを寝かせておくわけにもいかなかったんだよ。今の彼かの女じよには、共きよう犯はん者しやが必要だろ？」

「……っ！」

　それを言われては、反論のしようがなかった。ほんとその通りだ。ひとりだけ寝かせておいたら、責せき任にん感かんの強い七海は、そのことをものすごく後こう悔かいするに決まっている。

　奥おく歯ばをぐっと噛かみ締しめて、空太は自分の不ふ甲が斐いなさを呑のみ込こんだ。

「青山さんは、まだ保ほ健けん室しつ？」

「はい」

「んじゃ、ななみんを迎むかえにいこう！」

　元気に美み咲さきが走り出す。仁と龍之介が無言でそれに続いた。

　でも、もうひとつの影かげは動かない。

　校門の前から動かない。

　署名用のノートを持って、立ち尽つくしている。

「椎しい名な」

　その後ろ姿すがたに声をかけた。

「空そら太た」

「……」

「あと、どれくらい？」

「……」

「あと何人集めればいい？」

「たくさんだ……」

　まだ三百人近く足りない計算になる。

「そう。なら、たくさん集めるわ」

　ましろは校門の前から動こうとしない。

「椎しい名な……もう終わったんだ」

「そんなの嘘うそよ」

「……」

　ましろの瞳ひとみには、はじめて見る敵てき意いが宿っていた。

「空太は嘘つき」

「嘘じゃない」

「だって」

「……嘘じゃないんだ！」

　嘘だったらいいと思う。空太だってそう思う。だけど、ダメなのだ。

「まだ集まってないわ！」

　珍めずらしくましろが声を張はった。

「さくら荘そうがなくなるのに……」

「……」

「集まってない」

　何も言えなかった。できることなら、空太も署しよ名めい活かつをどう続けたい。集まるまで諦あきらめたくない。けど、そうはいかなかった。もう七時が近くて、校内に残っている生徒なんていない。そして、明日は卒業式だ。やりたくてもやれない。気持ちだけでは解かい決けつできない。空太たちが直面していたのは、そういう類たぐいの問題だ。

　思い通りにいかなくても、終わりはやってくる。いや、やってきたのだ。

「署名に、協力してください」

　誰だれもいない校門に、ましろの想おもいが切なく零こぼれ落ちた。




　三月七日。

　この日のさくら荘会議の議事録には何も書かれていない。
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　まぶたを開くと、小ぶりのかわいらしいお尻しりが目の前にあった。

「……あおば、今日はお前か」

　手で押おしのけようとすると、細くて長い綺き麗れいな尻尾しつぽで頬ほおをはたいてくる。しかも、往おう復ふくビンタだ。シャム猫ねこもどきのあおばはご機き嫌げん斜ななめらしい。

「酷ひどいな、お前……」

　頬をさすりながら、体を起こす。

　あくびが出た。

　時計の針はりは七時半を伝えている。

　空そら太たの周囲で丸くなっていた猫たちが、一いつ斉せいに鳴き出した。ご飯を要求しているのだ。それを、右から左に聞き流して、空太は全身に圧おし掛かかる気だるさを吐はき出すように、深いため息を吐ついた。

「はあ……朝か」

　来てほしくない朝が来てしまった。ずっと昨日が続けばよかった。いや、昨日は昨日で、息が続かないほど色々あったから、それも地じ獄ごくか……。できることなら、どちらも遠えん慮りよしたかった。

　三月八日。卒業式の当日。

　あと一時間半もすれば、全校生徒が体育館に集まって、厳げん粛しゆくな空気の中で、卒業式が執とり行われているはずだ。その中に、空太もいる。仁じんや美み咲さきも。ましろや七なな海み、龍りゆう之の介すけ、千ち尋ひろもいるのだ。

「……」

　想そう像ぞうしても、何の現げん実じつ感かんもなかった。本当に今日は卒業式なのか。そういう特別な気持ちに全然なっていない。昨日が終わって今日が来た。日付がひとつ変わっただけだ。

　それなのに、昨日とは明らかに気分が違ちがった。

　不思議なことに、あれほど体をがんじがらめにしていた焦しよう燥そうも、どこかへといなくなっている。身を引き裂さくほどの後こう悔かいと、署しよ名めい活かつ動どうの最終日に何もできなかったことへの罪ざい悪あく感かんすら姿すがたを消している。

　なんとなく右手を当てた胸むねには、ぽっかりと穴あなでも空いているようで、酷ひどく空くう虚きよな気持ちだけが置き去りにされていた。

　わかっているのだ。もっと本ほん質しつ的てきなところでは、事実を理り解かいしている。さくら荘そうがなくなるという事実を。昨日の後悔すら意味などないのだと……。

　この状じよう況きよう下かで、これは夢ゆめだと言って現実を否ひ定ていできるほど、空太は子供ではなくなっていた。痛いたい思いなら、今日までにいくつも経けい験けんしてきた。思い通りにならない現げん実じつに何度も直面してきた。認みとめたくないからこそ現実なのだ。世の中はそうできている。

　だから、ちゃんとわかっている。

　だからこそ、心はこんなにも空っぽなのだ。

　諦あきらめとは少し違う。奇き妙みような納なつ得とく感かんがある。この感じを、空そら太たはなんと表現すればいいのか、まだ知らなかった。

　膝ひざの上に飛び乗ってきた白しろ猫ねこのひかりの頭を撫なでながら、空太は何なに気げなく室内を見回していた。

　ベッドのシーツに目が向く。元は真っ白だったシーツには、堂々とした文字で『常じよう勝しよう』と書いてある。あれは秋の出来事だ。リタを見送るために作った垂たれ幕まくの一枚まい。それも、ボツにした一枚で、美み咲さきが書いたものだ。

「常勝どころか、全戦全敗だったな」

　全校生徒の三分の二の署しよ名めいは集まらなかった。さくら荘そうの取り壊こわしを撤てつ回かいすることはできなかった。それに加え、空太個こ人じんのことを言えば、タイトル審しん査さ会かいの通つう過かも叶かなわなかった。合ごう格かくを心から願っていた七なな海みのオーディションの結果もそうだ……。

　どれひとつとして思い通りになっていない。

　下した唇くちびるを噛かみ締しめながら顔を上げると、部屋の壁かべ紙がみが視し界かいに収おさまった。一面を巨きよ大だいな絵が埋うめ尽つくしている。美咲とましろの共作による『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』のイメージボードだ。結局、消すのも面めん倒どうなので、秋以い降こう、このままにしてある。

　その秋が、今ではもう懐なつかしい。春の出来事も、夏の出来事もそうだ。クリスマスや、冬休みですら、はるか昔のことに思えた。ずっと長い間、さくら荘で過すごしてきた気がする。みんなとの共同生活を何年も続けてきた感覚がある。

　この部屋には、思い出が溢あふれすぎていたから。

　ＴＶの前では、よく美咲と一いつ緒しよにゲームをした。仁じんやましろを巻まき込こんだときもある。ドアを見ると、勢いきおいよく駆かけ込んでくる美咲の笑顔が脳のう裏りによみがえった。

　ただのクローゼットにだって、忘わすれられない記き憶おくがある。あれは、空太がはじめてさくら荘にやってきたときだ。なぜだか美咲が中で待ち構かまえていた。

　部屋の床ゆかでは何度も寝ねた。ベッドを美咲に占せん拠きよされたとき。リタがやってきたとき。ましろがここで寝ると言い出したとき……。

　もうじき、たくさんの思い出が詰つまったこの場所から、出ていかなければならない。いずれは取り壊されてしまう。こんな状じよう況きようでは先のことなんか考えられない。それでも、空太には嫌いやでも未来を見み据すえないといけない理由があった。

　ここまでは勝ち星なし。

　だからこそ、最後にひとつくらいは成し遂とげたい。

　美み咲さきと仁じんの卒業を、心からお祝いしたい。

「これだけは、ちゃんとしないとな」

　笑顔で送り出したい。何の心配もいらないんだってことを伝えたい。

　そう心に決めると、空そら太たは猫ねこを引きつれて部屋を出た。

　朝食を取るためにダイニングに向かう。

　その途と中ちゆう、二階に続く階かい段だんから、美咲が駆かけ下りてきた。

「おはよう、こーはいくん！」

　すでに制せい服ふく姿すがたで、出かける準じゆん備びは万ばん端たんだ。美咲は立ち止まることなく、玄げん関かんで靴くつを履はくと、ひゃっほ〜とか言いながらいつも通りのテンションで飛び出していく。扉とびらは開けっ放しだ。

　遠ざかる後ろ姿を、空太は目に焼き付けていた。

　今日で最後。スイコーの制服を着ている美咲を見るのも……スカートの裾すそをひらひらとなびかせながら、元気に飛び出していく後ろ姿を見送るのも……。

　全部が今日で最後なのだ。

　美咲の背せ中なかを眺ながめながら感かん慨がいにふけっていると、空太の頭に拳げん骨こつが落ちた。

「いたっ！」

「朝から盛さかってるなよ」

　振ふり向くと、あくびを噛かみ殺す仁がいた。

「そんなんじゃないですよ」

「んじゃ、今日で最後だから、目に焼き付けておこうってところか？」

　眼鏡めがね越ごしに仁が目で笑っている。完全に見み透すかされている。

「わかってるなら、わざわざ言わないでください！」

　そんな空太の抗こう議ぎは無む視しして、仁は今にも見えなくなりそうな美咲に声をかけた。

「ちょっと待て、美咲！」

　急ブレーキをかけた美咲が、すぐにダッシュで引き返してくる。

「なあに？」

「俺おれも一いつ緒しよに行くから、少し待ってろ」

「わかった！」

　聞き分けのいい小学生のように美咲が手をあげる。ただし、両手なので万ばん歳ざいをしている……というか、クマが襲おそい掛かかってくるときのポーズにしか見えない。

　仁が廊ろう下かの方に引っ込こんでいった。部屋で着き替がえてくるのだろう。

　大人おとなしく玄関の段だん差さに座すわった美咲は、真っ直ぐに伸のばした足の先を、小さな子供のように閉とじたり開いたりしていた。

　その美咲に言いたいことはあるはずなのに、いざ目の前にすると、頭の中の原げん稿こうは真っ白になっていて、名文は思い浮うかばない。

　三み毛け猫ねこのこだまが「にゃ〜」と鳴く。餌えさを催さい促そくしているのだ。空そら太たは曖あい昧まいに言葉を残してダイニングに向かった。

　床ゆか板いたが危あやうい音を立てる。神しん経けいが敏びん感かんになっているのか、普ふ段だんは気にも留とめなくなっていたことがやけに気になる。

　猫と一緒にやってきたダイニングには先客がいた。

　円えん卓たくのいつもの席に座すわって、七なな海みが朝ご飯を食べている。

「あ、神かん田だ君……」

「おはよう」

「うん、おはよ」

「……」

「……」

　それ以上は会話が続かない。昨日のことが、お互たがいに少しだけ気まずい。沈ちん黙もくが居い心地ごこちの悪い間を作る。それを、空太はダイニングの隅すみにしゃがんで、猫にキャットフードをあげることでごまかした。七海はトーストをかじって間を埋うめている。

　しばらく無言のまま、競争するようにキャットフードを食べる猫を眺ながめていた。

　けど、同じ場所にいて、見て見ぬふりをするにも限げん界かいがあった。

　横目で七海の様子を確かく認にんする。昨日、あれだけ泣いた七海のことも気になっていた。

　夜にもひとりでたくさん泣いたのだろう。まぶたは腫はれぼったく、鼻の下はティッシュで噛かみ過すぎて赤くなってしまっている。

「あんま、見ないでね」

「へちゃ顔だから？」

「女の子に向かって、ブサイクなんて言う神田君は嫌きらいです」

　大げさに拗すねてみせる七海を見て、空太は少しほっとした。嘘うそではない感かん情じようが、七海の表情に戻もどっていたから。それは、オーディションの落選通知が届とどいて以来、止まっていた七海の時間が、ゆっくりとではあるけれど、動き出した証あかしだと思えた。

「昨日、青山が自分で言ったんだぞ」

「そうだけど……できれば、昨日のことは忘わすれてほしい。私も忘れたい……」

「……俺おれはやり直したいよ」

　キャットフードを食べる猫の背せ中なかを撫なでながら、空太は七海の言葉につられて、無む意い識しきにそうもらしていた。そんなことを口にするつもりはなかったのに。自覚だってしていなかったのに。

「神田君……」

　痛いた々いたしい表情で、七海は空太を見ていた。救いようがない……そんな困こまった顔だ。

「ごめん。今のこそ忘れてくれ」

「ううん、いいんだけど……気持ちは私もわかる。でも、わかるけど……それはダメだよ」

「そうだな。ダメだ。ダメなんだ」

　時間は戻もどらない。ゲームのように結果が気に入らないからと言って、セーブポイントからやり直すことはできない。それができるのなら、そもそも未練を口にはしなかったし、言葉にしたことを後こう悔かいして、こんなみっともない気分を味わうこともなかっただろう。

　キャットフードを食べつくした猫ねこたちがおかわりをせがんでくる。

　お皿に少しだけ追加してあげてから、空そら太たは立ち上がった。

「俺おれ、椎しい名なを起してくる」

「あ、うん」

　ぎこちなさを残したまま、空太はダイニングを出た。玄げん関かんにはまだ美み咲さきがいる。空太の靴くつを飛行機みたいに飛ばして遊んでいる。できればやめてほしいけど、声をかけると長引きそうだったので、空太は階かい段だんに足をかけた。

　一歩踏ふみ出すたびに、ぎしぎしと足元が危あやうげな音を立てる。

　２０１号室……美咲の部屋の前を通って、ましろの部屋へ。

「椎名、朝だぞ」

　声をかけると同時に、空太は２０２号室のドアを開けていた。どうせ、寝ねていて返事はない。

　部屋の中は相変わらずの散らかり具合だ。床ゆか一面に洋服や下着、漫まん画がのネームや原げん稿こうが散さん乱らんしている。

　いつも通り、机つくえの下を覗のぞき込こむ。ましろはそこにハムスターのように巣を作って寝ているのだ。けど、どうしたことか、今日に限かぎっては、ましろの姿すがたがなかった。

「椎名？」

　続いてベッドを確かく認にんする。毛布をめくっても誰だれもない。床ゆかに這はいつくばってベッドの下にも目を通す。でも、ましろはいない。クローゼットの中にもいない。どこにもいない。トイレだろうか。

　一いつ旦たん、部屋を出る。

「椎名！」

　大声で呼よんでも返事はない。

　代わりに階段を美咲が駆かけ上がってきた。

「どったの、こーはいくん」

「椎名がいないんですよ」

　大きく美咲が首を傾かしげている。

　一階に下りて、洗せん面めん所じよとお風ふ呂ろ、それにトイレの中を捜さがす。でも、いない。

　ダイニングに戻ると、七海に加えて龍りゆう之の介すけの姿もあった。トマトを丸かじりしている。

「神かん田だ君、ましろは？」

　空そら太たが二階からひとりで戻もどってきたのを、七なな海みは不思議に思ったのだろう。

「それが、部屋にいなくて……」

　部屋どころか、どこにもいない。

　なんだか嫌いやな予感がした。

「ましろん、上にはいないよ。ケータイも繋つながんない」

　美み咲さきが二階から下りてきた。他の部屋も見て回ってくれたのだろう。

「いないって、どういうことだ？」

　続いて、仁じんもやってきた。

　その場にいる誰だれもが疑ぎ問もんには答えられない。

　胸むねがざわつく。

　不ふ穏おんな空気が立ち込める中、千ち尋ひろが姿すがたを見せた。春らしい淡あわい色合いのスーツに身を包んでいる。卒業式仕様というわけだ。

「先生、椎しい名なが！」

「知ってるわ」

「……どういう意味ですか？」

　自然と警けい戒かいするような口調になっていた。嫌な予感がさらに膨ふくれ上がっていく。鼓こ動どうは高鳴る一方だ。

「これを、あんたらにって預あずかったの」

　千尋が後ろから持ってきたのは、大きなカンバスだった。

　前に美び術じゆつ室しつでましろが描かいていたさくら荘そうの絵だ。先週末に、土日も作業をしたいからと言われ、空太が持って帰ってきた。

　千尋がダイニングの壁かべに立て掛かけるのを待って、空太は絵の正面に立った。

「完成してたのか……」

　学校の課題のはずなのに、右みぎ隅すみにはローマ字で書かれたサインがある。

　視し界かいにすっぽりとカンバスが収おさまる。その瞬しゆん間かん、時間が止まったような気がした。意い識しきは絵の世界に引き込こまれていく。

　やわらかいタッチと色調でさくら荘を描えがいた見事な絵だ。

　どこか懐なつかしさを漂ただよわせる夕ゆう暮ぐれ時の光が、絵全体に温和な印象を与あたえている。それが、フレームの中で艶あでやかに咲さき誇ほこる桜さくらの花の存そん在ざい感かんを際きわ立だたせていた。

　木もく造ぞう二階建てのボロアパートが、輝かがやいた特別な場所にさえ思えた。

　途と中ちゆう段だん階かいで見たときは迫はく力りよくが違ちがう。伝わってくる感かん情じようが違う。さらに、あのときには描かれていなかった、住人たちの姿すがたに空太は目を奪うばわれた。

　玄げん関かんの前で、七匹ひきの猫ねこと戯たわむれている人物がいる。

「これ、俺おれか……」

「うん、そうだよ」

　頷うなずいてくれたのは七なな海みだ。その七海は、絵の中でも、空そら太たのすぐ後ろに立っていて、一いつ緒しよに猫ねこの面めん倒どうを見ていた。

「ましろん……すごい」

　二階のテラスには美み咲さきがいて、階下の空太たちに両手を振ふっている。ぶんぶんと音が聞こえてきそうだ。

「ああ、そうだな」

　仁じんは丁度帰ってきたところなのか、ネギの飛び出た買い物袋ぶくろを片手に、門もん扉ぴを通り抜ぬけようとしている。

「……」

　一階の窓まどには、机つくえに向かったまま外の様子を少し気にしている龍りゆう之の介すけの姿すがたがあって、その視し線せんの先……桜さくらの木の下では、千ち尋ひろが缶かんビールを呷あおっていた。

　実じつ際さいにあったわけではないけど、あってもおかしくなかったさくら荘そうの一コマ。ここで暮くらしているんだという雰ふん囲い気きが、とても身近に感じられて、素そ朴ぼくだけど、素朴だからこそ、あたたかい気持ちにさせてくれる絵だった。

　たった一枚まいで、さくら荘の大切なものをすべて表ひよう現げんしている。

　この気持ち、この溢あふれる想おもいをなんと言葉にすればいいんだろうか。

　思い浮うかんだのは、たったひとつ。

　まだ使ったことがないからよくわからないけど、たぶん、合っていると思った。

　これを、愛と呼よばずにはいられない。愛が溢あふれている。ましろのさくら荘に対する気持ちがストレートに描えがかれているのだ。

　前に千尋が言っていた。言葉や表ひよう情じようで感情を表現する方法を知る前に、ましろは絵で自分の気持ちを表現する方法を学んでしまったのだと。

　本当にその通りだ。ましろにはそれができる。これがましろの気持ち。さくら荘を想うやさしい気持ち。

　心の深いところを、やさしく包み込んでくれる。

　安らぐ、癒いやされる。

　だけど、それ以上に、それとは真ま逆ぎやくの大きな感情が、空太の胸むねを疼うずかせていた。

「なんだよ、これ……」

　息が苦しくて、声が震ふるえた。体が……心が引き裂さかれていくようだった。

　とてもやさしい絵。だからこそ、空太にとっては、とても悲しくて、寂さびしい絵にしか見えなかった。七海と美咲の表情も曇くもっている。仁と龍之介は難むずかしい顔をしていた。千尋は目を伏ふせている。

　なぜなら、大事なものがひとつ欠けていたから。

「なんなんだよ、これは！」

　絶ぜつ対たいにいなくてはならない人物がひとり描かかれていない。

　ましろだけが絵の中にはいない。

「これじゃあ、まるで……」

　感じたことを言葉にはできなかった。

　それを認みとめるみたいで怖こわかった。

　この絵は、ましろからの、

　──さよなら

　というメッセージだとわかってしまったから。

　素人しろうとにもわかるくらい、ましろの絵は痛つう烈れつなまでに別れを表ひよう現げんしていた。

　衝しよう動どうに任まかせて、千ち尋ひろを振ふり返る。

「どうして、椎しい名なを止めてくれなかったんですか！」

「『神かん田だには相談したのか』って、私はちゃんと聞いたわよ」

「っ！」

「ここに来たばかりのましろなら、色々と抱かかえ込こんでテンパってるあんたに気を遣つかうなんて真ま似ねはしないで、相談できたかもしれないけどね。あんたらのおかげで、ましろも変わった。たとえ、それがこの場合において悪いことだったとしても」

　もし、相談されていたとして、空そら太たは何かできたのだろうか。タイトル審しん査さ会かいの準じゆん備びが忙いそがしくて、署しよ名めい活かつ動どうにも追われていた空太に、余よ裕ゆうなど少しもなかった。

　いや、違ちがう。ましろが悩なやんでいたことなど、空太は知っていた。ましろが懸けん命めいに署名活動をしていたのは、さくら荘そうがなくなることに責せき任にんを感じていたからだ。七なな海みに無理をさせているのも、自分のせいだと思い込んでいたからだ。

　胸むねが痛いと言っていた。胸が苦しいと。眠ねむれないと言って、一昨日の晩ばんは空太の部屋にもやってきたのだ。

　ましろが辛つらい立場に置かれているのはわかっていたけど、結局は署名を集めて、さくら荘の存そん続ぞくを勝ち取る以外に、不安を拭ぬぐい去る方法など思いつかなかった。だから、この二週間、やれるだけのことをやってきた。空太なりに……。

　そして、精せい一いつ杯ぱいやった結果が今なのだ。悔くやむのは筋すじが違う。手て抜ぬきをしたわけではない。でも、上う手まく行かなかった。

「この絵を見れば、あんたたちにもわかるでしょ。ましろがどんな気持ちで、出て行くことを選んだのか」

　大切な場所だから。大切な人がいる場所だから。だからこそ、出て行くことを決めた。自分がいると、さくら荘はなくなってしまうから。

　言葉なんかでは語りつくせない想おもいに溢あふれている。さくら荘のことを心から想っていなければ描かけない絵だ。

　きっと歴史に名を刻きざんだ有名な画家にだって、この絵は描けない。ましろにしか描けないに決まっている。これはましろの心そのものなのだから。

　今になってわかる。一昨日の晩ばんに、ましろが言っていたあの言葉の意味が……。

　──さくら荘そうは、わたしが守るわ

　どれだけの覚かく悟ごと決意を持っていたのかが、今ならわかる。どんな想おもいで口にしていたのかも……。最後には、自分が出て行くことで、さくら荘を守れることを知っていたのだ。

「で、結局、ましろちゃんはどこに行ったわけ？」

　押おし黙だまった空そら太たに代わって、仁じんがそう聞いてくれた。

「イギリスに帰ると言ってたけど、どうやってひとりで帰るつもりなのかは知らないわよ。両親にもリタにも連れん絡らくはしてないようだしね」

　この意味がわかる、とでも言いたげな顔を千ち尋ひろはしている。

「それって……」

　わからないわけがない。ましろは自分で飛行機のチケットなど用意できないだろう。電車にだってひとりで乗れるかわかったものじゃない。

「あの子も、わけがわからなくなってるんでしょうね」

　悩なやんで、悩みすぎて、思考の迷めい路ろに迷まよい込こんでいる。

　だったら……。

「まだ、その辺にいるかもしれないってことか。なら、話が早いな」

　そう仁が全員に投げかける。

「あたしがましろんを捜さがし出してあげるよ！」

　空太の目は自然とダイニングの時計を見ていた。八時を回っている。

「仁さんと、美み咲さき先せん輩ぱいは学校に行ってください。卒業式に遅おくれたら大変です」

「そんなことより、今はましろんだよ！」

「あいつ、もしかしたら、道に迷って、学校の方に行ってるかもしれないんで、そっちは仁さんと美咲先輩に任まかせます」

　最悪、ましろが見つからなくても、ふたりは卒業式に出られるはずだ。

「おいおい、俺おれらの卒業は祝ってくれないつもりか？」

　仁がいつもの軽口をかけてくる。

「ダメだぞ、こーはいくん！　あたしは盛せい大だいに祝ってもらうと心に決めているんだから！」

「わかってます。椎しい名なを連れて、必ず間に合わせます」

　もうそれ以外の結末など考えてはいなかった。

「俺は真っ直ぐ駅に行くから、青あお山やまと赤あか坂さかは、途と中ちゆうの脇わき道みちと迂う回かい路ろを捜してくれ」

「うん、わかった」

　力強く七なな海みが頷うなずく。

「僕ぼくまで巻まき込こむな」

　文もん句くを口にしながらも、龍りゆう之の介すけは嫌いやとは言わなかった。

　ふたりの返事を聞いて安心した空そら太たは、勢いきおいよく玄げん関かんから飛び出した。




　　　　２




　おんぼろ自転車で爆ばく走そうしてわずか三分。

　空太は芸大前駅に到とう着ちやくした。

　途と中ちゆうの道で、ましろは見つからなかった。

　駅にいるかはわからない。場合によっては、とっくにどこかへ行ってしまったかもしれない。空太が起きたときにはいなかったのだ。早起きの美み咲さきだって気づいていないとなると、相当早くに出て行ったことになる。それこそ、暗いうちに。

　いや、今は考えても仕方がない。

　駅の脇わきに鍵かぎもかけずに自転車を放置して、空太は切きつ符ぷも買わずに改札を飛び越こえた。

「こら、君！」

　驚おどろいた駅員が声をかけてくる。

「すいません！　人を捜さがしているんです！」

　振ふり向かずにそう告げて、空太はホームに出た。

　左右を見み渡わたす。ましろの姿すがたはない。通つう勤きんのサラリーマンと、高校生らしき制せい服ふくがたくさんあった。それでも、ましろがいればきっとすぐにわかる。

　下りのホームにはいない。

　線路越しに向かいのホームに目を凝こらす。前の方にはいない。後ろ側……一番端はしっこに、ましろを見つけた。

「いた！」

　去年の四月……この街にやってきたときに持っていた旅行用の茶色い鞄かばんを、両手で前に提さげている。制服姿なのも同じだ。

「椎しい名な！」

　腹はらの底から叫さけんだけど、丁度そのタイミングで流れたアナウンスにかき消された。二番線に電車が来ると言っている。ましろがいるホームだ。

「くそっ！」

　白線の内側で待つようにと告げるアナウンスが止むと、もう電車はすぐそこまで来ていた。

「ましろ！」

　もう一度声をかけたけど、無む駄だだった。二番線にやってきた電車によって、ましろの姿も見えなくなってしまう。

　逸はやる気持ちに足をもつれさせながら、空そら太たは向かいのホームに急いだ。二に段だん飛ばしで階段を駆かけ上がる。息はすでに上がっている。けど、弱音を吐はいている場合じゃない。電車に乗る前にましろを止めないといけない。今を逃のがせば、卒業式には間に合わなくなる。

　ホームを繋つなぐ通路を走り抜ぬける。間に合え、間に合えと祈いのりながら。

　空太が階段を下っていると、電車から降おりた乗客が流れてきた。それに逆さからって、ホームに躍おどり出た。

　電車のドアが閉しまっていく。

　それでも諦あきらめることができず、出発しようとする電車に駆け寄より、ドアを一発殴なぐっていた。拳こぶしが一いつ瞬しゆん熱くなり、痛いたみが駆け上がってくる。

　そんなものは気にせず、徐じよ々じよに加速する電車の車内に目を向けた。

　せめて、ましろの姿すがたをもう一度見ようとしていた。

　ホームを走って、電車をぎりぎりまで追いかける。

　すぐにホームの端はしっこで足止めされた。

　乗客の中に紛まぎれてしまったのか、最後までましろを見つけることはできなかった。

「なんでだよ！」

　納なつ得とくできない想いを遠ざかる電車にぶつけた。

「なんでなんだよ……」

　途と切ぎれたホームの端に、空太は座すわり込んだ。

　行ってしまった。ましろが、行ってしまった。誰も望んでいないのに。こんなことは望んでいないのに。

　息が整うのを無心で待った。

　呆ぼう然ぜんとしたまま、よろよろと立ち上がる。

　次の電車で追いかけようか。そんなことを考えながら、ホームを引き返す。

　すると、誰だれもいなくなったはずのホームに、人ひと影かげをひとつ見つけた。

　絵本の中から出てきた妖よう精せいのような佇たたずまいの少女。

　ましろだ。

　向かいのホームから見たときと同じ場所に、同じ格かつ好こうのまま立ち尽くしている。鞄かばんを両手で提さげて、顔は真っ直ぐ正面を向いていた。朝の光を浴びて輝かがやいている。

　空太の声が届とどいたのだろうか。いや、そんな素そ振ぶりはない。ましろは空太に気づいている様子はないのだ。

　なら、どうして……。

　疑ぎ問もんに思いながらも、空太は安あん堵どの気持ちを胸むねにましろに駆け寄った。

「椎しい名な」

　速度を緩ゆるめながら、声をかける。

　その足は、

「空そら太た」

　と名前を呼よばれただけでぴたりと止まった。金かな縛しばりにあったかのように動けなくなった。ましろの声が重たく湿しめっていたから。ふたりの距きよ離りは三メートルほど。

「椎しい名な……？」

　気のせいかと思って声をかけた。

「……いきたくない」

　はっとなった。空太に向き直ったましろの目から、ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだが落ちていく。ありえないものを見ているようだった。ましろが泣いている。想そう像ぞうしたこともない。ましろが泣くなんて考えたこともなかった。はじめて見たましろの涙は、それこそガラスかなんか作り物のようで、空太の思考を根こそぎ奪うばっていった。

「わたし、いきたくない」

　ぼろぼろと……ぼろぼろと……。ましろの立っている場所だけに、大雨が降ふり続ける。

「教えて、空太」

　足元のコンクリートが黒く濡ぬれていく。

「お前……」

「わたし、いかないといけないのに」

「……」

　頭の中は真っ白なままだった。かけようと思っていた言葉も、心配してここまでやってきた感かん情じようも、全部吹ふき飛んでいる。本当に空っぽだ。

　表情はあくまでいつものましろで、透すき通った瞳ひとみも、わずかに吊つり上った目め尻じりも、泣いている風ではなかった。殆ほとんど感情を覗のぞかせない普ふ段だんのましろのまま。なのに、涙はぼたぼたと落ちていく。まるで天気雨でも見ているようだった。そして、そのアンバランスな危あやうさが、空太の不安をさらに掻かき立てた。

「電車に乗らないといけないのに」

「……」

「足が動かない」

　そうしないといけない理由など聞かなくてもわかる。

「何度も乗ろうとしたのに！」

　無理に張はった声は、割われて掠かすれていた。

「椎名」

　ようやく、名前を呼ぶことができた。

「なのに！」
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　ましろが握にぎった拳こぶしが震ふるえている。処しよ理りできない感かん情じようと戦っているのだ。

「いいんだよ、椎しい名な」

「いかないといけないのに」

「いいんだ！」

「さくら荘そうにいたらいけないのに」

「いいんだって！」

「出ていかないといけないのに……」

　何を言っても、ましろは同じような言葉を呪のろいのように繰くり返すだけだ。

「いかなくていい！　椎名はさくら荘にいていいんだ！」

「わたしのせいなのに？」

　涙なみだでいっぱいの瞳ひとみが空そら太たを見ている。なおもぼたぼたと落ちて地面を濡ぬらしている。

「わたしのせいなのに？」

　半分くらいしか聞き取れない声が痛いた々いたしい。

「椎名のせいじゃない！」

「わたしがいなくなれば、さくら荘を守れるのに？」

「そうじゃないんだよ！」

「今日は卒業式よ」

「そうだよ。だから、美み咲さき先せん輩ぱいと仁じんさんの卒業をお祝いするんだろ？」

「なのに、ノートは全部埋うまらなかった！」

「お前ひとりが責せき任にんを感じることじゃない」

「違ちがう。わたしのせいよ」

「ふざけるな……」

　そんな風に、ましろに自分を責せめてほしくはなかった。誰だれも、さくら荘そうの誰もがましろのせいだなんて思っていない。

「わたしのせいよ」

「ふざけんな！」

「……っ！」

　もっと別の言葉をかけられたらいいと思う。やさしく伝えることができればいいと思う。けど、今の空そら太たにはそれができそうになかった。こんなやり方でしか、言いたいことが言えない。伝えたいことが伝えられない。それでも、言わないよりはいい。

「お前、何にもわかってねえ！」

「わかってる！」

「……っ！」

　今度は空太の方が言葉に詰つまった。

「わたしがいけないってわかってる！　全部わたしのせい！　さくら荘がなくなるのも……七なな海みがいっぱい我が慢まんしてくれたのも！　全部わたしのせい！　誰かに嫌いやな思いをさせてまで、さくら荘にはいられない！　そんなのわたしはいや！」

「……」

　ほんとに言葉が出なかった。思わぬ反はん撃げきを受けたという感じだ。

「わたしのせいよ……」

　涙なみだに濡ぬれてなお、意思の強さを感じさせる瞳ひとみが、じっと空太を見み据すえている。

「わたしがいるからいけないの」

　ましろは頑かたくなであることに一いち途ずで、頑なであるゆえに、酷ひどく危あぶなっかしく空太の目には映うつっていた。あと一言でも声をかけたら、ひび割われてしまい、この手で触ふれようものなら、粉々に砕くだけてしまうんじゃないかと、空太はありえない想そう像ぞうをしていた。

　けど、そのありえない想像に、足はすくんだ。

「……」

　もうかける言葉がない。

　追い詰められていく心が、きつく締しめ付けられていく。何か言わないといけない。何か言わないと……。けど、今にも壊こわれそうなましろを前に、空太は何も言えなかった。

　そのときだった。背はい後ごから声が聞こえた。

「なに、ふざけたことゆーてんの」

　振ふり向くと、息を切らせた七なな海みがいた。膝ひざに両手をついた姿し勢せいで顔だけを上げ、呼こ吸きゆうを整えている。その後ろからは、息を弾はずませた龍りゆう之の介すけもやってきた。

「青あお山やま。それに、赤あか坂さかも……」

　空そら太たの横を通り過すぎ、七海がましろの前に出る。

「そんなんましろのせいちゃうよ」

　そして、真っ直ぐに言葉をかけた。

「でも」

「勝手にウチの挫ざ折せつまで、ましろのもんにせんといて」

　七海の声こわ音ねにはどこか苛いら立だちが含ふくまれていた。

「……」

　それをましろも感じ取ったのだろう。不安そうにわずかに眉まゆをひそめている。

　七海を止めるべきかどうか、本気で迷まよった。

「オーディションに落ちたんは、全部ウチの問題。ウチだけの問題。一ミリだって、ましろには関係あらへんよ。この経けい験けんは……全部ウチのもんなんやから」

「でも」

　それでもましろは食い下がる。

「大だい丈じよう夫ぶゆーて、神かん田だ君の忠ちゆう告こくも聞かずに強がったんも、全部ウチが決めてやったこと。ましろは関係あらへん。なんも関係あらへん」

「七海」

「勝手に責せき任にんなんて感じられたら、ウチ、迷めい惑わくや」

「……」

　ましろがぼろぼろの顔で鼻をすすっている。

　七海の一言一言に、空太もはらはらしていた。ましろが壊こわれてしまうんじゃないかと。

「七海、怒おこってる？」

「なに、当たり前のことゆーてんの。これが、怒ってへんように見えるん？」

　少し収おさまっていたましろの涙なみだが、またぼたぼたと落ちていく。

「お、おい、青山、そんなに言わなくても」

　前に一歩出る。

「神田君は黙だまってて」

　ぴしゃりと言われて、二歩下がった。

「でもな、ましろ」

「なに？」

「心配してくれたんは、めっちゃうれしい」

「七なな海み……」

「ほんまありがとう。めっちゃうれしいねん」

　やさしく七海が微笑ほほえんでいる。

「……っ！」

　もうましろの感かん情じようは言葉になっていなかった。

「だからな、ましろも勝手に出ていくとか、ウチ許ゆるさへんよ」

　言葉に後あと押おしされたように、ましろが七海に抱だきついた。肩かたに顔を埋うめている。七海の両手がましろをそっと抱だき締しめる。

「ほんま、ましろは世話を焼かすんやから」

「だって、さくら荘そうがなくなるのは、わたしのせい……」

「それは事実だが、理事会の一方的な決定に過すぎない。神かん田だやポニーテールはまったく気にしていないようだしな」

　黙だまって聞いていた龍りゆう之の介すけが淡たん々たんと述のべる。

「赤あか坂さか君の言う通りだよ」

　七海がましろの背せ中なかをぽんぽんとやさしく叩たたく。

「でも……いきたくないのに、いかないといけなくて……」

「もう、いかんでええってゆーたやん」

「わたし、こんなのはじめてで、わからないもの。どうしたいいのかわからなくて……胸むねが苦しくて、ずっと嫌いやな気持ちで……」

「せやな」

「でも、どうすることもできなくて……だから、わたしは……こうするしかなかった」

「辛つらかったな」

「うん……うん……」

　少しずつ落ち着きを取り戻もどすましろを見て、空そら太たはほっと息を吐はいた。その空太を、七海が肩かた越ごしに振ふり向いてくる。

「な、なんだ？」

「神かん田だ君も、言いたいことがあるなら言ってあげても大だい丈じよう夫ぶだよ。泣いているからって、壊こわれたりはしないから」

「お、おう」

「ましろの涙なみだには、弱いんだね」

　なぜだか、呆あきれられてしまった。

「椎しい名な」

「なに？」

　大丈夫とは言われても、ぼろぼろの泣き顔を向けられると、正直、かける言葉には気を遣つかってしまう。

「自分のわがままを貫つらぬき通すのがお前の取り柄えだろ？　今さら、やりたくないことなんかやろうとするなよ」

「だけど……わたしがいたらさくら荘そうはなくなるわ」

　また大おお粒つぶの涙がホームに落ちた。

「やっぱり、椎しい名なはわかってない」

「わかってるわ……」

「わかってないな。さくら荘のこと全然わかってない」

「わかってる」

　ムキになってましろがわずかに頬ほおを膨ふくらませる。

「俺おれが言っているさくら荘っていうのはさ。あのボロい建物のことを言ってるんじゃないんだよ」

「……」

「そこに、美み咲さき先せん輩ぱいや仁じんさん、青あお山やまや千ち尋ひろ先生、赤あか坂さかがいて……それと、椎名がいるからこそさくら荘なんだ」

「空そら太た」

「みんながいてこそ、さくら荘なんだよ」

　こんなことを面と向かって言うのは恥はずかしい。

「……」

　けど、ましろが真っ直ぐに見てくるものだから、視し線せんを逸そらせなかった。

「そりゃあ、美咲先輩と仁さんは今日で卒業だから、あと少しでいなくなっちゃうけど……それは必要なことだからいいんだ」

「……うん」

「とにかく、俺が言いたいのは」

「わかったわ」

「……」

　確かく認にんの視線をましろに向けた。

「だいじょうぶよ。今度はわかった」

「本当か？」

「うん……さくら荘は、みんながいるからさくら荘。みんながさくら荘」

「ああ、だからさ」

　これ以上は、言わなくてもいいかもしれないと思った。けど、やっぱり大切なことは口にしておいた方がいい。誰だれかがはっきりとましろに言ってあげた方がいい。そして、できれば自分が言ってあげたいと空太は思った。

「椎しい名なはさくら荘そうにいていいんだ。ていうか、いろ！」

「空そら太た」

「どこかに行くなんて言っても、俺おれが絶ぜつ対たいに止めるからな。みんなで止めるからな」

「ましろの場合、自分でどこかに行くなんてできないだろうしね」

　七なな海みの指し摘てきに空太は笑った。確たしかにその通りだ。

「お前、最初に言ってたろ」

「なにを？」

「いきたくないってさ」

「うん。いたい……ずっとさくら荘にいたい」

　感極まったましろが、さらに力強く七海に抱だきつく。

「ちょ、ましろ、痛いたいって！」

「七海なら大だい丈じよう夫ぶよ」

　ましろが勝手なことを言う。

「な、なにそれ〜！」

　ましろらしいわがままっぷりに、空太は声をあげて笑った。

「か、神かん田だ君、笑ってないで助けてよ」

　ほんとに、七海はちょっと苦しそうだ。

「七海、ありがと」

「えっと、それは、何のこと？」

「わたしのこと、心配してくれた」

「うん。そうだね」

「わたしのこと、うれしいって言ってくれたこと」

「うん」

「わたしも、うれしいから……ありがとう」

「当たり前でしょ。友達なんだから」

「うん、うん……友達」

　もう一度、ましろが七海に顔を埋うめる。腕うでにもぎゅっと力がこもる。

「うっ、だからって、そんなに強く抱きつかないで！」

「取り込こみ中のところ悪いが、そろそろ学校に行った方がいいぞ」

　黙だまっていた龍りゆう之の介すけは、スマートフォンで時間を確かく認にんしている。

「もうすぐ卒業式がはじまる」

　空太も駅の時計に目を向けた。

　八時五十一分。

　卒業式は九時からだ。

「ましろ、走るよ」

「わかったわ」

　七なな海みに手を引かれ、ましろが駆かけ出す。

　そのあとを空そら太たも追った。

　龍りゆう之の介すけは悠ゆう々ゆうと歩いている。

「赤あか坂さかも、走れ」

　引き返して、龍之介の腕うでを引く。

「なっ！　何の真ま似ねだ、神かん田だ！」

「お前こそ、なに余よ裕ゆうかましてんだよ」

「僕ぼくは授じゆ業ぎようがなければ学校にはいかない。知らないのか？」

「知ってるけど、今日は何がなんでもこい！　ていうか、連れて行く！」

　全員で、美み咲さきと仁じんの晴れ舞ぶ台たいを見み届とどけるのだ。ふたりの旅立ちを祝福するのだ。

　階かい段だんを駆け上がり、一番ホームに渡わたって駆け下りる。

　改札を抜ぬけて駅の外に出ると、タクシーを止めた千ち尋ひろが待っていた。

「先生!?」

「早く乗りなさい」

　問答無用で二台に分けられ、座ざ席せきに押おし込こまれた。一台目に千尋、空太、龍之介が乗り、二台目にましろと七海が乗せられた。

　すぐに車は走り出す。千尋から事じ情じようを聞いているのか、タクシーの運転手さんは、やたらと飛ばしてくれた。明らかに法定速度をオーバーしている。

「はい、これ、あんたの制せい服ふく」

　助手席から千尋が空太の制服を投げてよこす。

　すっかり忘わすれていたけど、空太は部屋着のままだった。龍之介と七海は、制服に着き替がえてから出てきたようだ。ましろもちゃんと制服を着ていた。

　シートベルトをした状じよう態たいで、もぞもぞと怪あやしく身をくねらせて、空太はなんとか制服に着替えた。

「つうか、先生。助けてくれるなら、最初から椎しい名なを止めてくれたらよかったのに！」

　ネクタイを締しめながら、助手席に語りかける。

「あんたは、もう少し考えてものをしゃべりなさい。このご時世、転ばない方法なんてどこでだって学べるんだから、そんなの教きよう師しの私が教えてどうすんのよ。あんたらは自分たちでましろを引き留とめた。そのことに意味があると思いなさい。たとえ、ダメだったとしても、やっぱり、そこに意味はあるのよ。……結局、人間ってのは、経けい験けんしたことしか身に付かないんだから」

　ルームミラー越ごしに目が合うと、千尋は「どう？」とでも言わんばかりに勝ち誇ほこった顔をした。

「先生の愛はわかりにくいんですよ」

「あんた、いつのまに、そんな恥はずかしい言葉を覚えたわけ？」

「割わりと、最近です」

　というか、この一時間くらいだ。

　千ち尋ひろがまんざらでもない風に、鼻で笑っている。何がそんなに楽しいのだろう。

　そんな話をしているうちに、タクシーは校門の前に到とう着ちやくした。徒歩十五分の距きよ離りも、車なら五分とかからない。

　精せい算さんは千尋に任まかせて、外に出る。ブレザーを羽は織おってボタンを留とめた。

「あと二分よ、走って」

「わかってます！」

　千尋に叱しつ咤たされながら、空そら太たは後ろのタクシーから降おりてきたましろの手を取ると、全ぜん力りよく疾しつ走そうをかました。

　目指すは体育館。

　七なな海みと龍りゆう之の介すけも追いかけてくる。少し遅おくれて千尋も何やら文もん句くを言いながら走っていた。

　残り一分……八時五十九分に、空太たちは体育館にたどり着いた。
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　体育館のドアを開けると、大おお勢ぜいの人の息いき遣づかいをまず感じた。分ぶ厚あつい緊きん張ちよう感かんの壁かべが、正面からぶつかってくる。思わず尻しり込ごみをしてしまいそうな物静かな迫はく力りよくがあった。

　だけど、その圧あつ力りよくに、空太が怯ひるむことはなかった。間に合ったという事実に、気分が高こう揚ようしていたせいで、気にならなかったのだ。

　ドア付近に立っていた教きよう師しが咎とがめるような視し線せんを向けてくる。軽く会え釈しやくをしながら、空太たちは紅こう白はくの幕まくに飾かざられた壁かべ際ぎわを通って、在ざい校こう生せいの席に急いだ。

　体育館の前方はまだ空席で、パイプ椅い子すが整然と並ならんでいた。このあと、卒業生が入場してくるはずだ。後方は、保ほ護ご者しや用ように設もうけられた席で、殆ほとんどが埋うまっている。

　その両者に挟はさまれた真ん中が、空太たち在校生の居い場ば所しよだ。

　今から自分たちのクラスの列に入るのは難むずかしそうだったので、空席を見つけて、空太たちは在校生の席の一番後ろに四人並んで座った。右から順番に、七海、ましろ、空太、龍之介だ。

　走ったせいで、息が乱みだれて苦しい。止まると汗あせがだらだらと出てきた。ふたつ隣となりに座った七海は、手でぱたぱたと顔をあおいでいる。

「空太、暑いわ」

　ましろが涼すずしげな顔で不満をぶつけてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、俺おれも暑い」

「神かん田だ君、その大丈夫、意味がわからないんだけど」

「大丈夫、俺もわからない」

　ましろと七なな海みが揃そろって、失礼な視し線せんを向けてきた。

「まったく、どうして僕ぼくまでこんな目に……」

　左ひだり隣どなりの龍りゆう之の介すけも苦しそうに肩かたを上下させ、額ひたいの汗あせを拭ぬぐっている。

「神田のせいで、明日は筋きん肉にく痛つうだな」

「お前、軟なん弱じやくすぎるぞ」

　でも、だいぶ走ったから、明日は空そら太たも覚かく悟ごをしておいた方がいいかもしれない。

　そんな何なに気げない言葉を交わしていると、マイクのスイッチが入るノイズが鼓こ膜まくを刺し激げきした。

　一いつ瞬しゆんにして体育館の中が静まり返る。たくさんの人の気配だけが、重じゆう厚こうな存在感を放ち、どっかりとこの場所に居い座すわっていた。

　脇わきのマイク前には、千ち尋ひろの姿すがたがあった。卒業式の進行役をするとは聞いていなかったので、ちょっと意外だった。走ってきたせいだろう。髪かみとスーツが乱みだれている。後ろに控ひかえた小こ春はるが、髪に手を当て、スーツを引っ張ぱって整えてあげている。

　時間は九時ぴったり。

　一度、深しん呼こ吸きゆうをしてから、千尋が口を開いた。

「これより、第二十九回、卒そつ業ぎよう証しよう書しよ授じゆ与よ式しきを執とり行いたいと思います」

　はじまる。いや、はじまったのだ。

「一同、ご起立をお願いいたします」

　どこかで誰だれかが息を呑のんだ。

「卒業生入場」

　それを合図に、音楽科の一、二年生による生なま演えん奏そうが、体育館の右前方から流れてきた。沈ちん黙もくを華はなやかに満たしていく。艶つやのある音色が、厳げん粛しゆくな空気をより一いつ層そう引き締しめた。

　自然と会場は卒業生を迎むかえるために、あたたかい拍はく手しゆに包まれていく。

　真ん中の通路に敷しかれた赤い絨じゆう毯たんの上を、一クラスずつ列になった卒業生がゆっくりと歩いてきた。立て続けにフラッシュがたかれていく。

　美び術じゆつ科かの先せん陣じんを切っていたのは、空太のよく知る人物……美み咲さきだった。何がそんなに楽しいのかは知らないけど、やけに笑顔だ。いや、美咲は基き本ほんいつもそうだ。

　胸むねには桜さくらの花を模かたどった飾かざりを付けている。卒業生は全員付けている。

「あ、そうだ。これ」

　何かを思い出した七海が、制せい服ふくのポケットから同じ花の飾りを取り出した。大きさは手のひらサイズ。それを、空太、ましろ、龍之介に渡わたす。よく見ると、在ざい校こう生せい全員が手に持っていた。

　卒業式の最後に、卒業生の頭上に放り投げて、門出を祝うというイベントがあるのだ。

　美び術じゆつ科かに続いて、音楽科の卒業生が一列で入ってきた。その中に、空そら太たは姫ひめ宮みや沙さ織おりの姿すがたを見つけた。さすがに今日はいつもつけているヘッドフォンをしていない。その沙織は空太の視し線せんに気づいたのか、ちらりとこちらを見た。そして、わずかに驚おどろき、すぐに満足げに微笑ほほえんだ。もしかしたら、美み咲さきや仁じんから、事じ情じようを聞かされていたのかもしれない。そんな気がした。

　芸術科の二クラスが入場すると、次は普ふ通つう科かだ。

　元生徒会長の館たて林ばやし総そう一いち郎ろうが脇わきを通り抜ぬけていく。その何人か後ろには、仁の姿があった。仁もまた空太たちに気づくと、さわやかに口元で笑ってみせた。

　やがて、全クラスの入場が終わる。それに合わせて、演えん奏そうも止まった。

　拍はく手しゆが鳴り止むと、再ふたたび、張はり詰つめた静せい寂じやくが体育館を支し配はいする。

　一同が着席する。

「開式の辞」

　卒業生の入場が終わると、卒業式は淡たん々たんと進行していった。

　冒ぼう頭とうの挨あい拶さつの次は、国こつ歌か斉せい唱しようへと続き、そのあとで本来の目的である卒そつ業ぎよう証しよう書しよの授じゆ与よが執とり行われていく。千ち尋ひろが各クラスの担たん任にんにマイクの前を譲ゆずり、一クラスごとに代表者一名が壇だん上じように上がっていった。

　全員の意い識しきが集中する中、校長から卒業証書を受け取った卒業生が戻もどってくる。美術科の代表は美咲だと思い込こんでいたので、別の生徒が壇上に立ったときには、少しの驚きと多くの落らく胆たんがあった。

「美咲じゃない」

　とましろも残念そうに言っていた。

　音楽科は沙織が卒業証書を堂々と受け取っていた。仁のクラスは、総一郎だ。ぴんと伸のびた背せ筋すじが印象的で、こういう場にはうってつけの人選だと思った。さすが、元生徒会長。

　緩ゆるやかに卒業証書の授与は行われ、それが終わると、少しだけ会場の緊きん張ちよう感かんがやわらいでいるように感じた。

　校長の式辞は、どこか上の空で聞いた。続く来らい賓ひんの祝辞では、理事会の会長が紹しよう介かいされたので、その顔を覚えてやろうとじっと見つめた。口ひげを蓄たくわえた五十過すぎの男だん性せい。途と中ちゆうからは殆ほとんど睨にらんでいた。ましろと七なな海みも、何か言いたそうな顔で見ていた。龍りゆう之の介すけだけは退たい屈くつそうにあくびをしていて、時々、目を瞑つぶって寝ねようとしていた。

　五分とかからずに理事会の会長の祝辞も終わり、来賓の紹介が済すむと、再び、そわそわした気持ちが舞まい戻もどってきた。

　プログラムの半分を過ぎ、卒業式が最後の瞬しゆん間かんに向けて、加速したような気がしたのだ。

　祝電が終わると、在ざい校こう生せいの代表による送辞に移うつった。現げん生徒会長の二年生が名前を呼よばれ、返事をしてから前に出る。

　ゆっくりとよく通る声で、卒業生との思い出を語り出した。新しん入にゆう生せい歓かん迎げい会かいで、はじめて先せん輩ぱい方と顔を合わせたこと……。部活動で一いつ緒しよになり、共に汗あせを流したこと……。寮りようでは共同生活のいろはを教わったこと……。体育祭や文化祭で協力してお祭りを盛もり上げたことを、現げん生徒会長は、徐じよ々じよに熱を帯びていく声で読み上げていった。

　個こ々こに持つ思い出は違ちがっても、空そら太たにも響ひびくものがあった。

　脳のう裏りに蘇よみがえるのは、さくら荘そうで過ごした日々だ。空太が思い浮かべた『最初』は、入学式や新入生歓迎会ではなく、はじめてさくら荘にやってきた日のことだった。

　一年生の夏、白しろ猫ねこのひかりを飼かっていることが学校にばれ、校長室に呼び出されたその日に、空太は一いつ般ぱん寮りようを追い出された。問題児の巣そう窟くつと呼ばれるさくら荘でやっていけるのか、不安で仕方がなかった。

　そして、最初の一日は、その不安に拍はく車しやをかける出来事しかなかったと言ってもいい。いくらさくら荘でも、住んでいるのは同じ人間だと思っていたのに、真っ先に遭そう遇ぐうしたのは宇う宙ちゆう人じんだった。まともだと信じていた教きよう師しはものぐさで、まったく頼たよりにならなかった。おまけに、引きこもりの龍りゆう之の介すけをお化けと見み間ま違ちがえて、ほんとに大変だった。平然と朝帰りしてきた仁じんが、普ふ通つうに思えてしまうほどだった。

　今なら笑って思い出せるけど、あのときはここにいたらまずいことになると、本気で悩なやんだものだ。さくら荘から出て行くことばかりを考えていた。

　あれから、色々なことがあった。色々なことがありすぎた。いいことも悪いことも全部含ふくめて、空太にとってスイコーで過すごした日々は、さくら荘で過ごした日々とイコールで結ばれている。

　そこには、いつも美み咲さきがいた。仁がいた。龍之介がいて、ましろがいて、七なな海みがいた。千ち尋ひろもそうだ。

　みんながいたから、あんなに嫌いやだったはずのさくら荘のことを好きになれた。気が付くと、ここ以外にはないと思うようになれたのだ。

　アルバムの中に収おさめられた懐なつかしい日々が、思い出されては消えていき、空太の目頭を熱くする。鼻の奥おくがわずかに疼うずき出した。

　周囲からも、すすり泣く声が聞こえている。

　感動を呼よび起こした在ざい校こう生せい代だい表ひようによる送そう辞じは、「先せん輩ぱい方がたから受け継ついだスイコー魂だましいをこれからも守っていきます」という、決意の声で締しめくくられた。

　その言葉が深く胸むねに突つき刺ささる。

　空太たちは守ることができなかった。

　さくら荘を守ることができなかった。

　送辞を読み上げた現生徒会長が自分の席へと戻もどっていく。

　そのときだった。手に何かが触ふれた。あたたかな感かん触しよく。隣となりにいるましろが手を握にぎってきたのだ。目は真っ直ぐに前を見ている。

　空そら太たには、まだ式を終わらせるなと無言の抗議をしているように思えた。

　ましろのもう一方の手は、七なな海みの手を握にぎっている。その七海は、目元の涙なみだをごまかすようにして拭ぬぐっていた。

「続きまして、卒業生代表による答辞」

　千ち尋ひろがマイクでそう告げた。残されたプログラムもあと少し。答辞が終われば、記念品の授じゆ与よと、式しき歌か斉せい唱しよう、校歌斉唱、そして、閉へい式しきの辞で終わりだ。

　そう思った瞬しゆん間かんだった。

　マグマのように溜たまっていた感かん情じようが、一気に頭へと駆かけ上がり噴ふん火かした。

　──嫌いやだ

　このまま終わるのは嫌だと全身が叫さけんでいる。

　違ちがう。叫んでいるんじゃない。吼ほえているのだ。

　七海は溢あふれ出す涙をごまかすことをやめている。ぐっと奥おく歯ばを噛かみ締しめていた。飲み下すことのできない悔くやしさを持て余あましている。

　龍りゆう之の介すけでさえ、神しん妙みような面持ちだった。

　ましろが強く手を握ってきた。

　このままでは終われない。さくら荘そうの最後がこんな形でいいわけがない。さくら荘魂だましいはこんなものじゃない。

　以前、龍之介には、どんな結果であれ、みんなで行う署しよ名めい活かつ動どうが最後の思い出になっても構かまわないと空太は言った。その気持ちを信じていた。それでいいと本気で思っていた。だけど、今この瞬間に、それは嘘うそになっていた。

　こんな形でいいわけがない。

　すると、空太の体は、「嫌だ」という感情に動かされ、勢いきおいで立ち上がろうと腰こしを浮うかせていた。

　その直後だった。

「答辞、卒業生代表、上かみ井い草ぐさ美み咲さき」

　という声が聞こえてきたのは……。

　顔を上げた空太と七海が同時に「え？」という顔で反はん応のうする。ましろはただ瞬まばたきを繰くり返していた。意外な展てん開かいに、龍之介も前方の様子を覗のぞき込こむように確かく認にんしている。

「はい」

　少し遅おくれて、美咲の明るい返事が体育館に響ひびき渡わたった。

　聞き間違いではない。どういうことだろうか。空太の体が自然と椅い子すに戻もどる。

　答辞は元生徒会長の館たて林ばやし総そう一いち郎ろうが行うものだと思い込んでいた。前に学校で会ったときにも、答辞の件けんで打ち合わせがあると言っていたのに。

　その思いは誰だれもが等しく持っていたようで、会場には動どう揺ようが広がっていく。

　明らかにざわついていたし、誰もがそわそわしはじめた。

　三列ほど前の席では、七なな海みと仲の良い高たか崎さき繭まゆが、友人の本ほん庄じようやよいに、どういうことなのかという視し線せんを向けている。そのやよいは、答えを求めるように、七海の姿すがたを捜さがして振ふり向いていた。七海はわからないという合図を返している。

　それとは別の視線に、空そら太たは気づいていた。短めに刈かり込んだ頭とう髪はつは、一いつ般ぱん寮りよう時じ代だいに同室だった宮みや原はら大だい地ちだ。少し困こまった顔で、窺うかがうように空太を見ている。

　空太は「知らない」と答えるつもりで、首を横に振った。すると、すぐに大地は「わかった」と口だけを動かして前に向き直った。

　一番落ち着きをなくしていたのは、体育館の脇わきに二列で並ならんだ教きよう師し陣じんだ。隣となり同どう士しでひそひそと話し合いを行い、止めるべきなのかを相談している。けど、来らい賓ひんや父兄が多く参加しているこの状じよう況きようでは、卒業式の流れを、止めるに止められないといった様子だった。

　その不ふ穏おんな空気など気にも留とめず、美み咲さきが軽やかな足取りで前に出る。壇だん上じようの正面に設せつ置ちされた台に上がり、会場全体と向き合うように振り向いた。その顔は真剣そのものだ。

　美咲が内ポケットから原げん稿こうの紙を取り出す。

　広げる音をマイクが拾った。ぴんと両手を伸のばして、原稿を顔の前に持ってきた。

　ざわめきが止む。卒業式の緊きん張ちようはピークを迎むかえた。

　そんな中、美咲は第一声を奏かなでた。

「まだ硬かたい桜さくらのつぼみも、春の日のあたたかさに誘さそわれるようにゆっくりと膨ふくらみはじめ、花をつけるのが楽しみな季節になりました。新しい季節を肌はだに感じることのできる、このよき日に、私たち三年生一同は、晴れて卒業を迎えることができました。ご来賓の方々をはじめ、保ほ護ご者しやの皆様のご列席を賜たまわり、このような盛せい大だいな卒業式を挙行していただき感かん激げきしております。卒業生を代表し、心から感かん謝しやを申し上げます」

　周囲が息を呑のむ中で読み上げられた冒ぼう頭とうの挨あい拶さつは、美咲らしくない堅かた苦くるしいものだった。しゃべり方のテンポや、テンションもずっと控ひかえめで、普ふ段だんよりもだいぶ大人おとなっぽい。泡あわを食っていた教師たちが、多少落ち着きを取り戻もどしているのがわかる。露ろ骨こつにほっと息を吐ついている教師すらいた。

　その列の端はしで、恐おそらく事じ情じようを知っているのであろう千ち尋ひろは、目を閉とじて美咲の答辞に耳を傾かたむけていた。何か聞きたそうにしている隣となりの小こ春はるを完全に無む視ししている。後ろに立った保ほ険けん医いの蓮はす田だ小さ夜よ子こは、軽く腕うでを組んだ姿し勢せいで、成り行きを見守っていた。

「気がつけば早いもので、もう卒業なのかという思いがあります。あと一年間お世話になろうと考え、先日ある先生に留りゆう年ねんの相談をしたのですが、ぜひ卒業をしてほしいと言われ、断ことわられてしまいました。心から残念に思います」

　卒業生と在ざい校こう生せいの席から、かすかに笑い声がもれる。

　実は、笑い事でもないのだが……。なんせ、美み咲さきは本当に千ち尋ひろに相談していたのだから。先ほど安あん堵どの表ひよう情じようを浮うかべていた教きよう師したちの頬ほおは、早くも引きつっている。

「はじめてスイコーの校門をくぐったのは、今から丁度三年前、まだ中学生のときでした。私は中学の恩おん師しの薦すすめで、ここ水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの存そん在ざいを知りました」

　事情をわかっていなかったはずの父ふ兄けいたちも、わずかにざわついた空気を漂ただよわせている。この状じよう況きようがイレギュラーであることを、少しずつであるけれど、雰ふん囲い気きで感じ取ったようだ。

「私がスイコーの受験を決めたのは、この学校で友達を作るためでした」

　その辺の事情は、前に仁じんから聞いている。空気を読まない美咲は、集しゆう団だんから浮ういてしまい、孤こ立りつしていたのだと……。

「私には中学時代、友達と呼よべる相手がいませんでした。けれども、この学校になら……スイコーになら、仲間がいるかもしれないからと、中学の恩師が熱心に私に薦めてくれたのです」

　少しずつ、雑ざつ音おんが消えていくのがわかる。多少の茶目っ気はあっても、原げん稿こうを読み上げる美咲の態たい度どや声音に、ふざけたところは一切ない。いたって、真面目だった。それは空太でもはじめて見る表情だった。

「合ごう格かく通つう知ちが届とどいたときには、うれしさのあまり、通知を握にぎり潰つぶしていました。合格したことで、もう友達ができたような気持ちになっていたのです」

　テンションが上がりすぎて、きっと必要書類も一いつ緒しよにくしゃくしゃに丸めたのだろう。それを、なにやってんだとか言いながら、伸のばしてあげている仁の姿すがたまで想そう像ぞうできた。

「あれから三年が経たちました。決して短くはない貴き重ちような時間を、私はスイコーで過すごしてきました。そして、今、心からこう思います。この学校に入学して本当によかったと」

　会場全体が、美咲の言葉に耳を傾かたむけている。意識は一点に集中していた。空そら太たも、ましろも、七なな海みも、龍りゆう之の介すけも、他の二年生も、一年生も、卒業生も、先生たちも同じように美咲を見ている。来らい賓ひんの列席者も、卒業生の父ふ兄けいたちも、じっと前を見み据すえていた。

「この三年間で、私にはとても大切な仲間ができました。大切な出会いがありました。楽しいときを共に過すごし、苦しいときに寄より添そい合い、泣きたい気持ちを受け止めてくれる心強い仲間です。今日、こうして私が清すが々すがしい気持ちで卒業の日を迎むかえられたのは、スイコーで出会った仲間たちのおかげです。同じ時期にスイコーに入学し、同じ時間を共に過ごしたことが、偶ぐう然ぜんだったのか、それとも運命だったのかはわかりません。ただ、ひとつだけはっきりしていることがあります」

　そこで、一度、美咲が原稿から顔を上げた。真っ直ぐに一点を見ている。空太たちをじっと見ていた。

　小さく美咲が笑った気がした。でも、すぐに原稿に戻もどってしまう。

「はっきりしていること……それは、私たちの出会いを支ささえてくれたのが、さくら荘そうという学がく生せい寮りようだったということです」

　美み咲さきは胸むねを張はってその言葉を告げた。心から誇ほこりに思っている。そう語っている。言葉が、態たい度どが、わずかにはにかんだ頬ほおが……雄ゆう弁べんに語っていた。

　さくら荘そうの名前を出された教きよう師したちは、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。けど、卒業生と在ざい校こう生せいは、どこか神しん妙みような面おも持もちで、美咲の言葉の続きを待っていた。ひとつの笑い声も、ざわめきも起こらない。それは、たぶん、美咲の晴れ晴れとした雰ふん囲い気きが、そうさせたのだと思う。

「私は入学して一週間で、一いつ般ぱん寮りようを追い出され、さくら荘にひとりで移うつりました」

　ましろがさらに強く手を握にぎってくる。痛いたいくらいだ。でも、今はそれが心地ここちよかった。気持ちが強く繋つながっていると信じられた。

「さくら荘も、最初は監かん督とく教きよう師しの千ち尋ひろ先生とふたりだけで、とても物悲しい場所でした」

　鼻声になった七なな海みが、「そうだったんだ」と小声で呟つぶやく。空そら太たも知らなかった。あの場所に、ふたりしかいないなんて想そう像ぞうすると、ほんとに寂さびしく思える。全室が埋うまっている今が、あまりにも騒さわがしいから。それが当たり前になっているから……。でも、最初は当たり前ではなかったのだ。

「誰だれの笑い声も聞こえてはこず、誰の話し声もしない場所で、私の高校生活はスタートしたのです。これでは中学生のときと何ひとつ変わりません。ひとりぼっちのままです」

　そのとき、美咲は一体どんな気持ちだったのだろうか。友達を作るために、スイコーに入学したというのに、すぐさま島流しにされてしまったのだから。

「さくら荘に引っ越こした、最初の夜……私は空っぽの部屋をひとつずつ見て回り、ひとつの夢ゆめを思い描えがきました。いつの日か、さくら荘の部屋がすべて埋まり、この物静かな場所が、みんなの笑い声で満たされる日が来ることを夢見たのです」

　そっと目を閉とじると、空っぽの部屋をひとりで掃そう除じする美咲の姿すがたが思い浮うかんだ。いつ誰が来てもいいように、埃ほこりひとつ残さずに綺き麗れいにしていく。空太の部屋もそうやって、美咲が磨みがいてくれていたから、建物はボロくても、部屋は綺麗だったのだ。

「すると、しばらくして、同級生の仁じんがさくら荘にやってきました」

　答辞を読み上げる美咲の目は、もう原げん稿こうを見てはいなかった。思い出を見み据すえ、胸の中に眠ねむる言葉を、ひとつひとつ探さぐり当てるように想おもいを紡つむいでいく。

「二年目になると、一学年下のドラゴンと、こーはいくんが、さくら荘をにぎやかにしてくれました」

　にぎやかだったのは美咲の方だ。美咲はさくら荘の太陽で、いつも輝かがやくような笑顔であの場所を照らしてくれた。だからこそ、さくら荘は楽しかったのだ。笑顔が絶たえなかったのだ。笑い声がいつも聞こえていたのだ。

　美咲がそんな風に考えていてくれたなんて思ったこともなかった。でも、うれしい。太陽の力になれていたのなら、こんなにうれしいことはない。美咲の想いが胸むねを突ついた。自然と涙なみだが目の端はしに滲にじんでくる。鼻の奥おくの疼うずきは止められそうになかった。決けつ壊かいするのも時間の問題だ。

「幸せな毎日が私のもとには訪おとずれました。こーはいくんは、いつだって私の話を最後まで聞いてくれました。ゲームも朝まで付き合ってくれました。私がどれだけ振ふり回しても、私の前から立ち去ることはありませんでした。私から視し線せんを逸そらすこともありませんでした。仁じんからは、少し抑おさえるようにと何度も言われていたけれど、私にはそんなことできませんでした。楽しい気持ちが毎日自然と溢あふれ出してきて、それを抑えることなどできるはずがなかったのです。なぜなら、そうした時間こそが、私がずっとほしいと望んでいたものだったのですから」

　視し界かいがぼやけていく。それを止めることができない。

「朝は『おはよう』を言って、帰ってきたら『ただいま』を言う。誰だれかが帰ってきたら『おかえり』と出で迎むかえる。そんな毎日が楽しかったのです」

　些さ細さいなことが、こんなにも懐なつかしくよみがえってくるなんて思わなかった。ただの挨あい拶さつに美み咲さきが意味を感じてくれているなんて知らなかった。

「放課後には、商店街に寄よって買い出しをして、一いつ緒しよに夕飯の準じゆん備びをしたり、ご飯を食べながら色々な話をしたり、おかずの取り合いをすることも楽しかったのです」

　空そら太たは心の中で、「取り合いじゃなくて、一方的に取られただけだ」と突つっ込こんだ。鼻をぐずぐずと言わせながらも、思わず笑ってしまう。

「お風ふ呂ろの掃そう除じや、庭の草取りすらも……みんなと共有するすべての時間が、私にとってはかけがえのない瞬しゆん間かんでした」

　毎日を輝かがやくような日々にしてくれたのは美咲の方だ。その勢いきおいに、空太たちは乗っかっていただけ……。

「だから、今までたくさん振り回してしまったことをお詫わびしておきます。ごめんなさい」

　謝あやまってもらうことなんてひとつもない。

　美咲がいたから、全力で走り出すことができた。

　仁がいたから、後先考えず、安心して突つっ走ぱしることができた。

「千ち尋ひろちゃんがいて、仁がいて、ドラゴンがいて、こーはいくんがいる。それだけでも幸せすぎて、こわいくらいだったのに、三年目には、ましろんが来てくれました。夏にはななみんまで来てくれました」

　口を真っ直ぐに結んで、七なな海みは美咲を見ている。その姿すがたを焼き付けようとしている。けれど、潤うるんだ瞳ひとみで、それが上う手まくいっているのかはわからない。

「本当に幸せでした。あの日……さくら荘そうに引っ越こしてきた日に思い描えがいた私の夢ゆめは、三年目の夏にして、ついに叶かなったのですから」

　六つある部屋はすべて埋うまり、さくら荘は笑い声に包まれた。

　もう空太も前がよく見えていなかった。隣となりにいるましろの瞳も潤んでいる。

　真っ直ぐ前を見ていた龍りゆう之の介すけが、小さく鼻をすすった。

　それだけじゃない。

　卒業生の席からも、嗚お咽えつが聞こえる。音楽科の列では、沙さ織おりがハンカチで涙なみだを拭ぬぐっていた。隣となりにいる名前の知らない女子生徒も、肩かたを震ふるわせていた。美み咲さきの言葉に、自らの思い出を重ねているのだろう。

「さくら荘そうの部屋がひとつ埋うまるたびに、私の胸むねにぽっかりと空いた隙すき間まもなくなっていきました。それどころか、心があたたかくなって、毎日が楽しくて、自然と笑みがこぼれてしまう、そんな日々となったのです」

　美咲の言葉が、春のひだまりのように、やさしさで包み込こんでくれる。

「多くの人が、私のことを明るいと言います。元気だと言います。うるさいと言います。けれど、私がそういられたのは、さくら荘のみんながいたからです」

　七なな海みが嗚咽をもらしている。

「みんなは、私にとって最高の贈おくり物でした」

　溢あふれ出す想いを止められない。

「覚えていますか？　はじめてさくら荘に来た日のことを。それらはすべて、私にとってとても大切な日です。みんなと出会った忘わすれられない日なのです」

　もちろん、忘れるわけがない。忘れられるわけがない。

　なぜだか、美咲は部屋のクローゼットの中にいて、空そら太たは泥どろ棒ぼうと間ま違ちがえられたのだ。

「ななみんの引っ越こしのときは、一いつ般ぱん寮りようから勝手に荷物を移い動どうさせて、驚おどろかせてしまいました。部屋が全部埋まると思ったら、我が慢まんなんて少しもできませんでした。あとひとりは、ななみんだったらいいなと、ずっと前から思っていたのです」

　七海が泣きながら頷うなずいている。

「あの場所で過すごしたすべての日が、すべての時間が、私にとって一番の宝物です。特別なことなんか何もなくても、毎日が忘れられない思い出になりました」

　それは空太も同じだ。みんなが同じだ。

「特に、この最後の一年間は、私にとって夢ゆめのような出来事の連続でした」
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　歪ゆがんだ視し界かいの中にいる美咲から目を逸そらそうとは思わなかった。

「春には思いがけない仲間が増ふえました。すでに画家として世界で活かつ躍やくしていたましろんです。私はましろんの目が好きでした。一ひと目め惚ぼれでした。みんなを見るときと同じ目で、はじめからましろんは私を見てくれたのです。どんなときも、他の人と同じように私を見てくれました」

　ましろが小さな声で「美咲」と、その名を呼よんだ。

「夏には、ななみんの歓かん迎げい会かいをするために、夜に学校のプールに忍しのび込こんだこともあります。水着になって遊んで、プールサイドでさくら荘そう恒こう例れいの鍋なべをして食べました。最後は警けい備び員いんのおじさんに見つかって、慌あわてて逃にげ出しました。先頭を走る私に、みんなが付いてきてくれました」

　七海はノーパンダッシュを思い出したのか、涙に濡ぬれた顔で、少し苦々しく笑っていた。空太も笑ってしまう。

「プールからの帰り道、みんなで見上げた綺き麗れいな星空は、私の記き憶おくに鮮せん明めいに焼き付いています」

　まぶたを閉とじれば、空そら太たもすぐに思い出せた。秋を間近に控ひかえた満天の星空。どこまでも行けるような気がしていたあの日……。あれから半年が経たって、今、空太たちはここにいる。色々なことがあったけど、ようやくここまでやってきた。

「夏の終わりには、さくら荘そうの庭で、花火で遊びました」

　ちくりと苦い記憶が胸むねに疼うずく。あれは、はじめて『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンに挑ちよう戦せんした日のことだ。何もできなくて、ただ打ちのめされて帰ってきた空太を、さくら荘のみんながあたたかく迎むかえてくれた。花火をして騒さわいで、痛いたみを忘わすれさせてくれた。いつも通りの美みさ咲きと仁じんが、そこにいたから、空太もいつも通りに戻もどることができた。

　ただ、一いつ緒しよにいただけなのかもしれない。けど、一緒にいたからこそ、心は少しずつ繋つながっていけたんだと思う。

　意い識しきなんかしなくても、そこにいるだけで、お互たがいのためになれたんだと思う。

　思い出は違ちがっても、美咲の言葉に、卒業生も在ざい校こう生せいも心を震ふるわせていた。寮りよう生せい活かつをしていれば、先せん輩ぱい後こう輩はいで協力し合うこともあったのだろう。部活動をしていれば、ときに厳きびしく、ときにやさしい言葉をかけられたこともあったのだろう。前を見ると、ハンドタオルに顔を埋うめている一年生の女の子がいた。その斜ななめ後ろにいる男子は、必死に涙なみだをごまかそうとしている。ましろのクラスメイトの深ふか谷や志し穂ほは、隣となりの女子につられて、もらい泣きをしていた。

　卒業生も在校生も関係ない。誰だれもが、きらめいていた日々を思い出しているのだ。みんなが、輝かがやいていた日々に想おもいを馳はせているのだ。過すぎ去ってしまったからこそ愛おしく、もう戻もどることはできないからこそ切なくもある……。そんな大切な瞬しゆん間かんが自分にもあったことを、思い出している。

「秋の文化祭では、さくら荘そうの仲間全員で、有ゆう志し参さん加かの出し物を制せい作さくしました。『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』は、はじめて私が誰かと一緒に作った最さい高こう傑けつ作さくです。ずっとやりたかったことを、さくら荘の仲間が叶かなえてくれました。誰かと一緒に何かをする喜びを教えてくれました」

　あれは、本当に楽しかった。何かを作る喜びと、仲間と一緒に喜びを分かち合う幸せを、これ以上ない最高の形で、空そら太たは味わうことができた。観客の熱ねつ狂きようと興こう奮ふんが、空太の体を歓かん喜きで震わせた。その快かい感かんを知ってしまったからこそ……あの経けい験けんがあったからこそ、自分のことが上う手まく行かなくても、またやってやろうという気持ちが何度でも芽め生ばえてくるのだ。また、あの高こう揚よう感かんにたどり着きたいと思ってしまうのだ。本当に最高のひと時だったから……。今度は、ましろや美み咲さきと肩かたを並ならべて、物作りをしてみたい。そう夢ゆめを見てしまう。

　そして、そんなことは抜ぬきにして、文化祭の制作は、ただ、ただ、楽しかった。

　昼休みに屋上でやった進しん捗ちよく会かい議ぎは毎回熱がこもっていた。

　発注ミスでスケジュールがピンチになったときも、楽観的と言われるかもしれないけど、この面めん子つならどうにかなると思っていた。

　最後の数日間は殆ほとんど徹てつ夜やで、みんながテンション高くておかしかった。

　大変なことが楽しかった。忙いそがしさが無む限げんのエネルギーになったんだ。

　だからこそ、あのメンバーでまた何かを作りたいと思う。何度でもやりたいと思う。ずっとあんな時間が続けばいいと思うほどに楽しかったから。

　その記き憶おくが、同じようにみんなの心の中に刻きざまれていることが、今はうれしい。同じ時間を、同じ感覚を、同じ感かん情じようを共有できていることが、ひたすらにうれしかった。空太だけの思い出じゃない。みんなの思い出なのだ。

「冬には、お互たがいに衝しよう突とつをして、気まずさの中に落ちることもありました。言い争いやケンカがなかったわけではありません。嫌いやな気持ちになった日々もあります。嫌な気持ちにさせてしまった日々もあったと思います。思い通りに行かないことが辛つらくて、逃にげ出そうとしたことも、投げ出そうとしたこともありました」

　そう、その通りだ。楽しかった日々の裏うら側がわには、それと同じくらい辛い時間もあった。自分の小ささに気づいて、自分を嫌きらいになった日がある。やりたいことが何もない自分を、惨みじめに思った日もある。たどり着きたい未来に、自分がたどり着けるのか、不安に溺おぼれそうになった日も……。そんなことはしょっちゅうだ。

　だけど、そんなとき、何なに気げなく仁じんが話しかけてくれた。ときには穏おだやかに、ときにはあえてきつい言葉をかけてくれた。空そら太たのために、みっともない本音を晒さらしてくれることだってあった。

　美み咲さきは問答無用で元気のない空太を振ふり回してくれた。エネルギーを分けてくれた。

「けれど、上う手まく行かない日々の先に、今日という日はやってきたのです。晴れの日ばかりではありませんでした。雨の日があったからこそ、小さな感かん情じようの種は芽め吹ぶき、新しい関係の花を咲さかせたのだと思います。幼おさなさゆえに傷きず付つけあった分だけ、許ゆるし合うこともできたのだと思います。だからこそ、私がこの学校で……さくら荘そうで経けい験けんしたことは、そのどれもが欠けてはいけない大切なものとなりました」

　もはや、さくら荘の話が続いても、誰だれも動どう揺ようを示しめすことはなかった。会場全体が、美咲の答辞を聞き届とどけようという空気になっている。教きよう師したちも聞き入っていた。

　胸むねが熱い。目頭が熱い。心まで熱くなっていく。

　全身を揺ゆり動かすこの感情に、空太も身を任まかせようと思った。

　ごまかすことなんてない。泣くことは恥はずかしいことじゃない。本音が全部ダダ漏もれになっても構かまわない。

　だから、聞き届けよう。

　一言だって聞きもらさずに、心と体で受け止めよう。刻きざみ付けよう……。

　美咲の最後のメッセージを。

「卒業という日を迎むかえ、私の中を満たす感かん情じようはただひとつだけです。この場所での出会いのすべてに、感かん謝しやの念ねんを届とどけたいと思います。このスイコーに通ってくれた全学友に。このスイコーを支ささえ続けてくれた先生方に。この街に暮くらしているすべての人たちに……。私と関わってくれたあらゆる出来事に……ありがとうを言わせてください」

　交わした言葉のひとつひとつや、共に過すごした時間の一分一秒を正せい確かくに覚えているわけではない。きっと、忘わすれてしまったこともある。明日になれば忘れてしまう米こめ粒つぶみたいに小さな出来事もたくさんあった。なんたって、毎日一いつ緒しよにいたのだから。

「さくら荘で出会った最高の仲間にも、最後にこの言葉を送りたいと思います」

　その小さな粒の積み重ねは、毎日少しずつ積もり積もっていったのだ。

「今日まで一緒にいてくれてありがとう！　ありがとうよりも、ありがとう」

　そして、今日、空太のたちの頭上に、思い出の流りゆう星せい群ぐんとなって美しく降ふり注いだ。

　体育館に敷しかれたシートの上に、空太の涙なみだがぼたりと落ちた。

「だから、お祝いの言葉はもういりません。いっぱい、いっぱい……両手でも抱かかえきれないほどたくさんの幸せを、私はもう受け取りました。さくら荘のみんなからもらいました！　両手いっぱいの幸せを持って、私は今日、スイコーを卒業します！」

　そこで美咲がついに言葉を詰つまらせた。鼻をすする音をマイクが拾っていた。

　十秒ほど沈ちん黙もくが続く。

　もう終わりだろうか。そう思ったときだった。美み咲さきは再ふたたび顔を上げ、会場に向かって力強く言葉をかけた。

「今、さくら荘そうには取り壊こわしの危き機きが迫せまっています」

　最後の力を振ふり絞しぼるように訴うつたえかける。

「あたしの大切な……あたしたちのさくら荘を壊さないでください！　お願いします。ここにいる皆みなさんの力を貸かしてください！」

　涙でくしゃくしゃになった顔で、美咲がゆっくりと頭を下げる。

　空そら太たは横目で仁じんを捜さがした。長身だから、列の中にいてもわかる。周囲の様子を窺うかがっていた仁と目が合った。笑っている。その目が笑っている。どこまでも穏おだやかに。それで、わかった。この答辞はふたりで準じゆん備びしたものだということが……。

　さすがだと思った。真ま似ねなんてできない。さすが美咲だ。さすが仁だ。空太の大好きなふたりの先せん輩ぱいだ。

　この短い時間で、全部を救ってくれた。癒いやしてくれた。

　署しよ名めい活かつ動どう最後の日に何もできなかった空太の後こう悔かいも……。活動が実を結ばなかったやりきれなさも……。我が慢まんをしたせいで余よ計けいに大きくなった七なな海みの傷きずも……。さくら荘の取り壊しが自分のせいだと追い詰つめられていたましろの心も……。

　そして、覚かく悟ごを決めて卒業式に列席しても、やっぱり、納なつ得とくなんてできないと思っていた空太たちの想おもいも全部……。

　全部が全部をひたすら豪ごう快かいに……型かた破やぶりな方法で救ってくれた。許ゆるしてくれた。間ま違ちがってなかったと言ってくれた。今日までの日々に、意味はあったんだと認みとめてくれた……。実にさくら荘らしい手しゆ段だんで、空太たちを最後にあたたかく包み込こんでくれた。

　感かん謝しやをしたいのは、空太の方だ。

　さくら荘に、美咲がいたから、仁がいたから……こんなにもすばらしい高校生活を今日まで送ってくることができたんだ。ハチャメチャだったけど、だからこそ、たくさんの感かん情じように出会うことができた。面めん倒どうくさいことに巻まき込んでくれたから、誰だれよりも笑って、誰よりも泣いて、誰よりも嘆なげいて、誰よりも幸せだって胸むねを張はれる日々を送ることができた。大声で自じ慢まんしたい毎日を過すごすことができた。

　目標を持ってがんばれる自分に変わることだってできたんだ。

「あたしたちに、力を、貸してください」

　最後まで美咲と仁は諦あきらめていなかった。さくら荘を守る覚悟を決めていた。今もこうして後こう輩はいの空太たちを守ろうとしてくれている。

　最高だ。こんなすばらしい先輩たちと過ごした高校生活が、最高でなくてなんなんだ。

「いい加か減げんにしたまえ！」

　そう割わり込んだのは、校長だった。顔を真っ赤にしている。

「勝手な真ま似ねをするんじゃない。席に戻もどりなさい」

「勝手な真似じゃありませんよ」

　すぐに援えん護ごに入ったのは、美み咲さきの隣となりにやってきた仁じんだ。

「校長先生もご存ぞん知じかと思います。彼かの女じよの名前を」

　仁の態たい度どはいたって落ち着いていた。

「もちろん、知っているとも」

「校長先生だけではないでしょう。全校生徒が知っていると思います」

　まるで自分のことのように仁が言う。

「それがどうしたかね」

「校長先生なら、これもご存知でしょう？」

　挑ちよう発はつ的てきに仁が声をかける。なんて役者だ。

「本来、スイコーの卒業式における答辞は、『学年主席が代表して行うもの』であることを」

　校長の顔色が明らかに変わった。

「例年、前生徒会長が答辞を読み上げていたのは、学年主席が辞じ退たいを申し出たか、前生徒会長自身が、学年主席だったからだと記き憶おくしています」

「だからと言って、卒業式の答辞を私し物ぶつ化かしていいとは誰だれも言っていない」

「ですが、答辞の原げん稿こうは、きちんと提てい出しゆつしたはずですよ？　確たしか、今け朝さ、前生徒会長の館たて林ばやし君から、差し替かえを相談されたんじゃありませんか？」

「なっ」

　校長が確かく認にんの視し線せんを教頭に向けている。

「当然、大事な答辞の原稿ですから、面めん倒どうで目を通してないなんてことはありませんよね？」

　教頭は不都合から視線を逸そらしていた。

「と、とにかくだ。どんな理由があれ、卒業式を何だと思っているんだね！」

「我われ々われ卒業生の晴れ舞台、でしょうかね？」

　仁がすっとぼけると、校長は我が慢まんの限げん界かいが来たのか、近くにいた教きよう師し陣じんに指し示じを出した。男性教師がぞろぞろと仁と美咲を取り押おさえに向かう。けど、美咲が捕つかまる前に、仁が間に割わって入った。

　そのせいで、仁は即そく座ざに取り押さえられてしまった。

　美咲は仁が作ってくれた時間を使って、軽やかに壇だん上じように上がって逃にげている。それを他の教師たちが追いかけた。

　このままでは美咲もすぐに捕まってしまう。

　そう思うと、体は動いていた。制せい服ふくの袖そでが濡ぬれるのも構かまわずに、力強く涙なみだを拭ぬぐう。泣いている場合じゃない。在ざい校こう生せいの列を飛び出すと、空太は真ん中の赤い絨じゆう毯たんの上に躍おどり出た。

　そして、腹はらの底から叫さけんだ。

「感かん謝しやしているのは俺おれたちの方です！」

　一いつ瞬しゆん、時間が止まったように思えた。卒業生、在ざい校こう生せい、教員、父ふ兄けい、来らい賓ひん……その場にいた全員の意い識しきが空そら太たに集まっている。でも、だからどうした。そんな心しん境きようだった。

　構かまわずに、空太は続けた。

「一いつ般ぱん寮りようにいられなくなった俺おれたちを、先せん輩ぱいたちがあたたかく迎むかえてくれたからこそ、俺たちには今があるんです！」

「やめんか、神かん田だ」

　後ろから近付いてきた男だん性せい教きよう師しに羽は交がい絞じめにされた。

「やめてたまるか！」

　背後の教師を一いつ括かつする。一瞬だけ、怯ひるむのがわかった。それでも、援えん軍ぐんにやってきた別の教師も加わって、ふたりの体重で床ゆかに押おし倒たおされてしまう。

　だからと言って、しゃべるのをやめるつもりはない。

　もう感かん情じようだけで、体が動いている。

「一般寮を追い出されて……この先どうなるかわからなくて、不安を抱かかえていた俺たちに、さくら荘そうって居い場ば所しよを作ってくれたのが、先輩たちなんです！」

　この想いだけは最後まで伝える。喉のどが枯かれても伝えてみせる。

「周囲から浮ういてしまうこともなく！　ひとりぼっちになることもなく！　笑ったり、泣いたり……当たり前とは確たしかに違ちがうかもしれないけど、先輩たちのおかげで、俺たちは最高の高校生活を今日まで送ることができたんです！」

「いい加か減げんにしないか」

　頭を床に押し付けられると、さすがに声が出なくなった。

「ぐううっ」

　獣けもののように、言葉にならない雄お叫たけびを上げることしかできないのがもどかしい。

「先輩方は、何かあれば、いつも矢や面おもてに立ってくれました。迷まよっているときに、行動を起こして引っ張ぱっていってくれました！　今日だって、こんなことするなんて一言も言ってくれなかったじゃないですか！」

　そう声を張ったのは、七なな海みだ。体育館全体に響ひびき渡わたる。誰だれよりもよく通る声。

　うれしかった。言いたいことを、七海が言ってくれたから。

　止まらない。溢あふれ出す想おもいが止まらない。

　その七海も、必死に止めようとする教師に腕うでを掴つかまれている。

　力を振ふり絞しぼって、空太は顔を上げた。

　視し界かいの隅すみに、白くて細い足が見えた。見覚えがある。ましろだ。

「わたしは、さくら荘が好き」

　決して、大きくはないけど、芯しんのはっきりとしたましろの声は、体育館全体に広がる。

「わたしたちのさくら荘を取らないで」

　さすがの教きよう師しも、ましろには手を出せない様子だった。ケガでもされたら、困こまるのは彼かれらの方なのだ。

　再ふたたび、場が静まる。

　その隙すきに、誰だれかの声が割わり込こんできた。

「言ってやれ、神かん田だ！」

　静せい寂じやくを突つき破やぶるひとつの声。知っている。

「さくら荘そうはこんなもんじゃないだろ！」

　宮みや原はら大だい地ちの声だ。

　それに続くように、

「七なな海み、がんばれ！」

　という、繭まゆとやよいの声せい援えんが飛んだ。

「椎しい名なさん、ファイト！」

　今度は、志し穂ほを中心とした美び術じゆつ科かの二年生。

　教師のひとりが静かにしろと怒ど鳴なる。

　けど、それは逆ぎやく効こう果かだった。

「やってやれ、さくら荘！」

「さくら荘、いいぞ！」

「がんばってください！」

「それでこそ、さくら荘だ！」

　次々に、あちこちから声が上がった。卒業生の列からも、在ざい校こう生せいの列からも、一年も二年も三年も、男子も女子も関係ない。

　組み伏ふせられた体たい勢せいから、空そら太たは周囲を見回した。右を見ても、左を見ても、知った顔でいっぱいだ。殆ほとんどこの二週間で覚えた顔。

　確たしかに、空太たちは、全校生徒の三分の二の署しよ名めいは集められなかった。だけど、集めたのだ。約四百名にも及およぶ署名を……。それが今、空太たちの力となっている。

　手て拍びよう子しと共に、「さくら荘コール」が沸わき起こった。

　この二週間の署名活動は無む駄だではなかった。ちゃんと届とどいていた。さくら荘を残したいと願う空太たちの想いは、届くところには届いていた。一いつ生しよう懸けん命めいは伝わっていたんだ。

　先ほどまでとは違ちがった涙なみだが溢あふれ出してくる。人の心と同じぬくもりを持った、あたたかい涙だ。

　もう怖こわいものなどなかった。

「最後まで言ってやれ！　神田！」

　大地の言葉に背せ中なかを押おされ、空太は教師を背負ったまま立ち上がった。

　肺はいいっぱいに酸さん素そを吸すい込む。

　そして、宣せん言げんするように再ふたたび吼ほえた。

「もっと！　もっと！　先せん輩ぱいたちと一いつ緒しよにいたかった！　一緒に、もっとたくさんバカなことをやりたかった！　まだまだやってないことがたくさんあるんですよ！」

　自然とさくら荘そうコールは止んでいく。

「こーはいくん！」

　壇だん上じようから飛び降おりた美み咲さきが真っ直ぐ走ってきた。

「何も返せてないんです！　もらうばかりで、俺おれたちは先輩たちに何も返すことができてないんです！　感かん謝しやなんてしないでください！　ほんとは卒業だってしてほしくない！　この先もずっと一緒にいたいんです！」

　かっこ悪くてもいい。伝えたい気持ちをすべて伝えられるのであれば、なんだってよかった。

　駆かけ寄よってきた美咲は、空太の目の前で立ち止まった。追いかけてきた体育教師に、ついに捕つかまってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　羽は交がい絞じめにされながらも、美咲の声こわ音ねはやさしかった。

「だって、こーはいくんには、まだ一年も高校生活が残っているんだから」

　からっとした明るい笑顔。

「だけど、先輩たちはいない！」

　もう空太の顔は、涙なみだと鼻水でべちゃべちゃだった。

「だから、あたしたちと過すごした日々に負けないくらい、最高の一年をこーはいくんは、これから入学してくるこーはいくんのこーはいくんたちと過ごせばいいじゃん！」

　会場が息を呑のんで、さくら荘の面々のやり取りを見守っている。

「あたしたちとできなかったことを、やり残したことを、全部やっちゃえばいいんだよ！」

「先輩……」

「上かみ井い草ぐさ先輩」

「美咲……」

　七なな海みとましろの声も重たく湿しめっている。

「だから、めそめそするな！」

　びしっと美咲が指を差してくる。

「あたしがこーはいくんを応おう援えんしているぞ！　みんなを応援しているぞ！　さくら荘を応援しているんだぞ!!」

　ここまで言われたら、もうやるしかない。

「返事は？」

　教師に引きずられながらも、美咲が聞いてきた。

「はい……」

　なんとか絞しぼり出す。

「元気がないぞ!!」

　空そら太たは、一度、ましろと七なな海みに目配せをした。三人同時に頷うなずいたあとで、

「はい！」

　と気持ちを込こめて、腹はらの底から返事をした。

　そこで、再ふたたび空太は床ゆかに組み伏ふせられた。

「ぐっ」

　肺はいが潰つぶされて、くぐもった声が出る。美咲も暴あばれているけど、教きよう師し五人が相手では逃にげ出せないようだ。

　場の混こん乱らんが収おさまり、ようやく落ち着きが戻もどっていく。けど、卒業式本来の緊きん張ちよう感かんは、そこにはなかった。

　どこかしらけた空気が流れている。誰だれも何も言わない。もはや、元通りには戻らない。

「やれやれだな」

　気まずい雰ふん囲い気きの中、誰かが言った。

　ひとつの足音が近づいてくる。組み伏ふせられたままなんとか振ふり向くと、呆あきれた顔の龍りゆう之の介すけが真ん中の赤い絨じゆう毯たんの上に出てきた。少しずつ空太の方に近づいてくる。

「この世の中はどこもかしこもバカばかりか」

「赤あか坂さか」

「なんだと、お前」

　すぐに体育教師が龍之介の確かく保ほに向かう。

「これだからお前たちの授じゆ業ぎようは聞くに値あたいしないんだ」

　それでもひるまずに、いつも通りの横おう柄へいな態たい度どで、龍之介はそんなことまで言ってのける。

　ますます教師の頭に血が上っているのがわかった。

「まだわからないのか？　空気を読め。会場は確かく実じつに僕ぼくたちの味方だぞ」

　足を止めた体育教師が周囲の様子を窺うかがっている。

　龍之介の的確な指し摘てきの通り、来らい賓ひんや父ふ兄けいも含ふくめ、一部強きよう硬こうな手段に出た教師たちに対する冷たい眼まな差ざしが突つき刺ささっていた。

　喉のどを詰つまらせて、体育教師が低く唸うなった。

「先生方もお認みとめになってはいかがですか？」

　そう言いながら卒業生の列から出てきたのは、意外な人物だった。元生徒会長の館たて林ばやし総そう一いち郎ろうだ。

「元々、さくら荘そうは、社会の枠わく組ぐみにこだわらず、芸げい術じゆつ科かコースの生徒の才さい能のうを伸のばすために用意された寮りようだと聞いています」

　教科書でも読むような落ち着いた声。

「経けい緯いはどうであれ、今日までさくら荘そうで暮らしてきた彼かれらは、本来のさくら荘の存そん在ざい意い義ぎに相応ふさわしい生徒たちになったのではないでしょうか」

　社会から外れてはいるかもしれないけど、その分、美み咲さきやましろのように類たぐいまれな才さい能のうを持っている。

　素す直なおに喜んでいいのかは、ちょっと考えものだ。ひとえに、変わり者だと言われているようなものだから。

「ルールを守らない彼らを正しいと言うつもりはありません。はっきり言って、問題児だと思います。けれど、この三年間スイコーで過すごしてきて、心のどこかでは、周囲に流されることなく、自分の心に忠ちゆう実じつに生き、そして、強い絆きずなで結ばれたさくら荘の連中を、うらやましいと思っていたのも事実です。そう思うのは、恐おそらく私だけではないでしょう」

　会場に投げかけられた総そう一いち郎ろうの言葉に同意するように、卒業生も、在ざい校こう生せいも、わずかに俯うつむいた。過か去この自分の後ろめたさから目を背そむけるように……。

　その様子を、取り押おさえられた仁じんが、満足そうに眺ながめている。

「今の社会は、人と違ちがうことをすれば、必然的に軋あつ轢れきを生み、周囲から浮ういてしまうのが実じつ情じようです。ゆえに、私たちは自然と躊躇ためらうことを覚えてきました。協きよう調ちよう性せいの意味をはき違え、顔色を窺うかがうことに慣なれてきたのです。けれど、それを免めん罪ざい符ふのようにして、可か能のう性せいに背せを向けて、何かをはじめる前から殻からに閉とじこもった瞬しゆん間かんがあったのだと思います。やらない理由ばかりを探さがして、やめる理由を見つけることばかりが上う手まくなったのです。本当は、はじめる理由と、続ける理由に目を向けなければいけなかったのに」

　誰だれもが固唾かたずを呑のんで、総一郎の言葉に耳を傾かたむけていた。

「だからこそ、臆おく病びようにも殻からに閉じこもった過去の自分に、言えるものなら言ってあげたい。卒業というこの日を迎むかえた今だからこそ……躊躇うな、と」

　ゆっくりと総一郎が息を吐はく。そのあとで、

「私にそれを教えてくれたのは、先生方ではなく、さくら荘の連中です。彼らのような高校生活を送れなかったことが、この三年間における私の唯ゆい一いつの心残りです」

　と付け足した。

　真しん摯しな眼まな差ざしで、総一郎は校長を見み据すえていた。何かを訴うつたえかけるように。

　その総一郎が口を閉とざしたことで、卒業式の会場は、何度目かわからない静せい寂じやくを迎えた。

　十秒ほど待つと、進行役を務つとめていた千ち尋ひろがマイクを持った。

「校長、この場で、決議を取ってはいかがですか？」

「どういうことかね？」

「幸い、ここには全校生徒が集まっていますので、さくら荘の取り壊こわしを撤てつ回かいするのに、賛さん成せいか否いなか、ということです」

　教頭が校長に耳打ちをしている。

　少し考えたあとで、校長は頷うなずいた。この場を収おさめるには、それしか方法がないと判はん断だんしたのだろう。

「んじゃ、あとは任まかせるわよ」

　解かい放ほうされた仁じんに、千ち尋ひろがマイクを渡わたしている。仁は躊躇ためらうことなく、総そう一いち郎ろうに押おし付ける。

「どうして、俺おれなんだ」

　と小声で、仁に文もん句くを言っていた。

　それでも、仕方がないと納なつ得とくしたのか、マイクを口元に持っていく。

「では、取り壊こわしの撤てつ回かいに賛さん成せいの方は挙手を」

　と言った側から、美み咲さきが、

「それじゃあ、面白くないんだも〜ん！」

　と割わって入った。

「じゃあ、どうするんだ？」

　不満をぶつけてくる総一郎などお構かまいなしに、美咲が壇だん上じように駆かけ上がる。そして、胸むねに付けられた桜さくらの花を模かたどった飾かざりを外して、頭上に掲かかげた。

　その意味は、説明などなくても、その場にいる全員に正しく伝わった。

　空太はさっきの騒そう動どうで落とした花の飾りを拾い上げる。振ふり向くと、ましろと七なな海み、龍りゆう之の介すけが側にいた。その手には桜の花がある。

　気持ちはひとつ。

「では、賛成の方は」

　総一郎が合図を出す。その声は最後まで聞き取れなかった。

　次の瞬しゆん間かん、体育館は熱ねつ狂きようと興こう奮ふんに包まれた。

　一足早く、満開の桜が咲さいた。
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　三月の透すき通った空を、薄うすい雲が悠ゆう々ゆうと泳いでいる。

「空が青いな」

　心地よさげに仁が言う。

「そうですね」

　空太の返事は元気がない。

「どったの、こーはいくん、しょんぼりしちゃって」

「そりゃ、しょんぼりもするでしょ！　なんで、俺たち卒業式の日に、外に立たされているんですか！」

　これは前代未聞の出来事だ。

　あのあと……放り投げた花の飾かざりを回かい収しゆうし、数十分の小休止を挟はさんで、卒業式は答辞から仕切り直しとなった。

　ただ、問題を起こした空そら太たたちさくら荘そうの住人は参加を許ゆるされず、体育館の外で、一列に並ならんで立たされているのだ。

「意味もなく狭せまいところに座すわらされているよりはましだ」

　龍りゆう之の介すけはスマートフォンを操そう作さして、何か作業をしている。

「そう思えるお前をすごいと思うよ」

　体育館の中からは、総そう一いち郎ろうが読む真面目な答辞の挨あい拶さつが聞こえてくる。

「元生徒会長も、さすがにあのあとじゃやりにくいだろうな」

　仁じんは完かん璧ぺきにこの状じよう況きようを楽しんでいる。

「気の毒で仕方がないですよ」

　けど、その総一郎も協力してくれたのだ。そうでなければ、美み咲さきが答辞を読むことなどできなかっただろう。

「仁さん」

「ん？」

「あれ、いつから準じゆん備びしてたんですか？」

「あれって、どれだ？」

「答辞ですよ。わかっているのに聞き返さないでください」

　興きよう味みがあったのか、ましろと七なな海みも仁の言葉を待っている。

「ま、割わりと最初の方かな。署しよ名めいが集まれば、それでよかったんだよ。ダメだったときの予よ防ぼう線せん。成功する保ほ証しようはなかったから、さすがにはらはらしたけどな。大成功でよかった」

「教えておいてくれたらよかったのに」

「本当ですよ」

　恨うらめしそうに七海が不満をぶつけている。

「言うと、青あお山やまさんは反対したでしょ？」

「当たり前です。でも、どうせ私が反対しても、先せん輩ぱいたちはやったと思います」

　それはその通りだろう。

　言われてやめるくらいなら、はじめからやったりはしない。

「そう責せめなさんなって。最後くらい先輩らしいことさせてくれよ」

　軽い口調の仁は、どこまで本気かわからない。

「だが、見事な作戦ではあった」

　龍之介はスマートフォンの画面を見たままだ。

「答辞による人心の誘ゆう導どう。そして、教きよう師したちの対たい応おうのまずさを知らしめ、さくら荘の取り壊こわしに反対せざるを得ない空気を作った上での採さい決けつ。あの状じよう況きようなら、署しよ名めいをしなかった生徒もノリで花を投げる」

「そう分ぶん析せきされると、酷ひどい詐さ欺ぎをしたみたいに聞こえるな」

　若じやつ干かん、洗せん脳のうっぽくも聞こえる。

「あながち、間ま違ちがっていない気もするけど」

　七なな海みの顔は引きつっている。

「だって、卒業式なんて、個こ人じん差さはあるにせよ、少なからずみんな感かん傷しよう的てきになっているものでしょ？　それを利用したんだと思うと……」

　確たしかに、罪ざい悪あく感かんがちくりと胸むねを刺さす。

「もしかして、仁じんさん、それを計算して？」

「人を極悪人みたいに言わないでくれよ。ただ、理り屈くつを突とつ破ぱするには、もう感かん情じように頼たよるしかないとは思ってたよ。結局、人は感情の生き物だからな」

「結果オーライだよ、ななみん！」

「その結果が、卒業式の日に外に立たされることなんですけどね……」

　七海はげんなりしている。

「でも、よかった」

　ぽつりとましろが呟つぶやく。

「ほんとによかった。これからも、一いつ緒しよ」

「ああ、そうだな」

　なんたって、さくら荘そうは無事なのだ。取り壊こわしはなくなったのだ。来年度も、一緒にあの場所で暮くらせるのだ。

「さくら荘は永遠に不ふ滅めつだも〜ん！」

　美み咲さきが天高く拳こぶしを突つき上げる。空そら太たも続けて、「不滅だ！」と叫さけぶと、体育館のドアが開いて、

「お前たち、少しは静かに立ってろ！」

　という怒ど声せいが飛んできた。

「空太のせいで、怒られた」

「神かん田だ君、静かにね」

「美咲先せん輩ぱいはお咎とがめなしなの？　おかしくない？」

　なんとなくみんなが笑い出す。それがまた不思議とおかしくて、大声で笑った。

「ま、静かにしろってのは無茶な相談だよな」

　仁が意地の悪い笑みを浮うかべる。

「そうですね」

　それには同意するしかない。

　ここに集まった六人を誰だれだと思っているんだろうか。問題児の巣そう窟くつ……さくら荘に住む生徒なのだ。

　すると、再ふたたびドアが開いた。

　また怒おこられるのかと思ったけど、出てきたのは千ち尋ひろで、何も言わずに空そら太たたちの列に加わった。

「どうしたんですか、先生？」

「校長にお前も立ってろって言われたのよ」

「それはご愁しゆう傷しよう様さまです」

「まったくよ。あとで、存ぞん分ぶんに神かん田だをいじめないと気が済すまないわ」

「あんたは、立たされて当然だ！」

　そこに、四人の人ひと影かげが近づいてきた。その顔を確かく認にんしたところで、自然と驚おどろきの声が出た。

「あれ、なんで？」

　本来はここにいるはずのない人物。

「千せん石ごくさんに頼たのまれたんですよ。さくら荘そうの取り壊こわしを阻そ止しするから手伝ってほしいとね」

　そう答えたのは先頭にいた和かず希きだ。他の三人も同い年くらいだろう。いや、たぶん同い年なのだ。ゲーム雑ざつ誌しのインタビュー記事で、見た覚えがある。初期の頃ころの『ゲーム作ろうぜ』で審しん査さを通つう過かし、和希と一いつ緒しよにゲームを制せい作さくしたメンバーだ。その後、四人で会社を立ち上げ、今では社員が百人以上いるソフトハウスの中ちゆう核かくを担になっている面々。

「僕ぼくたちの出る幕まくはなかったようですけどね」

　皮肉っぽい言い回しに反して、和希の表ひよう情じようはとても晴れ晴れとしていた。まるで、出る幕がなかったことを喜んでいるように。

「藤ふじ沢さわ、先に行くぞ」

　一番後ろにいた気き難むずかしそうな男性が、あとのふたりも連れて校門の方に向かう。

「あんたもさっさと帰りなさいよ」

「呼よび出しておいて、それは酷ひどいな」

　確たしかに酷い。けど、千尋が酷いのはいつものことだ。

「せっかく、千石さんに恩おんを売って、デートの誘さそいを受けてもらおうと思っていたんですけどね」

　その発言に、美み咲さき、仁じん、七なな海みが露ろ骨こつに反はん応のうする。ましろも興きよう味みがあるのか、目をぱちくりとさせていた。

「そんなんだから、あんたはダメなのよ。口実がなくても、ただ酒飲ませてくれるのなら、いつでも誘いを受けてあげるわ」

　千尋はそっぽを向いて、そんなことを言った。

「では、銀行に寄よったあとで、連れん絡らくすることにしますか」

　冗じよう談だんのように笑って、和希は立ち去った。

　空そら太たたちの視し線せんが千ち尋ひろに集中する。千尋は気づいてないふりだ。

「千尋ちゃんにも春が来るのかねえ」

　仁じんがからかっても応おうじる気配はない。

　卒業式は順調に進んでいるようで、記念品の贈ぞう呈ていが終わったようだった。

　少し待つと、体育館の中からオーケストラの伴ばん奏そうが聞こえてきた。

　式歌の斉せい唱しようがはじまったのだ。

　半分開いたドアの隙すき間まから中を覗のぞくと、優ゆう雅がにヴァイオリンを奏かなでる沙さ織おりの姿すがたが目についた。

　毎年、式歌は卒業する三年生が、歌いたい歌を投票で決めている。今年は、ＮＨＫのオリンピック公式テーマソングに選ばれたこともあるポップス。

　前奏が終わると、迫力のある大おお勢ぜいの歌声が押おし寄よせてきた。

　合唱と呼よぶには拙つたない。音おん程ていもバラバラだ。だけど、それぞれの想おもいが詰つまっていて、何か訴うつたえかける力があった。

　共感を覚える歌か詞しが、胸むねに刺ささる。歌に合わせ、昨日の自分を思い出し、息がつまりそうになる。これまでの記き憶おくが……今日までの曲がりくねった道のりが呼び起こされていく。

　真っ先に歌い出したのは、美み咲さきだった。空に向けて、大きな声を飛ばす。気持ちいいくらいに歌い上げていく。

　続いて、一小節待って、仁が声をかぶせた。

　空太は、ましろ、七なな海みと顔を見合わせてから、一いつ緒しよに歌い出した。

　龍りゆう之の介すけは半笑いで、それでも、足元を見るとリズムを刻きざんでいた。

　今日で、美咲と仁は卒業する。

　そう思うとまた涙なみだが出た。それを止めようとは思わない。ただ、大声で歌った。歌うことで何かを届とどけようと思った。

　たぶん、その何かとは、この先も未来が続いているということ。今日は終わりじゃなくて、新しいはじまりだということだったと思う。
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　仕切り直しになった卒業式は、予定よりも一時間遅おくれて無事に終了した。

　終わったあとで、空太、ましろ、七海、美咲、仁、龍之介の六人は、校長室に連行され、約二時間に及およぶ説教を受けるはめになった。途と中ちゆうからは千尋も合流し、空太たちの列に加わって怒おこられていた。

　せっかくの校長からのありがたい言葉だったのだが、「まったく君たちは……」と、何度も同じフレーズを繰くり返すものだから、途中からその回数をカウントするのに忙いそがしくて、なにひとつ頭には残らなかった。

「以後、気を付けるように……とは言っても、今日でふたりは卒業だがね」

　と、最後は若じやつ干かん無理やりに締しめくくられた。

　その後、退たい室しつする前に、ましろの口から、漫まん画が家かになるために日本にやってきたことが校長に告げられた。すぐには信じられないという顔だったけど、あの卒業式のあとで、何かを言う気にもなれなかったのだろう。あの卒業式のあとだからこそ、ましろが本気であることを、校長は理り解かいしてくれたのだとも思う。

　校長は、ましろの意思を尊そん重ちようし、その旨むねを理事会に説明すると約束してくれた。

　そんな空そら太たたちが、校長室をあとにしたのは、午後二時に近い時間だった。

「あ〜、疲つかれた。酷ひどい目にあったな」

　校門に向かう道をゆっくりと歩きながら、仁じんが伸のびをする。

「誰だれのせいですか……」

　生徒六人と教きよう師しがひとり。適てき度どにばらけて進んでいく。仁と美み咲さきの手には卒そつ業ぎよう証しよう書しよが入った筒つつが無む造ぞう作さに握にぎられていた。美咲などバトンのように振ふり回して遊んでいる。

「まさか、卒業式の日に説教されるとは思いませんでしたよ」

　ため息がもれる。

　仁と美咲にとっては、最後の下校だというのに。

　校門を抜ぬけたところで、自然と全員立ち止まっていた。回れ右して、校こう舎しやに向き直る。

「三年間、お世話になりましたってところかね」

　冗じよう談だんみたいに言っているけど、仁の目はちょっと寂さびしそうに見えた。

「お世話になりました〜！」

　それに、美咲が続いた。こっちは底そこ抜ぬけに明るい。

　誰かが合図をしたわけでもなく、ばらばらと歩き出す。

　空太と仁が最さい後こう尾びにつき、その前を龍りゆう之の介すけ、さらに少し前を千ち尋ひろ、先頭は美咲を中心にましろと七なな海みが一いつ緒しよだ。

　その七海は、学校を出た辺りからずっと俯うつむいていて、鼻をぐずぐずと言わせていた。

「泣き虫ななみんか！」

「泣いでばぜんよ」

　いや、明らかに泣いている。

「言えてないじゃん……」

　小声で突つっ込こむと、振ふり向いた七海に鋭するどい目で睨にらまれてしまった。

「泣いてるわ」

　よせばいいのに、ましろがさらに指し摘てきする。

「泣いでだい！」

「じゃあ、その目から垂たれてるのはなによ？」

　今度は千ち尋ひろだ。

「それは……」

　七なな海みが言葉に詰つまると、

「さては、よだれね」

　とましろが言った。

「そうよ！」

　なにやら、七海はおかしな開き直り方をしている。

「汚きたない女だな」

　龍りゆう之の介すけが独ひとり言をもらす。

「全部、上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいのせいなんですから……あんなの卑ひ怯きようですよ……」

　今度はぶつぶつと文もん句くを言い出した。答辞のことを言っているのだろう。

「空そら太たがなぐさめてあげな」

　仁じんに背せ中なかを押おされて前に出された。

「こーはいくん、たーっち！」

　よくわからないけど、美み咲さきとハイタッチをして場所を代わった。ましろと七海の間に入る。美咲は仁の隣となりに下がって、腕うでにしがみ付いていた。

　仲がいいのは、いいことだ。

「私、泣いてないからね」

　目を真っ赤にした七海が睨にらんでくる。

「わかってるって」

「ほんとに？」

「ほんとだって」

「なら、いいけど……」

　アヒルのように口を尖とがらせていた。

　児童公園を抜ぬけたところで、美咲が急にジャンケンをはじめた。気が付けば、龍之介や千尋も巻まき込こんで、負けたひとりが全員の荷物を運ぶというゲームになっていた。

　ジャンケンに勝っては笑い。負けても笑った。ましろが負けたら、空太が運うん搬ぱん係がかりにさせられたりもした。

　それに飽あきると鬼おにごっこをして、また飽きると別の遊びをしながら帰った。なにをやっても楽しかった。笑いが絶たえることはなかった。

　そうやって、時間をかけて……普通に歩けば十分程てい度どの距きよ離りを、この日、空太たちは一時間かけて帰った。

　さくら荘そうに着いたら今日が終わってしまう。たぶん、誰だれもがそう感じていたからこそ、バカみたいに時間をかけたんだ。

　それでも、少しずつさくら荘そうは近づき、緩ゆるやかな坂を最後にして、空そら太たたちは住み慣なれた木もく造ぞう二に階かい建だてのボロアパート風の建物に帰ってきた。

　一度、門もん扉ぴの前で立ち止まると、無言になった。

「空太」

　最初にしゃべったのはましろだ。

「なんだ？」

「写真」

「ああ」

　言われて妙みように納なつ得とくした。そう言えば、前にましろと話したことがある。美み咲さきと仁じんが卒業してしまう前に、住人全員で写真を撮とろうと。さくら荘の前で……。

「そんなこともあろうかと、あたしがデジカメを持っているんだも〜ん！」

　びしっと美咲が鞄かばんからシルバーのデジカメを取り出す。

　誰だれも文もん句くは言わなかった。

　美咲はデジカメを空太に預あずけると、さくら荘の中に駆かけ込こんでいく。

「先せん輩ぱい、写真は!?」

　まったくもって意味がわからない。

　呆ぼう然ぜんとする空太たちをよそに、すぐに美咲は七匹ひきの猫ねこを引きつれて戻もどってきた。

　どうやら、猫も一いつ緒しよに写真を撮とりたかったらしい。

「さあ、撮るぞ、こーはいくん！」

　気合いも十分だ。

　空太は門扉を脚きや立たつ替がわりにして、猫も含ふくめた全員をフレームの中に収おさめた。それから、タイマーをセット。

「急げ、こーはいくん！」

「わかってます！」

「こーはいくん、ここ！　ここ！」

　美咲が作ってくれた真ん中のスペースにダッシュで滑すべり込む。

　邪じや魔まにならないように、少し前かがみになった瞬しゆん間かん、

「とお！」

　という勇ましい掛かけ声とともに、背せ中なかに美咲が飛び乗ってきた。

「ちょっと、上かみ井い草ぐさ先輩！」

「美咲、ずるい」

　空太よりも先に、両りよう脇わきに立っていたましろと七なな海みが抗こう議ぎの声を上げる。

　すぐにましろが右みぎ腕うでにしがみ付いてきた。

「お前、なにして……」

　その言葉は最後まで言えなかった。背せ中なかの美み咲さきが、いえ〜いとか言いながら、カメラに向かってピースをする。さらに、頭に猫ねこを一匹ぴき載のせてきたせいで、完全にバランスを崩くずした。前から倒たおれ込こんで、地面に押おし潰つぶされてしまう。

　途と中ちゆう、猫の鳴き声に紛まぎれて、シャッターの切れる音がした気がする。

「さて、どんな面白い写真が撮とれたかね」

　仁じんが早さつ速そく確かく認にんしにいっている。

　空そら太たは美咲に潰されたままだ。うつ伏ぶせの状じよう態たいで、尻しりに敷しかれている。

「美咲先せん輩ぱい、どいてください！」

「なんで？」

「俺おれが馬ではないからです！」

　普ふ通つうに疑ぎ問もんを返す場面ではない。

「お、これはなかなかだな」

　写真を見ていた仁は満足げだ。

　未だ、美咲の乗り物にされている空太にも見せてくれた。

　肩かた越ごしに美咲が覗のぞき込んでくる。吐と息いきが首くび筋すじにかかってくすぐったい。両りよう脇わきからは、ましろと七なな海みも顔を突き出してきた。

　仁の言う通り、なかなかの写真だ。少しも記念写真風ではない……。

　空太が崩れ落ちる瞬しゆん間かんを捉とらえた、見事なハプニングショット。口を大きく開けた慌あわてた間ま抜ぬけ顔で、空太は写っていた。その背中では、満面の笑みでカメラにピースサインを決める美咲。

　右みぎ腕うでにしがみ付いたましろは、不満の視し線せんで空太を見ている。いや、若じやつ干かんふてくされたような感じで睨にらんでいる。

　その逆ぎやくサイドに立つ七なな海みは、少し照れたように目を伏せて、空太の肘ひじの辺りを、遠えん慮りよがちに指で摘つまんでいた。なんだか、見ているこっちが恥はずかしくなってくる。そういうかわいらしい仕草だ。

　視線が七海に集中する。

「こ、これは、ちゃうねん」

「何も言っていないんだけどね」

　意地悪く仁が笑っている。

「か、神かん田だ君の肘に、ゴミが付いてただけやねん」

「ま、青あお山やまさんがそう言うなら、そういうことにしておこうか」

「そ、そうですね」

　どう処しよ理りをするのか迷まよった空太は、仁の助け船に飛び乗った。

　その隣となりで、ましろは空太と七海を交こう互ごに見み比くらべては、何か考えるように「むう」と低い声で唸うなっていた。

　とりあえず、それには気づいていないふりをして、空そら太たは写真の他の部分に目を向けた。

「にしても、これ……美み咲さき先せん輩ぱいしか、カメラ見てないんですけど」

　仁じんは倒たおれそうになる空太をにやにやと眺ながめ、千ち尋ひろはそっぽを向いてあくびをしている。龍りゆう之の介すけなんかは、タブレットＰＣを鞄かばんから出して操そう作さしていた。カメラの存そん在ざいなど、気にも留とめていなかった。もちろん、猫ねこは勝手放題している……。

　けど、その方がさくら荘そうらしいと誰だれもが思ったのだろう。記念写真とはとても思えなくても、誰も撮とり直しをしようとは言い出さなかった。




　三月八日。

　この日のさくら荘会議の議事録には一枚まいの写真が張はり付けられている。
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　卒業式当日の夜は、遅おそくまでお祝いのパーティをした。とは言っても、さくら荘そうのダイニングで鍋なべをして、おかずを取り合って、今日までと同じように、にぎやかで騒さわがしい時間を共有しただけだ。

　そんなお祭り騒ぎから一夜が明けると、さくら荘の中は急速に日にち常じようを取り戻もどしていった。

　空そら太た、ましろ、七なな海み、龍りゆう之の介すけの四人には、当然のようにまだ三学期の残りの授じゆ業ぎようがあり、学校に行かなければならない。

　空太は机つくえの下で寝ねていたましろを起こし、着き替がえを用意してあげて、寝ね癖ぐせを直してあげて、朝ご飯を食べさせてあげて……いつもの朝のお世話を済すませてから、一いつ緒しよに登校する。

　これまでと違ちがうのは、玄げん関かんを出ようとすると、

「いってらっしゃ〜い！」

「気をつけてな」

　と言って、美み咲さきと仁じんが送り出してくれることだ。

　その美咲は、息を吹ふき返したように、持てる時間のすべてを、署しよ名めい活かつ動どうを理由に止まっていたアニメの制せい作さくに当てていた。作業は佳か境きようを迎むかえているようで、いつ寝ねているのかわからないほどだった。

　仁はゆっくりと部屋の片かたづけをはじめている。大阪に行くまで、時間はあるようでないらしく、向こうで住む部屋を探さがしたり、入学の手続きをしたり、家族や知り合いへの連れん絡らくをしたりで、そこそこ忙いそがしそうに奔ほん走そうしていた。

　それでも、仁と美咲のふたりは、時間を見つけては、今後についての話し合いを重ねているようだった。仁は大阪の大学に行く。美咲は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの映えい像ぞう学がく部ぶに進学する。新しん幹かん線せんで二時間半の距きよ離りが、ふたりの間には生まれてしまうから。

　だけど、お互たがいの意見は平行線で、空太が見る限かぎり、あまり前進しているようには思えなかった。

「あのな、美咲。俺おれは四年間、脚きやく本ほんの勉強に集中したいんだって言ったよな？」

「うん、だから、間を取って一緒に名古屋に住もうよ」

「毎日、新幹線で通学か？　そりゃあ、かっこいいな」

「でしょ！」

　笑顔満開の美咲に対して、さすがの仁も呆あきれるばかりだった。温度差が半はん端ぱじゃない。似にたような話を毎日のように繰くり返している。

　こればかりは、ふたりの問題なので、空太は見守るしかない。




　週が明けると、空そら太たたちには期末試験がやってきて、残された時間をのんびり過すごすというわけにもいかなくなった。

　だけど、それでいいんだと思う。

　卒業してさくら荘そうを出て行く美み咲さきと仁じん。

　語ろうと思ったら語り尽つくせない想おもいがいくらでも出てくる。

　時間なんてどれだけあっても足りない。けど、お互たがいに言いたいことは、卒業式のときに伝えられたと思う。だから、これでいいのだ。

　残された日々を、今まで通り過すごすことに、きっと意味があるのだと思った。

　そんな想いで一いつ致ちしていたからこそ、さくら荘は落ち着いた雰ふん囲い気きだったのだろう。

　期末試験が終わると、空太は少しずつタイトル審しん査さ会かいの結果とも向き合うようになっていた。

　試験の最終日だった金曜日の夜に、和かず希きが時間を作ってくれて、審査会の雰囲気や、参加メンバーの反はん応のう、審査の最中に出た質しつ問もんや新たなアイディアなどを詳くわしく教えてくれた。

　その報ほう告こくを聞いたあとで、空太は一週間ほど完全な抜ぬけ殻がら状じよう態たいに陥おちいった。

　正直、どうすればいいのかが、改めてわからなくなったのだ。

　和希から聞かされた審査会の内容は、決して悪いものではなかった。

　前に和希が言っていたように、ダメだった主な理由は、同じ音ゲーという競合タイトルが同じ日の審査会にかけられていたこと。そして、その競合タイトルの方が、予想売り上げ本数においてだいぶ上を行き、数字の信しん頼らい性せいが高いと判はん断だんされた。

　こんなことなら、明めい確かくな力量不足を責せめられた方がよかった。

　何を反省して、何を次に生かしていけばいいのか。それがわからない。今までとは勝手が違ちがう。

　困こん惑わくする空太に、打ち合わせの際さいに、和希は目立ったアドバイスはしてこなかった。

　きっと、解決する方法を和希なら知っている。答えを知っている。けど、空太の方からも、あえて聞こうとは思わなかった。

　心のどこかで、自分で立ち上がって、進む方向を見つけないといけない気がしていたのだ。だから、少しずつでもいいから、落選の傷きずを癒いやし、もう一度スタート地点に立つ心の準じゆん備びをしていこうと決意した。

「藤ふじ沢さわさん、このたびは色々とお世話になりました。本当に勉強になりました」

　別れ際ぎわ、そう挨あい拶さつをした空太に対して、和希は、

「がんばって」

　とだけ言ってやさしく笑った。何かを懐なつかしんでいるような表ひよう情じようだった。




　空太が人間らしい思考を取り戻もどしたのは、試験の答案が全部戻ってきた頃ころだった。

　一日、また一日と経けい過かするたびに、どうにもならないと思っていた未知の敵てきのことが、少しずつではあるけど、わかるような気がしてきた。

　大きな切っ掛かけになったのはましろだ。

　学校からの帰り道に、ゲーム雑ざつ誌しを買うつもりで寄よった駅前の書店で、ましろが連れん載さいを持っている少しよう女じよ漫まん画が誌しが目に入った。ましろの描かいた女の子のキャラクターが表紙を飾かざっていて、その号の巻かん頭とうカラーもましろの漫画だった。

　手て描がきのカラーページには、一言も台詞せりふがなく、ケンカをして気まずい男女の雰ふん囲い気きを、距きよ離り感かんだけで見事に表ひよう現げんしていた。さくら荘そうに来たばかりの頃ころと比くらべると、漫画的な表現における感かん情じよう描びよう写しやが各かく段だんによくなっている。

　けど、ましろはそれを誇ほこるわけでもなく、もちろん自じ慢まんしてくるわけでもなかった。

　出しゆつ版ぱん社しやから届とどいた見本誌も、ぱらっとめくっただけで、すぐに、何事もなかったかのように机つくえに向かい、次の原げん稿こう執しつ筆ぴつに集中していた。

　一いつ心しん不ふ乱らんに漫画を描き続けるましろの背せ中なかが教えてくれた気がした。

　限かぎられた枠わくがある中で、ましろも確かく実じつに誰だれかを蹴け落おとして、毎月原稿が掲けい載さいされるという今の立場を勝ち取ったのだ。表紙を奪うばい取ったのだ。巻頭カラーの座ざを射い止とめたのだ。そのために、毎日寝ね落おちをするまで、原稿と向き合っている。勝ち取ったあとも、その努力を続けている。そういうステージでましろは戦ってきて、勝ち上がってきたのだ。

　敵てきは自分の中にもいるし、外にもいる。空そら太たの挑いどんだタイトル審しん査さ会かいもまた、限られた予算を取り合う、いわば椅い子す取とりゲームの戦場だったのだ。

　プレゼンを突とつ破ぱするまでは、自分との戦いだった。なんとかそれに勝利して、やっとの思いでひとつ目の扉とびらを開けることができた。これで、道が開けていくかもしれないという甘あまい期待があった。けど、達成感に満たされた空太を待っていたのは、終わりの見えないとんでもなく広い世界だった。

　ひとつ扉を抜ぬけた先は、競争の世界。

　ここからは、世に出ているすべてのゲームがライバルなのだ。これから作られるすべてのゲームが、空太の行方ゆくえには立ちはだかっている。それこそ、和かず希きが作るゲームとだって、比べられることになるのだろう。ならなければいけないのだ。

　そう思うと足がすくんでしまいそうだった。

　だけど、震ふるえて立ち止まっていては、空太が見たいと思っている景色は見えない。ましろがいる場所までたどり着くことはできない。

　まだ先があるから。まだ上があるから。

　広い世界でも戦えることを知ったら、それで終わりというわけでもない。今度は、もうひとつ上の次元で、人は再ふたたび自分との戦いに戻もどっていくのだと思う。今のましろがそうであるように。

　たぶん、それは、終わりのない戦いなのだ。いや、終わりを自分で決める戦いなのかもしれない。満足したら、それがゴール。でも、満足しない限かぎり、永えい遠えんにゴールはこない果てのない道だ。道すらないのかもしれない。荒こう野やを自ら切り開いていく。自分の行き先を自分で見つけるために道を作っていく。光がなければ、闇やみを切り裂さいてでも……。

　ぼんやりとだけど、わかった気がした。今まで、ずっと見えなかったましろの背せ中なか。今も、やっぱり見えてはいないけど、あといくつ扉とびらがあって、どれくらい離はなれているのかだけは、わかった気がした。

　タイトル審しん査さ会かいを通つう過かしていたら、このことには気づかなかったと思う。プロジェクト化が叶かなわなかったからこそ、立ち止まって、周りを見て、自分を見つめ直す時間ができた。そのおかげで、ここにたどり着いた。

　半分以上は負け惜おしみだけど、これでよかったと言える気がした。

　すると、自然と頬ほおの筋きん肉にくは緩ゆるんでいく。

「空そら太た、楽しそう」

「いや、あんま楽しくはないぞ」

「笑ってるわ」

「誰だれが笑って……」

　頬に手を当てると確たしかに、筋肉は緩んでいた。

「気持ち悪いわ」

「たとえ、そう思っても、そういうことは胸むねにしまっておいてくれるかな！」

「無理よ」

「そこをなんとか！」

「わたし、もうこの気持ちを抑おさえきれないわ」

「その台詞せりふはもっと別のシチュエーションで聞きたかったね！」

　というようなやり取りを、登校中にましろとする余よ裕ゆうすら生まれていた。




　たぶん、そんな風に穏おだやかでいられたのは、空太以上に打ちのめされて、空太以上にぼんやりとした日々を過すごしていた七なな海みの存そん在ざいが側にあったからだと思う。

　署しよ名めい活かつ動どうをはじめた時点で、バイトのシフトを週三日程度に減へらしていた七海は、卒業式のあとも、ゆとりのあるペースを守っていた。

　毎週末に入っていたレッスンも終わり、その分も時間が浮ういている。

　土曜日の昨日は、空太が洗せん濯たく物ものを干ほしに庭に出ると、七海は縁えん側がわに座すわってぼ〜っと空を眺ながめていた。日曜日の今日は飲み物を取りにダイニングに顔を出すと、頬ほお杖づえをついて時計と見つめ合っていた。

「土日って、長いなあ」

　そんな独ひとり言までもらしていた。

　声をかけると、

「青あお山やま？」

「なに？」

「いや……なんか、ヒマそうだな」

「急に時間ができたから、何をすればいいのか、わからなくなっちゃって」

　と、少し照れた顔をしていた。

　けど、それでいいんだと思う。今は休息が必要なのだ。七なな海みには……。

「時間あるなら、遊んできたら？」

　その言葉が切っ掛かけになったのかは知らないが、期末試験が終わると、七海はクラスの友達とカラオケに行ったり、隣となり駅えきまで買い物に出かけたりしていた。

　でも、日が沈しずんでからさくら荘そうに帰ってくると、なんだかくたびれた顔をしていた。

「楽しくなかったのか？」

「そういうわけじゃないんだけど……」

「わけじゃないんだけど？」

「遊んでいると、罪ざい悪あく感かんがあるというか……なんか、落ち着かなくて」

　損そんな性せい格かくだよね、と付け加えた七海は、結局、ダイニングでぼんやりしていることが多かった。




　そのダイニングの壁かべには、卒業式の翌よく日じつから一枚まいの絵が飾かざられている。

　ましろの描かいたさくら荘の絵だ。

　ただ、以前のものとは違ちがうところがある。

　猫ねことじゃれ合う空そら太たの隣となりに、しゃがみ込んだましろの姿すがたが描かれているのだ。白猫のひかりに手を伸のばして、背せ中なかをやさしく撫なでている。

　まあ、実じつ際さいの猫は、ましろが触さわろうとすると逃にげるのだが……。

　先日も、美み咲さきと一いつ緒しよにキャットフードをあげるのに挑ちよう戦せんしていたのだが、猫は一匹もましろの手からは食べようとせず、七匹ひきとも美咲に群むらがっていた。

「お前、猫になにしたんだよ」

「空太の教育が悪い」

「いいや、絶ぜつ対たいにお前に問題がある。野生の本ほん能のうが危き険けんを感じてるんだよ」

「野生、やるわね」

　とか言いながら、猫と戯たわむれる美咲を羨うらやましそうに見ていた。

　それに飽あきると、ましろは卒業式の日に撮とった写真をよく眺ながめていた。

「その写真、気に入ったのか？」

「わからない」

　だったら、なんでそんなに熱心に見ているのだろう。空そら太たは毎日のように、ましろが写真を見ている姿すがたを目もく撃げきしていた。唇くちびるを結んで、考え事をしているように思えた。気のせいかもしれないけど……。

「わかったら教えてくれ」

「うん……」

　そんな具合に、何気ない日々は緩ゆるやかに流れて行き、やがて三学期も終わりを迎むかえる。

　そして、春休みがはじまり、数日が経たつと、仁じんの旅立ちの日が、あまりにもあっけなくやってきた。
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　三月二十八日。月曜日。朝から雲ひとつない青空が広がっていた。

　車のエンジンをかけた美み咲さきに促うながされ、空太は仁を呼よびに１０３号室に顔を出した。

「仁さん、そろそろ」

　ベッドと机つくえだけになった空っぽの部屋の窓まど辺べに、仁は背せ中なかを向けて立っていた。

「仁さん？」

「聞こえてる」

　振ふり向いた仁が、生活感のなくなった室内を見回す。荷物は午前中に引っ越こし業者が持っていったあとだ。六ろく畳じよう一ひと間まも、これだけ物が少ないとだいぶ広く思える。

「なんか変な感じだな」

　独ひとり言のように仁が呟つぶやく。

「俺おれの部屋だと思ってたのに、素すっ裸ぱだかになると意外と愛着ないもんだな」

「仁さんの場合、外がい泊はくばかりしていたからじゃないですかね」

「先せん輩ぱいの門出に酷ひどいこと言うのな、お前」

「事実を言ったまでです」

　空太も仁も、口元が笑っている。こんなやり取りも、これからはできなくなる。それは寂さびしい。寂しいけど、もう言葉にはしないし、態たい度どにも出さない。

「んじゃ、行くか」

　ドア口に置いてあった鞄かばんを持つと、さっさと仁が玄げん関かんに向かう。

　靴くつを履はいて、紐ひもをきつく縛しばる。外に出ると、一度だけさくら荘そうを振り返った。

　丁度咲さき頃ごろを迎えた桜さくらが、仁の門かど出でを祝福しているようだった。

「……」

　さくら荘を視し界かいいっぱいに収おさめた仁は何も言わない。

　横顔を見ると、少しだけ笑っていた。

　一体、何を思っているんだろうか。

　聞いてみたかったけど、きっと、仁じんははぐらかして教えてはくれないだろう。だから、あえて聞こうとは思わなかった。

　胸むねにしまっておいた方がいいこともある。

　それに、あと一年経たてば、空そら太たにもわかることだ。知るのは、一年後でいい。

　美み咲さきがさくら荘そうの前に回した車に乗り込む。仁は助手席で、空太はその後ろだ。隣となりには無理やり連れてきた龍りゆう之の介すけがいて、三列目にはましろ、七なな海みが座すわっている。

　新しん幹かん線せんの駅まで、全員で仁を見送りに行くのだ。残念ながら千ち尋ひろは仕事でいない。その千尋からは、出かけ際ぎわに、

「ま、適てき当とうにがんばんなさい。んで、気が向いたら顔くらい出しなさいよ」

　という、ものぐさ教きよう師しらしい言葉を仁はかけられていた。

「千尋ちゃんが結けつ婚こん式しきに呼よんでくれるなら、すぐに駆かけつけるよ」

　仁も負けてはいなかった。

　走り出した車の中で、仁はやけに饒じよう舌ぜつだった。さくら荘のこと、元生徒会長のこと、オーストリアに旅立ったはうはうのこと……それらが尽つきると、見える景色についてまで、いちいち言葉を残した。

　逆ぎやくに運転に集中しているのか、美咲は殆ほとんど何も言わなかった。




　駅に着くと、近くの駐ちゆう車しや場じように車を止めて、仁を見送りにホームまで上がった。

「改札までくれば十分だってのに」

　という、仁の希望は無む視しした。

　出る前に作ってきたお手て製せいのお弁べん当とうを、無言のまま美咲が仁に渡わたす。

「サンキュ」

「うん……」

　アナウンスが大阪行きの新幹線の到とう着ちやくを知らせてくる。

　東京方面に視し線せんをやると、定てい刻こく通どおりに新幹線はやってきた。

　静かに速度を落とし、ぴたりと停止線で止まる。

　転てん落らく防ぼう止しのゲートが開き、ほんの少し遅おくれて、新幹線のドアも開いた。七号車のドアからは、誰だれも降おりてはこない。並ならんでいた人が、順番に乗り込こんでいく。

「俺おれも、行くわ」

　仁も列の最後に並ならんで、タラップに足をかけた。

　デッキに立った仁が振ふり向く。

　美咲は何か言いたそうにしていたけど、俯うつむいたままだ。

「ったく、なんて顔してんだよ」

　仁じんがホームに降おりてきた。

　真っ直ぐに美み咲さきの前に向かう。

「仁」

　驚おどろいた美咲が顔を上げた。

「あたし、やっぱり、離はなれ離ばなれなんて我が慢まんできないよ！　仁がいないと不安だもん！」

「俺おれ、そこまで信用ないのか」

「そうじゃない。もっと、確たしかなものがほしいんだもん！」

　左手の薬指にはめた指輪を、美咲がぎゅっと握にぎっている。まるで祈るように。

　その美咲のおでこに、身をかがめた仁がキスをした。

　突とつ然ぜんのことに、空そら太たと七なな海みは口をぽかんと開け、ましろもじっと見ていた。

　それでも、美咲の表ひよう情じようから不安は消えない。

「まだ足りないって言うなら、これ、お前に預あずけとく」

　仁がかわいらしい封ふう筒とうを取り出した。

「これって」

　美咲に手て渡わたされた封筒に、空太は見覚えがあった。前に、美咲が仁の下げ駄た箱ばこに入れたラブレターだ。

　中身がそのままなら、ふたりの婚こん姻いん届とどけが入っていることになる。

「帰ったら、出しに行こうな」

「仁！」

　美咲がひしっと仁に抱だきつく。

　新しん幹かん線せんの発車を知らせるベルが鳴った。

　たっぷりぬくもりを確かめてから美咲が離れる。

　仁はぎりぎりのタイミングで、新幹線の車内に戻もどった。

　安あん全ぜん扉とびらが閉しまり、続いて新幹線のドアが閉まった。

　すぐに流線型の綺き麗れいな車体が滑なめらかに走り出す。その場から、新幹線の姿すがたが見えなくなるまでみんなで手を振ふって見送った。

　こうして、仁はさくら荘そうから巣立っていった。
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　今年度も終わりを迎えようとしている。

　三月三十一日。

　日付が変われば、新しい季節がやってくる。空太にとっては、スイコーで迎むかえる三度目の春だ。

　その前に、もうひとつ大きな旅立ちが待っていた。

　この日、ついに美み咲さきがさくら荘そうを出て行くのだ。

　満開の桜さくらが、花びらをひらひらと降ふらせてくる。

　その下で、美咲の最後の荷物が、サイのマークの引っ越こしセンターのトラックに積まれた。

　荷台の扉とびらを閉しめた業者のお兄にいさんが、準じゆん備びができたと美咲に声をかけている。

　別れの時は近い。

　荷物の積み込こみを指し示じしていた美咲が、門もん扉ぴの外から遠とお巻まきにその様子を眺ながめていた空そら太たたちのもとに駆かけてくる。目の前で立ち止まると、にっと笑った。

「千ち尋ひろちゃん、三年間お世話になりました」

　ぺこりと美咲がお辞じ儀ぎをした。

「ほんとよ。あんたほど無茶苦茶な生徒はいなかったわ」

「ましろんとななみんも元気でね」

「美咲……」

　ひしっとましろが美咲に抱だきつく。

「上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱい……」

　七なな海みは瞳ひとみを潤うるませていた。

「泣かなくても大だい丈じよう夫ぶだよ、ななみん。あたしは水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに行くんだから、またすぐに会えるもんね」

「そ、そうですけど……」

　会おうと思えば、いつだってまた会える。それはそうだろう。でも、これからは、会おうと思わないと会えなくなってしまうのも、たぶん、ほんとだ。それは今までとは全然違ちがうし、それがたとえ、前に進んでいくことだとしても、やっぱり、胸むねの奥おくの方から、寂さびしさは込み上げてくる。鼻はなの奥おくが湿しめっぽい反はん応のうをしてしまう。この日を迎むかえても、美咲の声が聞こえてこないさくら荘の雰ふん囲い気きは、少しも想そう像ぞうできなかった。したくはなかった。

「ドラゴンも学校行けよ！」

「三分の二は出席する」

　龍りゆう之の介すけはいつも通りだ。

「こーはいくん！」

　言葉に詰つまっていた空太に、美咲が美咲らしい笑顔を向けてきた。

「さくら荘のことは、任まかせたぞ！」

　美咲の表ひよう情じようがやけに大人おとなに見えた気がした。旅立つ者の顔だ。だから、心配なんてさせたらいけない。

「はい、任せてください」

　背せ中なかをやさしく叩たたかれたましろが、ようやく美咲から離はなれる。

「では、さらばだ！」

「はい」

　美み咲さきがトラックの助手席に乗り込こむ。

　エンジンがかかった。

　太いタイヤが、アスファルトを掴つかむようにして走り出す。

　全開にした窓まどから美咲が身を乗り出して手を振ふってくる。

　空そら太たたちも全身で応こたえた。

　ゆっくりと、美咲が遠ざかっていく。

　春の強い風が吹ふいた。桜さくらの花が舞まい散る。

「なあ、赤あか坂さか」

「なんだ？」

「ゲームって、ひとりでも作れるか？」

「……」

　空太の真意を探さぐるように、龍りゆう之の介すけが横目で見てくる。

「美咲先せん輩ぱいを見て思ったんだよ。作りたいから作る。作るだけなら、今すぐ俺おれひとりでも、はじめられるだろ？　作りたいって気持ちをぶつけるには、とにかく、はじめてみるのが一番だと思ったんだ」

　卒業式のときに、元生徒会長の総そう一いち郎ろうが言っていた。やらない理由、やめる理由ばかりを考えていては、さくら荘そうらしくない。

　やる理由、やりたい理由ならある。挑ちよう戦せんすること自体が、空太にとっては意味があって、動機にもなっているのだ。

「それに、企き画かくばかり練っていても、ゲームを作っていることにはならないだろ？」

　やはり、形になってこそだ。触さわれるものにしたい。

「現げん在ざいの神かん田だのプログラム知ち識しきでは、制せい作さく可か能のうなものは限かぎられてくる。だが、不ふ可か能のうではない。フリーのゲームエンジンを使うという手段もあるからな」

　実に龍之介らしい簡かん潔けつな返答だった。

「そっか。それがわかれば十分だ」

　やれることからはじめればいい。できないことは、勉強してできるようになればいい。

　そして、完成したら、誰だれかに遊んでもらおう。面白いとか、つまらないとか、クソゲーだとか言われながら、広い世界の中でも戦っていける実力を身につけるのだ。それが、三年目の春を目前に控ひかえた空太の出した答えであり、新しい目標だった。

「ねえ、神かん田だ君」

「ん？」

　話しかけてきた七なな海みの目は真っ直ぐに美咲の車を追っている。

「私、もう一度最初からがんばる」

　少し目を見開いて、空そら太たは七なな海みの横顔を見た。そこには穏おだやかな決意があった。

「不思議だよね。あんなに泣いて、がんばるなんてもう絶ぜつ対たいに無理だと思っていたのに……この一ヵ月で、落ち込こんでいるのにも飽あきたみたい。前よりも、なりたいって気持ちがずっと強くなってるの」

「そっか」

「うん」

「じゃあ、またがんばろうな」

「うん」

　噛かみ締しめるように、七海が頷うなずく。気持ちが晴れていく。春の青空のように。

　そこに意外な人物が口を挟はさんできた。千ち尋ひろだ。

「だったら、春休みの間に、青あお山やまは一度大阪に帰りなさいよ。そんでもって、きちんとご両親を説得してきなさい」

　七海の表ひよう情じように緊きん張ちようが走るのがわかった。

「この二年間、ひとりでごまかしながらやってきたつもりでしょうけど、一番身近なところに問題抱かかえたままで掴つかみ取れる夢ゆめじゃないってことくらいはわかったでしょ？」

「……」

「全部自分で考えて、自分で決めて、それが大人おとなだと思ってるなら大おお間ま違ちがいよ。そんなのは、人の意見に耳を傾かたむけるだけの余よ裕ゆうがない、ただのガキじゃないの。もうあんたも気づいているんでしょ？　二年前の自分の選せん択たくが逃にげだったってことくらい」

「ちょっと、先生、それ言い過すぎ！」

「いいよ、神かん田だ君……その通りだし。あのとき、お父とうさんに反対された私は、楽な方を選んだんだと思う。自分の意見が通らないことに、駄だ々だをこねて家を飛び出した。ほんと、先生の言う通り」

「それが認みとめられるようになったんなら、逃げるのはもうよしなさい。あんたは二年前のあんたとは違ちがうのよ。二年間、積み重ねてきたものがある。必死になって、努力を二年間も続けてこられた。それは、誰だれにでもできることじゃない。これだけは、はっきりと言っておくわ。あんたの二年間は絶ぜつ対たいに無む駄だじゃなかった」

「先生……」

　七海の瞳ひとみが潤うるんでいく。そんな風に言い切れる千尋を羨うらやましいと思った。きっと、今の言葉は、ずっと七海が誰かに言ってほしかった言葉だ。空太には言えなかった言葉だ。

「今なら、あんたが本気だってことが、ちゃんとご両親にも伝わるでしょ。それで理り解かいしてくれないようなら、まあ、ろくでもない親を持ったってことで、今度こそほんとに家を出ればいいわ」

　七なな海みは無言で頷うなずく。

　それから、目の端はしの涙なみだを拭ぬぐった七海は、真っ直ぐ千ち尋ひろに向き直り、

「一度大阪に帰ります。帰って話し合ってきます」

　と高らかに宣せん言げんした。

　また、新しいはじまりがある。空そら太たも、七海も、これからだ。まだまだここからだ。

「さくら荘そうに残るのか、出て行くのかは……その話し合いが終わってから考えればいいわ。あんたが居い続つづけたいなら私はそれでもいい。どうせ部屋は余あまってるんだしね」

　それだけ言って、千尋は門もん扉ぴをくぐり、さくら荘の中に戻もどっていった。

　すっかり忘れていた。

　七海には、さくら荘に居続ける理由がなくなってしまうことを。スイコーには残るようだけど、父親を説得できたのなら、それこそ経けい済ざい的てきな心配はなくなるのだろう。今までのように、生活費のすべてを自分で稼かせがなくてよくなるのかもしれない。だとしたら、普ふ通つうに一いつ般ぱん寮りようで暮くらしていけるはずだ。

　空太の視し線せんに気づいたのか、七海と目が合った。

　お互たがいに言葉を探さがしているのがわかる。

「神かん田だ君は、私がいなくなったらどうする？」

　視線を逸そらした、七海が聞いてきた。

「いや、それは……青あお山やまが考えることだろ」

「うん、そうだけど……その、寂さびしいとか少しは思うのかなあって……」

「そ、そりゃあ、まあ……わがまま言えば、いてほしいよ」

　まともに七海の顔を見ていられず、今度は空太の方から視線を逸らした。すると、すぐ横に立っていたましろと目が合ってしまう。

　透とう明めいの瞳ひとみがじっと見み据すえてくる。

「な、なんだよ」

「空太、わたし、やっとわかったわ」

　ましろが真面目な顔して、そんなこと言ってきた。

「突とつ然ぜんだな。わかったって、何が？」

「大事なことよ」

「いや、別に話の重じゆう要よう性せいについては聞いてないんだが……」

　適当に言葉を返していると、ふとあることを思い出した。

「ああ、もしかして、前に言ってた写真のことか？」

　わかったら教えてくれと頼たのんだ覚えがある。

「そうよ」

　そう答えたましろは、空太と七海を交こう互ごに見み比くらべている。

「私？」

　怪け訝げんな顔で、七なな海みが首を傾かしげる。

「……」

　ましろが一いつ旦たん黙だまると、妙みような緊きん張ちよう感かんが三人の間には漂ただよってきた。

　一体、何がわかったというのだろう。ましろは何を言うつもりなのだろう。鼓こ動どうが少しずつ早くなっていく。

　そんな中、ましろの唇くちびるが再ふたたび音を奏かなでた。

「七海はわたしと一いつ緒しよね」

「は？」

「え？」

　空そら太たと七海が同時に驚おどろく。一体、どこが一緒だと言うのだろう。

「わたしと七海は一緒よ」

「それ、順番変えただけだろ！」

「だって、七海は空太のこと……」

　ましろが、核かく心しんに触ふれようとする。

　けど、それは、

「ちょっと、ましろ！　それ言っちゃダメ！」

　という七海の声と、

「おい、神かん田だ」

　という龍りゆう之の介すけの困こん惑わくによって、途と中ちゆうでかき消されてしまった。見れば、七海はましろの口を両手で塞ふさいでいる。ふごふごとましろが何か言っているけど、聞き取れない。

「こ、この話はもう終わり！　いい？　終わりだからね！」

　そう怖こわい顔の七海に言い切られ、空太は仕方がなく背はい後ごの龍之介を振ふり向いた。

「で、赤あか坂さかはどうしたんだ？」

「あれだ」

　龍之介が真っ直ぐ通りを指差している。

　再ふたたび前を向くと、いつのまにか美み咲さきの車が停止していた。

「忘わすれ物でもしたのか」

　そう空太が口に出したところで、ドアが開いて助手席から美咲が出てきた。それどころか、続いて引っ越こし業者の屈くつ強きようなお兄にいさんたちも降おりてきて、荷台の荷物を手て際ぎわよく、さくら荘そうの隣となりの敷しき地ちに建ったばかりの家に運びこんでいく。

「はあ!?」

　これは、何事だろうか。

　わけがわからない。

　とりあえず、駆かけ寄よって様子を窺うかがってみる。

　さくら荘そうの隣となりにできた、立りつ派ぱな家を見上げる。福岡の実家よりは確かく実じつに広そうだ。

「考えたくはないけど、これ……」

「たぶん、そうだと思うよ」

　答えに気づいた七なな海みがげんなりした声を出した。空そら太たも同じ答えに行きついている。

「引っ越こし先ってここかよ！」

　そう叫さけぶと、一度家の中に入っていた美み咲さきが、なんでもない顔で出てきた。

「お隣に引っ越してきた三み鷹たか美咲です。よろしくね、こーはいくん！　はい、これ、引っ越しそば！」

　差し出された箱を反射的に受け取ってしまう。

「あ、どうも……って、この家、どうしたんですか!?」

「建てちゃった」

「でしょうね！」

「地下にも部屋があってね、ちょっとした音おん声せい収しゆう録ろくから、ダビング、Ｖ編へんまで可か能のうなスタジオになっているんだよ！　どうだ！」

「……ええ、すごいですね」

　スケールが大きすぎて、さすがについていけそうにない。一体、何千万の買い物をしたのだろう。億だったら、どうしよう……。

「それより、神かん田だ君……」

　声をかけてきた七海は、表札をじっと見据えている。『三鷹』の名前が刻きざまれていた。空太もちらちらと横目に映うつして、気になってはいた。先ほど、美咲は『上かみ井い草ぐさ』とは名乗らずに、『三鷹』と名乗ったくらいだし……。

　脳のう裏りをよぎるのは、仁じんが新しん幹かん線せんのホームで美咲に渡わたしていたラブレター。

　中身は、婚こん姻いん届とどけだ。

　あのとき仁は、「帰ったら、出しに行こうな」と美咲に告げていた。つまり、四年後に、仁が大阪から帰ったら、という意味だったはず……。だけど……。

「美咲先せん輩ぱい、あのときのラブレター、どうしました？」

「なくすといけないから、出しちゃった」

「どこに!?」

　わかっているけど、聞かずにはいられない。

「市役所だも〜ん！」

　あっけらかんと美咲は答えた。

「仁さんには、言ったんですか？」

「さっき電話で言ったよ」

「なんて言ってました？」

「言葉もないくらいに喜んでくれたも〜ん」

　それは絶ぜつ対たいに違ちがうと思う。言葉を失うほどにショックだったのだろう。

「そんなことより！　これで、あたしは、春から人ひと妻づま女じよ子し大だい生せいだよ！　興こう奮ふんするかい、こーはいくん！　興奮していいぞ、こーはいくん！」

　いや、まあ、美み咲さきが幸せそうだから、深くは考えないようにしよう。どうせ、いつかこうなるなら、今なっても同じだ。そう思うことにしよう。

「えっと、美咲先せん輩ぱい」

「なあに？」

「とりあえず、おめでとうございます」

　美咲がいえ〜いとか言って喜んでいる。

「なんだか、お腹なかが減へってきたから、よ〜し、じゃあ、みんなでご飯にしよう！」

　美咲が空に拳こぶしを突つき上げる。これじゃあ、毎日、一いつ緒しよに食事だって取れそうだ。

　隣となりにいる七なな海みは苦笑いしている。ましろはうれしいのか、美咲にハグしていた。龍りゆう之の介すけはやれやれとため息を吐ついている。

　空太は苦笑を浮うかべながら天を仰あおいだ。

　心が晴れていく。余よ計けいなものが洗あらい流されていくようだった。気が付くと、胸むねの中にひとつの感かん情じようが取り残されていた。少し落ち着かないそわそわした気持ち。先ほど、ましろが言いかけた言葉が気になり出していた。

「なに？」

　目が合うと、ましろがそう聞いてきた。

「いや、なんでもない」

　だけど、空太は話を蒸むし返そうとは思わなかった。聞かなくても、なんとなくわかるような気がしたのだ。七海の話を持ち出したましろを前にして、空太の中には、切なく反はん応のうする感情があったから。

　その想おもいが、なんという名前なのかを、空太はすでに知っていた。

　不思議と予感もあった。結局、どんなに上手に嘘うそをついても、いずれは限げん界かいが訪おとずれる。そう遠くない未来に、蓋ふたをし続けてきた自らの気持ちと、向き合わなければならなくなるのだろう……。

　風が桜さくらの花びらを空へと舞まい上げていく。

　もうすぐ三年目の春がやってくる。三年目の季節がやってくる。泣いても笑っても、空太にとっては、高校生活最後の年だ。

　見上げた空は青と白に彩いろどられ、今はまだ何も描えがかれていない。その壮そう大だいなカンバスに何を描こうか。今なら、なんだって描ける気がした。

　どんな未来も、ここから繋つながっていくのだから。
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　あとがき




　えー、あとがきですか。はい、あとがきです。

　現げん在ざいの心しん境きようを率そつ直ちよくに申し上げますと、予告通り、年が明ける前にこの六巻かんをお届とどけすることができてよかったなあと、ほっとしているところだったりします。

　絶ぜつ賛さん脱だつ力りよく中ちゆうの鴨かも志し田だ一はじめです。




　とは言え、ありがたいことにドラマＣＤの発売も決まり、その脚きやく本ほんを書き上げなければならなかったり、なんだかよくわからないうちに、短たん編ぺんも書くことが決まっていたりする状じよう況たいなので、脱力中とか書くと、担たん当とう編へん集しゆうさんに怒られるかもしれません。それがわかっていながら、書いた文章を消すのも億おつ劫くうなので、このまま行こうと思います。人にはわかっていても、やめられないときがあるようです。




　それはさておき、「さくら荘そう」の物語もこの六巻で大きな節目を迎むかえました。ただの節目なので、最終巻ではありません。念のため。

　大事なことなので、もう一度言っておきます。最終巻ではありませんよ。




　三年生の卒業という大きなイベントは、まだまだ作品が形になる前……構こう成せいプロットの段だん階かいで、すでに盛もり込こんでいた内ない容ようだったので、「ようやくここまできたか〜」というのが正直なところですね。

　当初、大おお雑ざつ把ぱに作った構成では、全部で七冊さつくらいのボリュームにする予定だったのですが、短編集も含めると、この六巻が七冊目となってしまいました。




　そんなわけでして、今後「さくら荘」の物語は新たな局面を迎え、この先も続いていきますので、これからもお付き合い願えれば幸さいわいです。




　イラストレーターの溝みぞ口ぐちケージ様、担当編集の荒あら木き様も、今後ともよろしくお願いいたします。

　次回は、桜さくらの季節……だと思います。





鴨かも志し田だ一はじめ









鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。今年の９月、サイン会のため、九州は福岡に行ってきました。その際、太宰府まで足を延ばし、観光し、お参りをして、抹茶と一緒に名物の梅ヶ枝餅をぱくり。福岡はとてもいいところでした。また行きたいものです。

[image: ]




溝みぞ口ぐちケージ

いい加減、猫を飼ってない僕に猫ポーズのレパートリーなんて無いことを悟ってきたわけなんですがどうすれば。猫を飼えばいいのか。いやしかし。








電撃文庫

さくら荘そうのペットな彼かの女じよ６
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